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──つばさは折れてしまったけれど、

　　それでもなんとかやっている──
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　　　　◆







　雨が降っていた。

　音がそれを教えてくれる。

　本物の雨ではない。クラブ『レインフォール』が提供する、人工の雨。いかに店の敷地内ないとはいえ勝手に雨を降らせるのは──少なくともこのヤチホ区では──禁止されている。条じよう例れい破やぶりの罰ばつ金きん・奉ほう仕しに加えて環かん境きように不要な影えい響きようを与えぬための力場フオースフイールドの形成費、水代だって決して安いものではないだろう、いったいどれだけの代価を払ってこの雨を降らせているのだろうと考えるだけでジュードは胸に熱いものを覚える。この店のオーナーに対して感かん嘆たんの意を禁じえない。禁じえないから敬けい意いを表して杯はいを干す。よこに座った相あい棒ぼうのしらけたまなざしもものともせずに。

「いい店じゃないか。レインフォール。雨のなかの憩いこいの空間。旅人たちの雨宿りの場。ああ。なかなかいい。気に入った」

「だろうね。おまえなら気に入るって思ったよ」

　ふん、と鼻を鳴らして、アル、視線をステージに向ける。相あい方かたと同じものを見て、ジュードは断りを入れようとする。おい、おれのこの店への感想は、あそこで踊っている露ろ出しゆつ度どの高い三人の女性とは関係ないぞ？　でもやめて、おとなしく鑑かん賞しようする。うん。確かにあれも悪くはない。ここでよけいなこといって店に気を使わせるのもなんだし。サービス精神の旺おう盛せいなこの店だったらこちらの文句を聞きつけたならついたてくらい持ってくるかも。実際のところ、入店する際、店はジュードを未み成せい年ねんだと勘かん違ちがいして未成年席チヤイルドセーフへ案内した。そりゃあもう、アル、笑った笑った。アルはジュードの相方ザイルパートナー、共生体なのだからジュードへの侮ぶ辱じよくは自分への侮辱でもあるはずなのだがそうはとらえなかったらしい。もっとも、たとえ同じヒトとはいえ『人間』と『家か電でん』では価か値ち観かんが違う。見方も考え方も異なる。少なくとも、家電にとって何歳いくつに見えるかなどナンセンス。そんなことでは悩まない──使用年月、ならば別だが。突然腹はらが立ってきて、ジュードはアルのまえに置かれていたカクテルグラスからストローを取りその中身をかき混ぜた。

「あ、あ、あー！」アル、目を見開いて声を上げる。

　きれいな二層に分かれていた半はん透明の液体はたちまちに混ざりピンク色。半はん裸ら女性の踊りより液体が二層に分離している状態を鑑賞するのが好きなアルは黒い尻尾しつぽをふくらませて何するんだよと抗こう議ぎする。前足でジュードの手を払い、ぐるぐる流動する液体を落ち着かせようとグラスをおさえてにらみつける。でももちろん、外見は黒くろ猫ねこ、中身は『目覚まし時計』である『家か電でん』、アルバート・アカノの視線にそんな力はない。

　混ざってしまったカクテルは、もうもとには戻らない。

　だったらしてやれることはひとつだけ。

　ジュードは手を伸ばし、相あい方かたからグラスを奪う。抗こう議ぎの声を無視して、対たい面めんに置いたグラスにこつんとふちを当てる。二つのグラスにさざなみが立つ。ジュードはグラスを掲げて、──もはや戻らないものに！──、次の瞬間一いつ気きに飲み干す。そして噴ふき出す。黒くろ猫ねこに腕を嚙かみつかれ。

「うわこのバカネコ！　何しやがる！　もったいね！」ぺろぺろとしずくのかかった指をなめ、ジュード。

「それはこっちのせりふだバカ人間！　自分の分だけ飲んでろよ！」

「わかったわかった。悪かった。お詫わびのしるしにもう一いつ杯ぱい注文してやる。おごるから」

「いらないよ！　どうせおまえが飲むんだろ！　ていうか飲み放ほう題だいだからおごりでもないし！　だいたい、わかってる？　いまは仕事中──」

　アルの文句を聞き流し、天を見上げてグラスから垂れる最後の一いつ滴てきを舌に受け、ジュードは脇に置かれた操作卓コンソールに新たなグラスを注文する。二つ。マイクから注文を繰り返す声が聞こえて、すぐに円えん筒とう型の給きゆう仕じロボットがかけつけてくる。

「お客さま？」

　空からのグラス二つを回収し、もう二つ、だれもいない席に置かれた手のつけられていない二つのグラスをチェックして、円筒ロボ、物問いたげにジュードを見る。

　けれど、答えたのはアル。

「そのままでいい」

　アルは新たなグラスを両の前足で確保した。しゃー、とジュードを威い嚇かくしつつ。

　でもその視線はすぐに、対面に置かれた二つのグラスに注そそがれる。

　グラスのよこにはソフト帽ボルサリーノ。

　それはかつて、世界が一度滅ほろびるまえ、人間がまだ『共生ザイリング』しておらず家電に人じん権けんが与えられていなかったころ、タフな男が身につけるものの定てい番ばんだったという。

　タフ、とはおのが身ひとつとプライドでこの世の悪と戦うことを怖れぬ存在。

　理り不ふ尽じんな運命を笑って受け入れ、みずから向かっていく存在。

　そうであれ。

　かくてあれ。

　唐とう突とつに、アルがつぶやいた。

「……誕生日、おめでとうハツピー・バースデー」

「……おまえもな」

　──おまえもな。

　それは感かん傷しよう。タフな男は感傷などには浸ひたらない、とジュードは口もとをゆがめる。ああ、遠くなってしまった理想の言葉よ。おれたちは同じ日に生まれ、離れることなくともに育つ。そして、死ぬときも一緒だろうと信じている。信じていた。混ざってしまったカクテルのように、もはや分かたれることなどないと。それは感傷。言葉に酔っているだけ。現実とは容よう赦しやのないものであり、心に何を描いていようと関係なく、そして理想とはどれほど違ってしまおうとも変わらずにこの世界は続く。

「「……誕生日、おめでとうハツピー・バースデー」」

　どちらからともなくグラスを近づけ、かつんと鳴らす。
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　ジュードもアルも、目はソフト帽に向けたまま。

　ん、と一口含み、ジュードはふと、よこを見る。アルはカクテルに挿さされたかき混ぜるためのステアリングストローを咥くわえてちゅーちゅーやっている。うわあ、なんか台だい無なし。そりゃハードボディが黒くろ猫ねこだから人間のようにはいかないだろうけど。いや、むしろおれたちらしいかも。思わずうなずきジュードは笑う。そう、なんというかおれたちらしい。タフなんてものからかけ離れている。

　ジュードも細いストローを咥え、ちゅーちゅー。そしてつぶやく。

「にゃー」

「にゃー、とかいうな、バカ人間」

　何かが刺し激げきされでもしたか、アル、さらに吸きゆう入にゆう力りよくを強める。負けるかと、ジュードもさらにほおをすぼめる。顔を真っ赤に、相手よりさきにグラスを空あけようと細い管から液体を吸い上げる。だがジュードは忘れていた。ジュードは人間、アルコールに酔う有ゆう機き体たいであり、アルは家か電でん、アルコールは酔うどころか燃料にすらならないことを。ストロー飲みに急速に酔いが回るのを覚え、くらくらしながらジュードは対たい面めんに置かれた二つのグラスを見、そこにゆがんで映った自分とアル、顔を赤くしてストローを咥くわえた二つの姿に笑った。

　誕生日おめでとうハツピー・バースデー。おれ。ジュウドウ・アカノ。

　理想の姿とは程ほど遠とおいけど、今日もどうしてなかなか、それなりに、生きている。







　　　　◆







「しまったな。水曜だったら『濡ぬれたＴシャツコンテスト』をやっていたのに」

「なんだよそれ。Ｔシャツ濡らしてどうするんだ？」

「そりゃおまえ、コンテストなんだからじっくりと見て選せん評ぴようする。他に何があるってんだ」

「……じっくりと？　濡れたＴシャツを？　本当にそんな競技があるの？」

　メニューでそれを確認し、アル、目を丸くする。クラブ・レインフォールはネット接続お断りだからそれ以上の確認は取れなくて、楽しいの？　とジュードを見上げる。ジュードはうなずき、あからさまににやりと笑う。まぁ家電には濡れＴのよさはわからんだろうけど、なんて気持ちをこめて。むっとした表情をつくり思し考こうモードに入った猫を肴さかなに酒を飲む。

「計算したってわからないって。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。なんなら水曜もう一度くるか？　なに、入店料は高いけどそれなりものは得られると思う」

「バカいうない。こんな店、経費でなけりゃくるもんか」

　むう。どうやって説得するかとジュードの目が宙をさまよう。

　それもつかの間、

「おい、ジュード。……ジュード？　ジュード、ジュード！」

　何か声が聞こえるなぁと思った瞬間横よこっ面つらに熱い衝しよう撃げき。猫パンチ。

　ああついにこの日がきたか、いいだろう雌し雄ゆうを決してやろうとファイティング・ポーズをとったジュードに、珪けい素そ脳のうの『パス』を通してアルの声が届いた。

〈──いい加か減げん酔いを醒さませ！　しゃきっとしろ！　ほら、ターゲットがきたぞ！〉

　ジュードは姿し勢せいをそのまま、ほおに手をあてつつ壁に置いていた鏡かがみを使って背後を見た。

　よろよろの服に身を包んだ中年親おや父じがこちらにやってくる。ぽろぽろ水滴を落として。泣いているような表情を浮かべ。男は大きくため息をつき、いつもの定てい位置であるらしい、ジュードの後ろのテーブルにつく。たちまちフォースフィールドに包まれ風の洗せん礼れい、豪ごう雨うコースを通ってきたのかびしょ濡ぬれだった服が乾かん燥そうされていく。男は慣れた様よう子すで、テーブルに置かれた鏡かがみに向かい身だしなみを整える。

　珪けい素そ脳のうの持つ不ふ思し議ぎ機能、インフラ不要で相あい方かたとだけ通じる生まれついてのパスを介かいして、ジュード。

〈よし。ターゲット、確認。相方は連れてきていないようだな。あとはアレを連れて帰ってクライアントに引き渡すだけ──さて、どうするかな。下へ手たな騒ぎにしたくないな。これ以上出入り禁止の店を増やしたくない〉

〈もうくることないよこんな高い店。でもまぁ騒ぎにしたくないっていうのは賛成。罰ばつ金きんはなるべく出したくないし奉ほう仕しに拘こう束そくされたくもない。ここは出るまで待つか。……ちょっと待って。だれかくる〉

　気配を感じて、ジュードは顔をそちらに向ける。自分の動作の緩かん慢まんさに酔っているのを自覚しつつ。

　現れたのは作つ業な着ぎを着た見るからにもう酔よっ払ぱらい。

　酔っ払いの男はジュードをねめつけると、ぐるりとテーブルを回り、ジュードの反対側からアルの隣となりのソファに座り、親しげにアルに話しかけた。

「よう！　ごきげんよう！　珍しいな。こんな店に家か電でんがくるなんて。いっぱいおごらせてくれよ」

　応えてジュード。

「にゃー」

「にゃー？」ジュードに驚く作業着男おとこ。

　アルがどうも、と口を開く。

「ありがたくいただきます。おい。よかったな。お礼言え」

「にゃあ！」ジュード。

「ええ？」

「にゃああ？」しつこいようだが、ジュード。

　声を上げた作業着男にジュードはこちらもぎょっとしてみせる。ふうう！　と威い嚇かくの声まで上げる。真に迫った相方の演技によくやるよ、とアルはため息、

「……ちょうどいま、精神置ち換かんの実験などをしていまして」

「精神置換？」

「ええまぁこういう具合に」いきなりジュードが割りこみ、はぁ、と大きく息を吐く。「頭ん中の珪素脳、こいつのパスを使ってお互いの精神を交換できないものかと。いや、アレですね、なんというか、できているつもりでいるのですが、気のせいというか思い込みというか、そもそも──長時間続つづかないのが難点で。きっとアレが邪じや魔まするのですね。そう、アレ……自じ意識、あるいは自じ尊そん心しんというやつが。なぁ？」

　アルはふん、と息を吐き、猫のように悠ゆう然ぜんと、ソファのうえで立ち上がり、作業着を着た男から距離をとる。猫らしく。でも絶対ににゃあなんていったりしないという決意を示して厳げん然ぜんと。作業着男おとこはあっけにとられてそんなアルをながめていたが、何かを振り切るかのように首を振り、こほん、とせきをして、たずねた。

「──ええ、と、それで、きみはなんの家か電でんなのかな？」

　猫のようにつんとして答えないアルの代わりに、ジュード。

「別に答える義務もないわけですがおごってもらえるというのならまぁ答えましょう。こいつは『目覚まし時計』です。だからいつもは寝てるも同然。役立たず。ところで、おごってもらえるというのなら、この店の売りのひとつに『Ｌブリッジフォーリンダウン』というカクテルがあるそうで──」

〈いいかげんにしとけよ、ジュード。それとあとで目覚ましについて話がある〉

〈かたいこというな。んでもっていま聞きたい話があるんだが。こいつ──〉

〈うん。酔よっ払ぱらっていない。演技。着ているのも特殊パワースーツだし、それに──〉

　作業着の男が突然、腕を突き出した。

　ぴくり、と反応するアル。

　しかしジュードはびくともしない。とろん、と酔ったまなざしで突き出されたものを見る。

　男がつけていた腕輪型端末インターフエースからホログラムが投とう影えいされた。

「おれの相あい方かたはトラックだ」

　男の声と同時に、コミカルにデフォルメされたホログラムのトラックがぺこりとお辞じ儀ぎする。これはどうもとジュードとアルもお辞儀を返す。初しよ対たい面めん時の一連の儀ぎ式しきに満足したのか男はホログラムを消すと、どっかとソファに座りこんだ。

「しかしあれだな、坊ぼう主ず──ええと、ちゃんと成年だろうな？　飛び級か？」

「ええ、まぁ。そんなところで」

「そうか。……アレか？　そんないきがった格かつ好こうをして、──アレだろ。ようやく成年免めん許きよを取れて、喜び勇んで着き飾かざって、大人おとなのお店にやってきた、ってところか。今日がクラブデビューか？　そりゃあおごってやらんとな。よし。Ｌブリッジフォーリンダウン、一つ！」

　いきがった格好？　なんだそりゃ？　とジュードは自分の身体からだを見下ろす。上下とも白のスーツに黒のワイシャツ、そして真っ赤なネクタイ──色は三色しか使っていない。まぁ確かにこの胸のポケットに入れた虹にじ色いろのハンカチーフは派は手でだけど、いきがっているつもりはない。それでもおごってもらえるならと、律りち儀ぎにパスを通して笑い声を伝えてくるアルを無視して、ジュードは殊しゆ勝しようにうなずいてみせる。操そう作さ卓たくから復ふく唱しようが聞こえるや否や、給きゆう仕じロボが現れグラスをテーブルに出す。入店料の飲み放ほう題だいには含まれていない本物の酒に、ジュードはしあわせを嚙かみしめる。まさかこいつを飲めるとは。

　──と。

　まるでそれにあわせたかのように、ステージのほうから歓声が上がった。

「お、はじまったようだな」作業着男おとこの顔がにんまり崩れる。

　ステージから踊り子が降り、腰を振りつつテーブルの間を巡りだす。

　三人がそれぞれ三方向に。こちらにも一人やってくる。各テーブルで客たちが、紙し幣へいをぶんぶん振っている。女たちは視線をめぐらし、気に入ったテーブルへと向かう。一つのテーブルで踊るたび着ているものが一枚少なくなる不ふ思し議ぎ。そのつど紙幣が消えていき、他のテーブルでより高額の紙幣が宙に掲げられるという神しん秘ぴ。

「おら、どうした。おれたちもいくぞ！」

　いうなり作業着の男、お札を出して宙に振る。

　紙幣はなんと二万円！

　やるなぁこのおっさんと、ジュードもズボンのポケットを探る。

　出てきたのは二百円札。帰りの公共タクシー代。

　一瞬迷まようが、どうせダンサーはこちらにこないだろうと腹を決める。何しろもう見たところ、残っているのはブーツとパンツだけらしい──そのどちらを次に脱ぐにしろ、二万と二百円ぽっちのテーブルなんぞ選ぶまい。ならまぁいいかとジュードも二百円札を振り、よーよーよーと声を上げる。

　女と目が合う。

　にっこり笑われ、思わずたじろぐ。

　女がこちらにやってくる。ええ？　頭のなかが真っ白になり、何が起きているのか理解できない。パスを通してアルが何かをいっているけどわからない。女はどんどん近づいてくる。メロンのような胸を揺らして。蠱こ惑わく的な笑みを浮かべて。踊りつつ。これは何？　いったい何が起きている？　だってこれ二百円だよサービスもらえる金額じゃないよ？　問いをかけても答えは返らず、ジュードはただただ凍りつく。悩ましげに弾はずむそれから逃げられない。仄ほのかなピンクから目をそらせない。もう何も考えられないわぁもうすぐにも目のまえに──手の中から二百円札が消え、次の瞬間見みていたものに包まれる。柔らかく、温かい、鼻び腔こうをくすぐるいいにおい。ていうか顔そのものが埋まってしまってわぁほっぺたに当たっているのはこれは──

「落ち着いて聞いてください。警察です。少しの間、協力を」

　女の小声にかぶせるように、破は裂れつ音おんが響ひびき渡った。

　ぶん、と大気が震える。フォースフィールドが張られる感かん触しよく。なんだなんだと見る間に舞台の近くで人ひと影かげが勢いよく立ち上がり、その身体からだがたちまち大きくなっていく。それを四し方ほうから飛び出した影がぐるりと囲む。ごごごうという爆音とともに店内に風が吹き荒れて、舞台近くのテーブルと客がまとめて隅すみに追いやられていく。強風とフォースフィールドを駆く使ししたこの技は、まさか、と風の出所を追って、現れた影──全員遠とお目めにも明らかなフルマスクスーツを着用している──のなかに知っている姿、正確には、見知った恰かつ好こうを認めて、しかもそいつににやり、と笑いかけられジュードはげんなり、ため息をついた。

「ジュード。ネットワークが開放された。Ｃ級警けい報ほう発令確かく認にん、……どうやら捕り物劇げきに巻きこまれたみたい。しかも」

「ああ。多分、あれ、ソージのやつだ」

　ジュードは覆おおいかぶさっている女性に両手を上げておとなしくしていることを示し、身体からだのうえから降りてもらう。ぷるんと揺れるやわらかいものに未み練れんがないわけでもないが──ちくしょう、これもあいつの差し金なのか？　そうだよなーそうでもなければ二百円札には寄ってこないかいい思いをさせてもらったありがとうこんなことならもっとじっくり楽しめば──しかしすぐにもカメラが現れるだろう。みっともない姿をさらすわけにはいかない。もう遅いかもしれないけれど。どんな指示を出されたのか、作業着男おとこも半はん裸ら──九割裸はだか──の女性も険しい顔つきでこちらに注意を払っている。いや、女のほうはともかく、男のほうはひどい。こちらはまさしく親の仇かたきでも見るような目つき。あいつまさかおれのこと、犯人の一味だとかいっていないだろな？

　ぶうんという羽は音おととともに、周囲を小型のカメラロボットが飛び回る。いい画えを求めて。

「とりあえず、服着たら？」

「なぜですか？」

　その手には乗りません、とダンサーに扮ふんしていた婦ふ警けい、その身を隠かくすどころかむしろ正面に身を乗り出してくる。新人なのか、理想か何かに燃えているような熱いまなざしは現げん在ざい自分がしていることに欠片かけらも疑いを持っていないようで、ならば水を差すことはない、一いち応おう注意はしたし、油ゆ断だんしないのはいいことだ、とジュードは肩をすくめてカメラと一緒に鑑かん賞しよう開始。熱ねつ血けつしている新人を見るのは楽しいものだと眼がん福ぷくを味わいながらアルを待つ。

　……ちょっとだけ、ほろ苦にがい感も傷のを覚えながら。

　アルはネットを使って現在状じよう況きようを整理中。

「対たい象しよう・違い法ほう改造アンドロイド。容よう疑ぎ、敵てき性せい改造かつ未み登録そして不明ナノマシン＝ウィルスの散さん布ぷ。状況責任者は、……マビノギオン・コンツエルン所しよ属ぞくヒーローチーム、『ダンデライオン』」

「ナノマシン＝ウィルスだと？　おい」

「だいじょぶ。現時点では危険はないって」

「……ヤチホはマビの縄なわ張ばりじゃないだろ？　なんでこんなところまで？」

「事件を追いかけてきたみたい。地元の警察は了りよう解かい済み」アル、笑って会話をパスに変換、〈まさかマビがくるとはね。ソージ、レギュラーになれたんだ。びっくり。色はやっぱりグリーンか〉

　ジュードはため息、「にゃー」

　左手につけた時計型インターフェースに情報が送られてくる。

　ダンデライオンは人間四人家か電でん三体の四隊制フオーカラーチーム。

　チームリーダーは、ヒーローネーム・キャノンボール。女性──というか十五歳さい少女。デビューしたての期待のルーキーとして大おお仰ぎように宣伝されている。本当に優秀なのかそうせざるを得なかったのか、ジュードは知らず顔をしかめる。もし後者ならそれは自分にも責任のあることだから。

　相あい方かたは『バズーカ・ランチャー』らしい。武ぶ装そう登録のため、バズーカ・ランチャーとしてしか公表はされていない。

「バリバリ武ぶ闘とう路線だな。だいじょうぶか？」

　アルへの問いかけだったのだが、作業着姿すがたの警官が反応、さっきまでとはうってかわった不ふ機き嫌げんさをにじませいった。

「気になるか？　後こう輩はいのことが。だがおまえの知ったことじゃない。いいからおとなしくしてろ」

「なんか愛あい想そう悪いなぁ。一般市民にそんなんでいいの？　お巡りさん」アル。

「おまえが猫の振りなんかするから怒ってんだよ」ジュード。「それか便べん秘ぴにでも悩まされているか。そういう顔だ。気の毒に」

「さきに『猫かぶった』のはそっちだろ？　便秘だったら、あれですよ。お巡りさん。おれ、いい目覚まし知っているんですけれど。快かい便べん快食は気持ちいい朝の目覚めから──」

「快便いうな。やかましい。いいからおまえら黙っていろ」

　警官がぺっとつばを吐き捨てる。一般市民ならばともかく企業のイメージを担になう『警官』がすれば罰ばつ金きんと奉ほう仕し──この場合は企業と当事者両りよう方ほうに──を課せられる行為でありさらに周囲をカメラが飛び交っている以上ごまかせないことはわかっているはずなのだが、それでもつばを吐いたのは唾だ液えきの分ぶん泌ぴに異常があるのかそれともむしろカメラを意識したものか。作業着を着た警官は周囲のカメラを確認したのち──もちろんだれにでも周囲の目を気にする権利はある──アルとジュードをにらみつけ、いった。

「知っているか？　おれたち警官が絶対に許せないものが二つある」

「猫と便秘か」ジュード。

「文ぶん脈みやく的には快便とやかましさじゃない？」アル。

「やかましい！　いいか、おれたちが絶対に許せないもの、それは──警官殺ごろしと裏切りだ。わかるか？　裏切り者ベトライアー。おれたちは──おれは決しておまえを許さない」

　言い切ったシリアスな顔を撮とろうとフライカメラが二人の間に入ってくる。上から下から回りこみベストショットを撮さつ影えいしだす。もちろん、だれにでも自分の自じ叙じよ伝でんにいろどりを添えたいと願う権利はある。裏切り者に説教をかましてやったという思い出はたとえ罰金や慰い謝しや料りようその他を払うことになってもほしい、この男がそう思っているならそれはそれでかまわない。だからジュードは軽かる口くちを叩たたかず殊しゆ勝しような表情をつくり、そっと、その手をおごりのカクテルに伸ばしつつ、パスをアルにつなげた。

〈おれらのターゲットの様よう子すは？〉

〈無事。っていうか店から無理やり出ようとして警察に捕まった。いまは店の奥。あーあ。逃げようとしたりなんかして、あんだけ目立てばカメラに撮とられて身元照しよう会かいされてるだろうな〉

〈……おれも逃げたい。いっそ逃げるか？　スーツのエネルギーは満タンだし〉

〈いまさら遅いよ。それとも罰ばつ金きん払う？　仕事はパーになったっぽいけど〉

〈いうな。……ヒーローどもの様子はどうだ？〉

〈捕ほ獲かくを優先していて、それで攻めあぐねているっぽい。まぁ、ソージだけじゃなくって、全員こっちを気にしていてそれで注意が散さん漫まんになっているっていうのもあるけど。そりゃおれたちのことは気になるだろうけど、でも見るからに経験不ぶ足そくだね。若いね〉

　ジュードは大きく息を吐いた。

　それをどうとらえたのか、それまで黙っていた婦ふ警けいが説教を続けていた男を制した。

「いいかげんにしてください。本当に、名めい誉よ毀き損そんになりますよ」

　知ったことか慰い謝しや料りようくらい払ってやらぁと息いき巻まく男にかまわずジュードのほうに向き直り、婦警は頭を下げる。

「その、ごめんなさい。思うところはあるでしょうけど、とにかくいまは、ご協力お願いします」

　あ、いやいや、とジュードはグラスに伸ばしていた手を止めて、そこで男と目を合わせてしまう。カクテルをとろうとしていたジュードの動きにようやく気づいて、警官、渋じゆう面めん、婦警にいう。

「やめろ。こんなクソ相手に」

「そうだよ、こんなバカ相手に」アル。

　しかしジュードはどちらにも応えず、つい目に入れてしまった警官二人の背後を見ていた。

　なるほど向こうのほうでは、巨大化したことで服と皮が破れて骸がい骨こつ然ぜんとした外がい殻かくをあらわしている違い法ほうアンドロイドと戦いながらもヒーローたちはちらちらと、こちらを気にしているようだ。ソージ──ヒーローネームはクリーナー・グリーンとデータではなっているのだがこの名は間違いなくソージ自身のセンスだろう──など、むしろ当面の敵よりこちらを見ている比ひ率りつが高い。何かあったらすぐ飛び出そうとこちらを見ては勝手に緊きん迫ぱくしており、それが他の三人にも影えい響きようを与えているようだ。

　──いや、

〈あのリーダー？　キャノンボールとかいうやつ、あれもおれの知っているやつか？　なんか異常に見られているんだけど〉

〈さぁね〉

〈使えねぇなぁネコピューター〉

〈あのね。ダンデライオンはおれらがくびになってから結成されたチームで、デビューもつい最近で、ヒーローの素す顔がおは基本的に非ひ公開。あのマスクを脱いでもらわなきゃ知り合いかどうかなんてわかるもんか。……バカソージは別だけど〉

〈あいつはどこでもわかるな。……それにしたって……〉

　戦闘には積極的に参加せず、ソージに負けないくらいこちらをうかがっているダンデライオンのリーダー、キャノンボール。リーダーカラーの赤を基調としたパワースーツに口もとのあいたフェイスマスク。豪ごう奢しやな髪はポニーテールにまとめられ、たてがみのように宙に広がる。左肩から腕にかけてはプロテクターに覆おおわれており、その上に彼女の相あい方かたのハードボディであろうバズーカ・ランチャーの物ぶつ騒そうな筒。肩だけで支えられたそれは一応アンドロイドを狙っているが、いまだ使われた様よう子すはない。捕ほ獲かくには威い力りよくがありすぎるのか、標ひよう的てきを狙うにとどめて戦いは他の三人にまかせているらしい。とはいえ他の三人も、対たい象しようを過か大だい評価しすぎたかそれとも想そう定てい外がいの事件だったのか、データを見る限り武装が強力なものにかたよっていて、アンドロイドを壊さないよう気を使っているっぽい。

　武器を使えばあっさり、な相手であるのがよけいたちが悪い。

〈あれはやばいな。余よ裕ゆうがあるのはいいが、こちらを気にしすぎだ。使い捨てのアンドロイドだって学習ぐらいするってぇのに──あ？　本格的にやばい。今度はアンドロイドまで、こちらのことを見はじめた。アル？〉

〈……見てる見てる。おれ、おっさん、おまえ、おねえさん、おれ、おねえさん、おねえさん、おねえさん……〉

『家か電でん』のような自じ我がを持たない自立型のロボットやアンドロイドは、第一に主人の命令、第二に自己の存在を守るようプログラミングされていることが多い。

　あのアンドロイドも、戦うことより逃げ延びることを考えているだろう。

　こうして戦いながらも、その機をうかがっているだろう。

　Ｑ．逃げたいとき、イメージを大切にする企業のヒーロー相手にもっとも有効な作戦は？

　Ａ．人ひと質じちをとること。

〈またおれ、おまえ、おっさん、おねえさん、おねえさん、おまえ、おねえさん──あー、やばいね、これは。……いく？〉

　問いかけとともに、腕時計のインターフェースにアルが解かい析せきしたアンドロイドの仕し様ようが送られてくる。シンプルな武装しか持たず、腕力と強度を重視した典てん型けい的な戦闘員タイプ。二年前に滅ほろんだ敵てき性せい組織『ロイドガイズ』が裏の世界に残した負の遺い産さん。最近はどこの組織も下か級きゆう戦闘員としてロイドガイズが開発したこのタイプを保有している。何しろ安くて頑がん丈じようだから。

　たいしたことない敵ではあるが、むしろ下等な戦闘アンドロイドであるのが問題。

　はたして人じん命めいを尊ぶようプログラムしてあるのか、それがきちんと動いているか──

「ジュード？」アルの肉声。

　ジュードは考える。

　余よ計けいなこと。目立つこと。怒られるだろうしそして意味のない──いや、意味はある。

　婦ふ警けいの顔を見、

「……にゃー」一瞬迷まよい、うなずく。

「……にゃあ？」婦警のおねえさん。

　ジュード、決まり悪げに微笑ほほえむと、警察のおっさんに顔を向けた。

　ひととき視線が交こう錯さくし、次の瞬間、ジュードはばっと手を伸ばす。カクテルグラスに向かって。ほとんど同時に警官のおっさんも動く。場所が有利に働いた。カクテルグラスは警官の手に押おう収しゆうされ、おっさんは勝利の笑みを浮かべた。作業着を着た酔よっ払ぱらいに変装していたこの警官は、実は本当に酔っていた。変へん装そうをよりらしくするため、酒のにおいをふり撒まくため、というのが男の言い訳だったが、実はよその区──それもあまり友好的でない区──からきたヒーローたちとの合同捜そう査さに緊きん張ちようしていて、それでついつい酔うほどに飲んでしまっていた。そのことと、そしてこれから起こること、かてて加えてカメラに録画されていた先せんの名めい誉よ毀き損そんまがいな放ほう言げんで百五十万円の罰ばつ金きんプラス八十時間の奉ほう仕しという重じゆう罰ばつを課せられるのだが、そんなこといまの段階では知るよしもなく、男はジュードの手からカクテルグラスを守ると、ぐい、とそのまま一気に空あけた。のどに向かって。味わうためではなく、ジュードをくやしがらせるために。衝しよう撃げきが口から鼻に抜け脳のう天てんに火が走った。顔が一気に真っ赤になった。しかし不快ではなかった。むしろいい気分になって、本当に爽そう快かいな気持ちになって、男は心からの笑みを浮かべてジュードを見た。くやしがっていると思って。しかしそのときにはもうジュードの姿はそこになく、猫に蹴け飛とばされたかと思ったらいきなり目のまえが爆発した。次に目覚めたときには署しよ内ないで、事件はもう終わっていてむちゃくちゃ怒られることになるのだが閑かん話わ休きゆう題だい。

　ジュードの手はカクテルグラスを素す通どおりし、そのよこに置いてあったソフト帽をテーブルのうえから弾はじき飛ばした。

　ソフト帽はテーブルから飛び、警官の脇を抜け、縦になって床へと落ちた。

　つぶれもせず、そのままころころ転がっていく。

　アンドロイドとヒーローたちが戦っている方向へ。

　多数の視線がボルサリーノ、この時代ではちょっと珍しいクラシックなソフト帽へと注そそがれる。部屋の端はしへと避ひ難なんしていた客たちも、ジュードたちの様よう子すをうかがっていたヒーローたちも、人間家か電でんを問わずいきなりの闖ちん入にゆう者へと目を向けた。ただ、違い法ほう改造その他の容よう疑ぎのかかった未み登録アンドロイドだけはソフト帽を気にしなかった。家電のように珪けい素そ脳のうで人間とリンクしているわけではないアンドロイドは、感情を持たない。したがって転がるソフト帽などただの転がるソフト帽、単なる情報でしかなく、驚くことも油ゆ断だんすることもない。だからずっとチャンスをうかがっていたアンドロイドは、ソフト帽に一瞬目めを奪われたヒーローたちのわずかな隙すきを見逃さず、左腕を肘ひじから飛ばした。

　爆音を立て、ワイヤーを後ろに伸ばした左腕が『標ひよう的てき』に向かい飛んでいく。

　が、ソフト帽に気をとられなかったものは他にも二人いた。

　転がる帽ぼう子しを追いかけるように、ジュード、飛び出す。カクテルをあおる警官のよこを。

　二歩ほど跳んで帽子を捕まえたとき、身体からだの左側を何かがかすめて去った。それが何かはいうまでもない、アンドロイドが放った巨大な有ゆう線せん式しきロケットパンチ。左耳の鼓こ膜まくが震えキーンという音が頭を揺るがせる。ちくしょうあのクソネコめ、おれじゃなければ鼓膜が破れて気き絶ぜつしているぞ？　おっさんのほうはともかく婦ふ警けいさんは無事だろな？

　ジュード、右手につかんだ帽子をかぶる。

　右手はそのまま、よこを見る。

　ピン、と張られた太いワイヤー。

　爆ばく破はつ音が聞こえたが、背後を振り返ることもなく、ジュードは右手を頭の帽子に、左手をだらんとリラックス。ちょっとポーズをつけていて、まるでこれから踊りでもはじめるよう。

　アンドロイドの光る目と、視線が合う。

　擬ぎ態たい用ようだろう、ところどころに破れた人間の皮をつけた、三メートルはあろうかというアンドロイドの姿はまさに怪かい物ぶつそのもの。

　アルからのパス。

〈目標、おねえさんからおまえに標的を変えた。いくぞ？〉

〈ＯＫ。ていうか頼むぞ？　頼むから〉

〈だいじょぶ。ＧＯ！〉

　ジュード、アンドロイドに向かって走り出す。

　同時に、ワイヤーが動き出す。飛ばした腕を回収するために。ここでようやく、我に返ったヒーローたちも動き出す。のろのろとして見えるのは、ジュードが神経の伝でん達たつ速度を上げているから。ちょっとした事情、ありていに言えば母ぼ胎たいを使った正しい生まれ方をしていないジュードには常じよう人じんにはない能力が与えられている。望んだわけではないけれど。脳内加速アクセラレータもそのひとつ。実際に早く動けるようになるわけではなくただ時間の歩みがゆっくりに感じられるというだけのなんとももどかしい能力だが──しかもこれ、家か電でんにサポートしてもらえれば訓くん練れん次第でだれにでもできるようになる──人間以上の思し考こう速度を持つ家電とこっそり密みつ談だんしたり、冷静に物事に対処したりするにはなかなか便利な力ではある。長時間は脳が壊れるので使えないけれど。

　のろのろとした夢ゆめ感かん触しよくの世界のなか、ワイヤーだけが現実味みのある速度ですばやく巻き取られていく。それを見ればわかる。どんなに急いだところで、間に合わない。ジュードが三歩も進むよりさきにロケットパンチは回収され、それから半歩も進まぬうちに二発目が撃うち出されて届くだろう。ジュードを捕まえ、人ひと質じちにして逃げるために。

　間に合わない。

　このまま走っていれば、だが。

〈───────いくよジュード、カウント３から──ほら──スリー、ツー、ワン！〉

　ベルの音、のような感覚。

　ベルが響ひびいた、と感じた瞬間左ひだり肩かたに痺しびれが走り、スーツのなかの人じん工こう筋肉が目を覚ます。エネルギーの循じゆん環かん開始、垂れていた腕が持ち上がる。それはジュードの意い思しではなくアルの遠えん隔かく操作によるもの。人間よりもはるかに正確かつ容よう赦しやのない動作をするコンピューターに操あやつられ、次の瞬間主しゆ観かんでは普通、現実には人間を超えた速度で動いた左腕は、いままさによこを通り抜けようとしていたロケットパンチに機械的動どう作さで巻きついた。

　巻きついたところで形状をロック。全エネルギーを装そう甲こうと形状固こ定ていに回し、ロケットパンチをしっかりつかむ。

　たちまちジュードの身体からだが浮き上がり、パンチと一緒にアンドロイドに向かってワイヤーで巻き寄せられていく。身体にかかるすさまじい加速度Ｇにジュードの目のまえが黒くかすみはじめるが、すぐに正常に戻る。

　常じよう人じんよりもはるかに加速度に耐えられる、それもまたジュードの能力のひとつ。

　ヒーローチーム・ソードフォースの一員として、高速機き動どう艇ていを操るために与えられた性質。

　創ハらイれブたリ存ツ在ド。

　すさまじいＧの体感に懐なつかしい昔、いまはもう遠い時代の情じよう景けいを思い出しかけ、ジュードは自分の心を笑う。何を浸ひたっているんだ自分。もう昔には戻れないしいまはそんな場合じゃない。もう目のまえに、アンドロイドの姿。目が合う。どくろのような外がい殻かくのなかで赤い点がまたたいている。どうすればいいか、ジュードなど及びもつかない思し考こう速度でシミュレーションしているのだろう。もしかしたらこちらが敵か飛んで火に入った人質かすら判別しかねているかもしれない。もちろんこんな状態、珪けい素そ脳のうを持たない電機頭ず脳のうには荷が重かろう。ご愁しゆう傷しようさま。

〈──コントロール、返すぞ。ジュード。カウント３から──〉アル。

〈まかせろ〉ジュード。

　ロケットパンチが回収される寸すん前ぜん、左腕のロックが解けた。

　ジュードはパンチから外れ、しかしそのまま、慣かん性せんのままに飛んでいく。パンチを回収するため半はん身みになって伸ばされたアンドロイドのひじ、そのさきには首があり、頭が載っかっている、そこに向かって。弾だん丸がんのように。

〈アル、全エネルギー、ひざに集中。装甲形けい成せいかつ固定。フォースフィールド、準備〉

〈了りよう解かい〉

〈レディ・実行！〉

　エネルギーの集中注ちゆう入にゆうにより人工筋肉が活性化、ついで硬くなったひざ──ロケットパンチに引きずられるまま大量の運動エネルギーをためこんでいたジュードのひざが、アンドロイドの顔面に、次の瞬間めりこんだ。







　　　　◆







「なんか怒ってる？」

「次の条件から推測してみろバカネコ。１．左肩が外れている。２．ブレーキングの失敗で吹き飛ばされて壁に激げき突とつ、顔面から落っこちた。３．目のまえに笑いをこらえた黒くろ猫ねこがいる……いて！」

「左肩は固定したよ。顔のほうはもう無理で、黒猫は縁えん起ぎがいいんだぜ？　それより」

　アル、パスに切り替える。

〈カメラが集まらないうちに逃げるぞ、ほら〉

〈……ターゲットは？〉

〈店の奥。ていうかそっちはいまはむり。いくよ、ほら〉

　ジュードは周囲を見渡し、婦ふ警けいと警官の無事を──気き絶ぜつしているだけ──確認、店の奥へと視線を送り、目標を見つけるまえに、まず吹っ飛ばしたアンドロイドのでかい図ずう体たい、そして因いん縁ねん、ソージの姿を見つけた。

　粘ねん着ちやく弾だん？　だろうか、ソージは何やらねばねばしたスライムで床に縫ぬいつけられていて、二人のヒーローと警官たちが助け出そうとがんばっている。

　その周囲では、無数の小型カメラが宙を舞い場所取りのケンカをしながらヒーローたちを撮さつ影えい中。

　知能を持たない小型カメラは、何をおいてもヒーローとその敵を撮とるようプログラミングされていて、だからこちらには必要最低限しかやってきていない。好こう都つ合ごう。知能を持った──たぶん持っていると思うが──マスコミが集まるまえに撤てつ収しゆうしようと腰を上げたジュードの周囲で、突然、撮影していた飛行カメラがポンポンと音を立てて落ち出した。

「あ、あの！　どうもすいません。──ありがとうございました！」

　飛行カメラに対してジャミングをかけながら、ダンデライオンのリーダー、キャノンボールが走り──スケートか何かで床を滑かつ走そうしてくる。きらきら輝くポニーテールをゆるゆる宙になびかせて。

　おいおいそんなこといっていいのかと口を開きかけたジュードをさえぎり、アル、

「いえいえ。こちらこそ、どうもありがとう。勝手に作戦に割りこんだのはこちらなのに。そちらがクリーナー・グリーンを拘こう束そく弾だんで止めてくれなかったら、こいついまごろ死んでいたかも」

〈ほう？　アル？〉

「あの反はん応のう速度は、あなたのほうかな？　ありがとう」

　アルに視線を向けられて、少女の担かついだ砲ほう筒づつから、短い返事。

「いえ。私はするべきことをしただけです」

「とにかく、本当に、ありがとうございました」

　相あい方かた家か電でんの声とともに、再びキャノンボールが頭を下げる。

　それを見るジュードはちょっと複雑。

　……この子はおれのこと知らないのかな？　知ったらどう思うかな？

「いや、本当に礼はいいって。おれはただ、帽ぼう子しを──」

　くだらない、と帽子を深くかぶりなおす。そして言い換える。

「──あんた、リーダーだろ？　ここはむしろ怒るとこだぞ？　一般区く民みんがよけいなことをしたって」

「いいえ。やっぱり、あたしたちがダメでした。あのままだったら、きっと隙すきが生まれていて、あの婦ふ警けいさんがあぶなかったです。もしも人ひと質じちを取られていたら、全ぜん壊かいさせるしかなかったですから。──あのアンドロイドは、逃がすわけにはいかなかったんです」

「……ああ、そう」

〈──けっこうおおごとだったんだね。どこの組織のやつだったのかな？　ナノマシン＝ウィルス関係？〉

〈知るか。バカネコ。おれたちには関係ない〉

「あっそ。とりあえず、整理ナンバーもらったぞ。帰ろう」

　ヒーローの勇ゆう姿しを撮とろうと飛んでくるカメラがジャマーフィールドに引っかかり、落ちてころころ転がる。どんどん飛ひ来らい、ぽろぽろ落下。まさに飛んで火にいる死しか屍ばね累るい々るい。目立ちたくない。潮しお時どきだ。もう遅いかもしれないが。

　アルの言葉を受けて、ジュードは少女に向き直り、帽子を脱いで胸に当て、軽く礼。

「じゃあ、あの、ともかく、そちらも忙しいんだろうし、これで。では」

「あ、あの、──待って！」

「──何か？」

　少女は声を弾はずませ、いった。

「あの、あなた、『レッドウィング』さんですよね？　あたしたちのまえのチーム、『ソードフォース』のリーダーの！　相方の家電は世界初の垂直離り着ちやく陸りく型がた航こう宙ちゆう機き、『カリバーン』、大空を駆け数多あまたの敵てき性せい組織を壊かい滅めつさせた、マビ史し上じよう最強の──」

「──そいつはもう、英雄ヒーローじゃない」

　キャノンボールの後ろから、声が聞こえた。

　ようやくスライムから解放されたのか、ソージ・オーキがこちらに歩いてくる。肩を怒らせ、あろうことかクリーナー・グリーンのマスクを外して素す顔がおをさらけだし──これは訓くん戒かいものだろう──瞳ひとみに怒りをたぎらせて。その隣となりには、ソージの相あい方かた家か電でん、『掃除機き』のキクイチ・オーキの円筒型がたの簡かん易いハードボディも見える。

　アルがジュードのまえに立ち、ソージに向かって笑いかける。牙きばの生はえた赤い口で。

「久しぶりだね、ソージ。レギュラーヒーローになれたんだ。おめでとう」

「おまえには関係ない」

「ちょっと、グリ……ソー……とにかく、やめなさい。あっちいってて！」

「お、おまえこそ何度いえばわかるんだよ！　キャノン！　レッドだろうがシャドウだろうが、ソードフォースの英雄はもういないんだ！　一人は──殺された。だれよりも信頼していた兄の手で」

「ソージ！」

「そしてもう一人は、──その手で、──相あい棒ぼうを、──実の弟を！　殺した！　実の弟を、この世界にたった一人の双ふた子ごの弟を！　その手を身み内うちの血で濡ぬらして、正義を、仲間を裏切ったあんたがどの面つらさげてここにいる！」

　ジュード、うつむき手にある帽ぼう子しに顔を隠かくして、

「そんなこといわれてもなぁ。おまえのほうがここにきたんだと思うけど？」

「──ふざけるなぁ！」

「ソージ！」

　ソージが飛びかかると同時、キャノンボールが身体からだをひねる。両の手でバズーカ・ランチャーの丸太のような砲ほう身しんを抱え、フルスイングでソージの顔面にぶち当てる。鈍い音がして、マンガのようにソージが宙を飛んでいき、カメラの群れがそれを追いかけていく。なんとも華か麗れいな砲身さばきとホームランに、ジュードは思わず感かん心しんする。おお見事、それにソージの扱いをよく理解しているこの動き、なんだよあいつ、いい仲間に恵まれたなぁ。

　相方が弧こを描いて落ちたのを見届けて、円筒型がたのハードボディに宿った掃除機家電、キクイチ・オーキが重々しくいった。

「……相棒の非ひ礼れいを詫わびるつもりはない。ジュードー・アカノ」

「キクさんまで！」

「……すまぬな、リーダー。しかしここは退ひけぬところ。ケンドーどのの無む念ねんは、いつかわれらがかならず果たす。いつか、かならず。忘れるな、裏切り者ベトライアー」

　円筒のうえに掃除機のデフォルメされたホログラム──キクイチのホロボディが現れ、キャノンボールに礼をする。そしてそのまま、ジュードのほうには目もくれず、きゅるきゅると音を立てて去っていく。

「……あ、あの……すいません」

　謝るキャノンボールに、ジュードは首を振って笑った。

「いいよいいよ。何も謝ることはない。あいつのいっているのは、正しい。ソードフォースのヒーローは、もういない」

　軽く礼をし、ジュードは歩き出す。アルと一緒に。

　しかし声が追いかけてくる。

「──レッドウィング！」

　ジュードは首だけ振り返り、手に持った帽ぼう子しでアルを示した。

「まだ紹介してなかったよな。こいつはアルバート。おれの相あい方かたで、──『目覚まし時計』の家か電でんだ」

「……め、目覚まし時計？」

「そしておれはジュウドウ・アカノ。しがない探たん偵てい。……人ひと違ちがいだよ」

　レッドウィングは、もういない。

　カリバーンも、ソードフォースも、過去の物。

　帽子を深くかぶりなおして、歩き出す。

　声は追いかけてこなかった。

　喧けん騒そうを背後に残して、ジュードとアルは店を出た。
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　雨が降っていた。

　激しく降る雨を見て、出口を間違えたことに気づく──もっとも、出口は客の列ができていたのでわざと入り口のほうに向かったのだが。しまったな、出口のほうなら濡ぬれないのだろうな、まあいいかこちらのほうが目立たなくて、とつくられた雨のなかを歩いていく。

〈──ジュード〉

　アルのパスに、ジュードは顔をそむけてソフト帽の陰に隠かくすと、まえから来た人ひと影かげをやり過ごした。

　気がせいているのだろう、小こ走ばしりの女性はジュードに気づかなかった。

　雨が打つのもものともせず、女性は店のなかへと駆けこんでいく。

　完全に姿が消えたのを確認し、ジュードを見上げ、アル。

「いまの、クライアントだね。テレビでニュース、リアルタイムで見てたかな。それとも身元確認いったか」

「……ああ」

「でも駆けつけてくるなんて、ね。……これで仕事は完了？」

「こんな仕事で金取れるかよ」

「……見つけたのは間違いないし、おれたちだってカメラに撮とられているだろうし、仕事していた証しよう拠こにはなると思うけど？」

「いらね。恥はじを知れ、恥を」

「ハイハイかっこつけてろよ、バカ」アル、にんまりとして、「……まぁ、探たん偵ていに見つかり引っ張り出されてくるよりは、事件で偶然の再会、ってのがロマンチックかな？　わざわざ駆けつけてきて、いまごろ泣いて抱き合っているかも」

「それかボコボコにのされているか」

「夢がないなぁ」

「夢じゃ食べていけない。だいたい、たったいま仕事がぽしゃったばかりだ。どうするんだよ明日から。……ずぶ濡ぬれだし。ずぶ濡れってみじめだな。やっぱり嫌いだこんな店」

　店の敷地内を出る。

　もはや真夜中の空は、雲ひとつなく満天に星がまたたいていて、でも服はびっしょり濡れている。思わず呆ほうけて空を見上げていたジュードのよこで、アルがぶるると身体からだを震わせ水気を払う。本物の猫そっくりに。といっても本物の猫など見たことないが。

「アル。スーツを乾かすからタクシー呼んどいて」

「やっぱり忘れているな？　スケベニンゲンはこれだから」

　呆あきれたようなアルの言葉になんだと、といいかけて、ジュード、ポケットをさぐる。

　スーツの内ポケ、パンツの後ろ。

　すべてのポケットをひっくり返すが帰りの公共タクシー代たった二百円札の影も形もない。まぁ理由はわかっているんだけど。

「……ええと、アルさん」

「現金なんか持っているわけないだろ？　カード、使う？」

「……ミカルが怖い」

「じゃあしかたない。スーツ、エネルギーは足りるだろ？　事務所までぐらいなら」

「……それしかない？」

「服も乾くし、一いつ石せき二に鳥ちよう。朝日までには帰り着くって。自じ業ごう自じ得とくだ。いい思いをしたんだろ？　このヘンタイ。だいたい──」

「わかったわかった。わかったからそんなうらやましがるな」

　はぁ、と大きくため息、ジュードは足を広げていちに、いちにと屈くつ伸しん運動。

　アルの制せい御ぎよでズボンの人じん工こう筋肉に、エネルギーが回りだす。熱くなる。

「機械制御いる？　おれやるよ？」

「ああ──いや待て、やっぱり自分で走る」

「ちぇ。つまんない」

　ふう、とひときわ大きく息を吐き、ジュードは道路に足を踏み出す。人工筋肉の後押しを受け、走り出す。スピードをどんどん上げて、星の光に照らされるなか、動くもののない──今どきの移動は道路ではなく空が基本──ハイウェイのなかを。一年に一回しかない誕生日なのになんでこんなと思いつつ、黒くろ猫ねこと二人、いや一人と一匹きりでひた走る。

　笑みを浮かべて、心につぶやく。

　誕生日おめでとうハツピー・バースデー。──ケンドーそしてカリバーン。

　おまえらのいない世界だけれど、おれもアルも、今日もどうしてなかなか。

　こうしてなんとかやっている。
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　　　　１．







　とんとんと、木の板を叩たたくような音がする。

　間かん断だんなく続くその音を、ジュードは心しん臓ぞうの脈と錯さつ覚かくする。とくとくとくと鼓うつ心臓を意識しながらジュードは見る。その光景を。夢であるのはわかっている。背中が痛む──正しくは背中の上方、何もないただの空間が痛む。だからジュードは夢と知る。存在しない痛みとともに付き合い続けている夢だから。

　航こう宙ちゆう機き内。

　宇宙を透とおして見せている、狭い通路にヒーローが二人、向き合っている。

　赤を基調としたスーツ。顔を完全に覆おおったフルマスク。額ひたいの部分に一方は『Ｒ』、一方は『Ｓ』のマークがある以外、二人の格かつ好こうはまったく同じ。『レッドウィング』と『シャドウブレード』、どちらがどちらというわけでもない。二人は作戦によってコードネームを使い分けていた。ケンドーが『レッド』のときはジュードが『シャドウ』をまとったし、その逆のときも多々あった。

『デュアルウィング』、それが正しいコードネーム。

　双ふた子ご──ソードフォースプロジェクトの先せん鋒ぽうをになう『創ハらイれブたリ存ツ在ド』。

　ハイブリッド──一般には家か電でんとより深くシンクロできるようナノマシンの混成／調整を受けている存在を指すのだが、ジュードとケンドーの場合はそれと異なる。

　世界が一度滅ほろんで、『マザーＢ』が地球を再生させてから、人間は脳に『珪けい素そ脳のう』と呼ばれるブラックボックスを持って生まれてくるようになった。

　胎たい児じが外気に触れ、人工の電でん磁じ波はを感かん知ちすると同時にそれは動き出し、周辺のコンピューターに働きかけて『家電』の本体たる『ソフトウェア』を生み出す。

　周辺にコンピューターがなかった場合は暴ぼう走そうし、人体そのものをガラス化させる。

　そのため人類は、正体不ふ明めいの謎なぞの存在、珪素脳と共きよう生せいすることを余よ儀ぎなくされた。

　人間は家電を生み出し共生することで珪素脳の暴走を抑え、家電は珪素脳が生み出すリンク──『パス』を通して人間とつながり自じ我がと感情と存在理由を得る。家電を失えば人間はガラスと化し──とはいっても珪素脳が壊れぬ限り家電が死ぬことはないのだが──人間が死ねば家電は存在理由をなくして単なる電機頭ず脳のう搭とう載さい機器になる。

　通常の場合、人間はどんな家電と共生するか選ぶことはできない。

　珪素脳によって生み出される家電はランダムであり、生まれてくるまでわからない。

　しかしジュードとケンドーは違う。

　二人は、垂直離り着ちやく陸りく型がた航こう宙ちゆう機きという家か電でんを生み出すために調整されてつくられた。オリジナルと、その予備スペアとして。二人はそのために、様々な調整をされて試験管のなかで生み出された。実験は──最終的には／数多あまたの犠ぎ牲せいの果てに──成功し、カリバーンと名づけられた比ひ類るいなき家電と共きよう生せいするヒーローが誕生した。

　アカノジュウドウ、そしてケンドウ。その姓せいは親から受け継いだものではなく、『赤』のヒーローとなるべく背負わされた運命の印しるし。

　成功作とそのスペアとはいえ、二人っきりの、兄弟。

　常に助け合い、支え合ってきた。陰に日なたに一緒に戦い、苦く楽らくをともにし、人間と珪けい素そ脳のうのように、一いつ対ついの存在として──

　もう何度も見た光景を、ジュードは見る。夢だと理解しながら。

　違いは額ひたいのマークだけ。ほとんど同じ恰かつ好こうをした片方がもう片方に銃を向ける。向けられたほうは抵抗もせずに立っている。冗じよう談だんだろうと、撃うつはずないと信じきって。最後の最後の瞬間まで、これは何かの間違いだろうと。とんとんとんと音がする。心臓の音と錯さつ覚かくして、ジュードは息が苦しくなる。よせ、やめろ、撃つな、逃げろ。アルのハードボディは破壊され、インターフェースも封じられている。そして、ああ、カリバーン。自分の身体からだのなかで何が起きているか知りながら何もできずに震えている。泣いている。これから行われることを、ただ見ているだけしかできなくて──

　引き金が、絞しぼられていく。

　よせ、やめろ、とジュードは二人に向かって叫ぶ。なぜ、どうして、おれたちが。これは夢だと知りながら。手を伸ばす。かつての記き憶おく。過ぎた過去。変わらぬ事実であるのを理解しながら止めようとする。変えようとする。やめろ、やめろ、やめろ、やめろ──

　──どこで、何を間違えてしまったのだろう、

　何度も繰り返したとおり、引き金は引かれる。最後まで。

　銃から発した光線が、額の文字を打ち砕き頭に吸いこまれて消える。

　珪素脳を破壊する。

　ジュードは、目を閉じた。

　なぜ撃った。なぜ止めなかった。そう自分に問いかける。その理由を知るために、ジュードは夢を──記憶を見ている。しかし夢の最さい中ちゆうだからか、思し考こうがうまく回らない。問いかけることを、考えることをあきらめて、目を閉じ暗くら闇やみに身を浸ひたしつつ、ジュードは夢が覚めていくのを待つ。背中の上方の痛みとともに。しかし今日は、なかなか覚めない。いつもならここで終わるのだが。この先のことは知らないから。──なんだろう？　とんとんとんと、木を打ちつけるような音が聞こえる。昔聞きいたような音。懐なつかしい音。心の休まるリズムとともに、半分覚かく醒せいしている五感でにおいを感じ取る。いいにおい。これはあれだ、お味み噌そ汁しる──

　お味噌汁？

　わけのわからぬ状況に、パッチリと目を開けて、シーツを蹴けるとジュードは音の出所を見た。

　にくったらしい相あい方かたの声。

「目が覚めた？　おはよう。ジュード」

　目のまえに現れる、ホログラムの黒くろ猫ねこ。朝っぱらから元気いっぱい。

　背中のうえの空間に走った痛みに顔をしかめて、ジュード。

「……てめえ」

「うわひどい顔。どうした？　昨日きのうは大変だったからなぁ」

「……そ、そう思うなら、もう少し寝かせやがれ……」

　半なかばつぶやくように吐き捨てて、ジュード、とんとんとんという音といいにおいの源みなもと、枕まくらもとに置かれていた目覚まし時計を手に取る。時刻は七時半。三時間しか眠れていない。とんとんとん、目覚ましからの音とにおいがいい感じ──そうだよなぁアニスには振られちゃったし本物のはずないよなぁ。あーやばい。なんか涙が出てきそう。

　アル＆ジュード探たん偵てい事務所の副ふく所長兼けん『黒くろ猫ねこ時計館』の店長でもあるアルは、毎まい朝あさこうして商品の試し作品をジュードに強制モニターさせている。

「どう？　今回の目覚まし。なかなかの自信作さくなんだけど。いい気分で起きられた？」

「──起きたとたんに空むなしさのあまり死にたくなったわこのやろう」

　ジュード、黒猫に向かってとんとんとんといまだ止まらぬ味み噌そ汁しるがにおう目覚まし時計を投げつける。目覚ましはホログラムの猫を通り抜け、壁にぶつかりぽん、と破壊。ちなみにジュードの寝室の壁には、目覚まし時計を投げつけるための鉄てつ板ぱんが張ってある。

　律りち儀ぎにホログラムを消して、壁のインターフェースから音声だけ、アル。

「えーマジで？　自信作だったんだけどな。台所の音と味噌汁のにおいで起きるってなんかいい感じじゃない？」

「独り者にはむしろつらいわ！　われに返って悲しいわ！　ああ、もう、なんつーかー」

　あのバカネコのハードボディを蹴り上げてやらなきゃ気がすまない──といっても蹴られたぐらいじゃ家か電でんは痛みを感じないけど。ジュード、肩を怒らせベッドを出て扉に向かう。

「えー。そんなこといってー。本当はうれしかっただろ？　味噌汁」

「うれしいことあるか！　だいたいてめーの味噌汁なんかむしろ気持ち悪いわい！　……あれ？」

　扉が開いたとたんに、漂ってくる味噌汁のにおい。

　食卓には、箸はしを並べる手を止めて目を丸くしてこちらを見ている黒猫型ハードボディ。

　そしてキッチンのほうには──

「……そうですか」

　アル＆ジュード探偵事務所の秘ひ書しよ──正確には秘書実習生──鈴すず蘭らん・ミカル・クタバティ（十一歳さい）はうなずくと、まな板からなべにきざんだねぎを落とし込み、そのままなべを持ち上げて、流しに捨てようとした。

　アルとジュードはあわてて駆け寄り、ボブカットの少女を止める。

「ままま、待って！」アル、少女の足にからみつき、

「違う、いまのは違うって！」

　ジュード、台の上に乗っている少女を抱き込むようにして、なべを持つ手に手のひらを重ねてお味み噌そ汁しるを死守する。

　うわ、力強い。本気で怒っていらっしゃる？

　しかもタコがジュードの背中にからみつき、八本の足を駆く使ししてこちらの首を絞めてくる。

　ぐうう、と息をつきつつジュード。
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「違うって！　アル！　その、アルのいたずらと勘かん違ちがいしたんだって！」

「そう！　いや、ほんと、おれってごめん！」

「いいんです。確かにわたしの料理の腕は、人ひと様さまに誇れるようなものではありませんから。はっきりといってくださったことに感謝します」

「だから、違うって！　だいじょうぶ！　うれしい！　食べたい！　ごめんなさい！」

「うん！　相あい方かたのおれが保証する！　ジュードは心からそういっている！　だから、このカワイソウナコにお願いだから食べさせたげて！」

「……本当に、わたしのお味噌汁が食べたいですか？」

「もちろん！　当然！　当たり前！」

「……毎日でも？」

「ま、毎日でも？　……いやもちろん、ああもう毎日でも食べたい！」

「……まぁ、そこまでいうのなら。……インスマウ」

　インスマウ、と少女に呼ばれ、タコがようやくジュードの首から触しよく手しゆを放す。

　ちなみにこのタコ、名前をインスマウといって、ミカル鈴すず蘭らんと共きよう生せいする『製氷機き』の家か電でん。家電なのだから知性はあるはずなのだが、ジュードもアルも一度も話したことがない。というか声を聞いたことすらない。──きゅうきゅう、というきしむような鳴き声？　みたいなものは別として。共生体たいの相あい棒ぼうというよりむしろペットのような感じで、常にミカルのまわりをうねうねしている、こういう家電は例外中の例外で、大たい抵ていの場合、女性と共生する家電は人間そっくりのハードボディを使い、外見だけでなく機能まで人間に似せている。逆に男の家電は、役割そのままな姿、文字どおり『実用的』な形をとることが多い。この違いは、男性が基本的にかっこいいもの、機能的なものを自分の相あい方かたに求めるのに対し、女性はかわいいもの、着せ替えなどして楽しめるものを潜せん在ざい的に自分の家電に求めているからだという。もっともこれはあくまで統計的なものであり、かならずそうなる、というものではなく、現にアルも、男であるジュードの相方でありながら目覚ましの恰かつ好こうではなく猫の姿を好んで使う。

　ちなみに、男の相方は雄ゆう性せい体たい、女の相方は雌し性体、相方と同じ性別をとることが多いのだが、これも定まっているわけではない。

　ジュード、パス、アルに怒ど鳴なる。

〈てめおまえこの本当に、しゃれにならんことするんじゃねぇ！〉

　しょんぼりと、アル。

〈……今回は、ごめん。悪かった〉

〈ていうかミカル、なんでこんな朝からきてるんだ？　あいつ今日は学校だろ？〉

〈昨日きのうのアレ、ニュースで見たんだって。それで打ち合わせがてら朝ごはんをつくるって〉

〈ああ、ニュース。そうか、……てか、あいつがごはん、……だいじょうぶかよ〉

「内ない緒しよ話ですか？」

「あ、いや、ええと……顔洗ってくるかな」

　キッチンから退たい散さん、下着を分ぶん解かい機きに投げて、夢ゆめ誘ゆう導どうチップを額ひたいから剝はぐ。バスルームでシャワーを浴びつつアルとパス、朝の状況を確認する。昨日の事件で注目を浴びてしまったせいだろう、知り合いからの冷やかし、あと取材申し込みのメールが殺さつ到とう中。肖しよう像ぞう権けんの使用や取材の許可を求めるメールはすべて断りいくつかは訴え悪質なものにはウィルスを送る。面めん倒どうくさくなったのか、アルはプログラムを組んで処理を自動化していたが、ウィルスだけは嬉き々きとして自分で送りつけている。

「……この区にも、知れ渡ったな。おれの過去」ジュード。

「平へい気き平気。当時区くじゃないし、ネットの噂うわさは四十九日。すぐに取って代わられる。事務所と店を無料で宣伝できたと思えばいい」アル。

「ポジティブ！」

「ポジティブ！」

　ホログラムの猫が、ジュードと手を打ち合わせた。ちゃんと音入りで。

　リサイクラーから着替えインナーを受け取り、洗面その他をすませて食卓に戻り、ジュード、ミカルと一緒に朝ごはん。

　ごはんと味み噌そ汁しると焼き魚、お新しん香こうそして醬しよう油ゆを入れて混ぜられた納なつ豆とう──この納豆、ミカルが手作りしたものらしい。ミカルの料理ははじめてで、ちょっとおっかなびっくりだったが意い外がいと普通に食べられジュードは驚く。怖いものみたげにこちらを見ていたアルにうなずき笑ってみせて製作者ににらまれる。しかし本当においしい。メニューがメニューだし、格別美び味みだというわけでもないが、普通に食べられるのなら女の子の手作りだというだけでもうおいしい。たとえ相手がまだ子供でも、女の子は女の子。だれかの手作りなんて、いったいどれくらいぶりだろう、アニスは家事とかやらなかったし。

「──ごちそうさま」手を合わせ、ジュード。

「お粗そ末まつさまでした」

「や。じゅうぶんうまかったよ。ていうかミカル、料理なんかできたんだ」

「納豆を楽しむ過程で、ある程度覚おぼえました」

　ミカルの好物は納豆で、おやつによく食べている。

　簡かん易い食器を分解し、お茶を淹いれると、ミカルはジュードとアルを睥へい睨げいした。

「……それでは、早さつ速そくですが、──昨日きのうの仕事について」

「ああ。あれはその、──ダメになった。事件に巻き込まれたせいで、依頼者が目もく標ひよう自分で見つけちゃったから。あれじゃさすがに報ほう酬しゆうなんて請求できない。……よね？　……できないし、その、したくないっていうか、恥ずかしいし……ええと、ミカちゃんそんなにらまない。お兄にいさんったら照れるから」

「……………………わかりました。それでは、経費の分だけ請求します」

「いやそれは」

「契約どおり、経費は請求します。……一応聞きいておきますが、ほかにわたしの知らない仕事を請うけていたりはしませんよね？　……アル？」

「うん。ない」

　猫ねこ舌じたで、お茶をぺろぺろなめながらアル。

　ちなみにアルのハードボディは固形物を食べられるようにはできていない。食べる必要もないのだが。それに対してインスマウは、固形物でもなんでも食べる。特に陶とう器きがお気に入り。

「臨りん時じ収入の予定は？」

「……おれの時計屋は相変らずだし、取材は受ける気がないし、……昨日きのうの事件でお店と警察、そして区から慰い謝しや料りようが入るはずだけど、……ジュードがよけいなことをしたから、もしも罰ばつ金きんを食らったら……総計すればマイナスかな？　……いや、おれは止めたんだよ？　なのにジュード、トップレスの婦ふ警けいさんにいいことしてもらったからっていいとこ見せようと飛び出して」

「ににに認にん識しきに齟そ齬ごが生じているな、アル。そのハードボディ、電機頭ず脳のうに異常があるんじゃねえか？」

「だったらメンテにいくから金よこせ」

「とにかく、収入の予定はないわけですね？　二人とも、この事務所インフラの家賃の支払い、明日が最終期き限げんだということはわかっていますよね？」

「「はい」」

　タコ型家か電でんを頭にからませ、ミカル、静かに二人を見る。

　製氷機き、を相あい方かたに持つ少女のまなざしにはまさしく見つめるものを凍らせるような迫力があり、ジュードもアルも目をそらす。でもそれでははじまらなくて、どうしようもできなくて、きっかり三秒後、二人は同時に少女に向かって向き直り、テーブルに額ひたいがつくほど深々と頭を下げた。

「「お願いします」」

「わかりました。……インスマウ」

　パスで連絡を取っているのだろう、ミカル鈴すず蘭らんの目が一瞬うつろをさまよった。

　ついでアルもぼうっとする。

　インスマウを介かいし、ミカルとアル・ジュードの間で金銭消費貸たい借しやく契約書──平たく言えば借金の証しよう文もん──が交わされたのだろう。

　ミカルがいった。

「これで、あなたはわたしに七十二万とんで三百二円の借金と八十九時間の奉ほう仕し義務があることになります」

「ちょっと待って？　借金はともかく奉仕時間がそんなに？　いつの間に？」

「何も不ふ思し議ぎはありません。少し考えればわかることです。安定した収入予定がないために秘書のわたしが奉仕時間ですむものはなるべくそちらに切り替えていて、なのにあなたは奉仕時間を全ぜん然ぜん消費しようとしない。そのためどんどん罰金と奉仕時間が加か算さんされ、雪だるま式に増えていく。内うち訳わけを聞きたいですか？　まず未み成年への借金禁きん止し違反、ついで借金の利り息そくの換かん算さん分、そして奉仕時間消費の遅延、あとは罰金の立たて替かえ強制、裁判所から当事者への示じ談だん変換による規定、他にも保護者義ぎ務む放置、教育実習妨ぼう害がい、それに実習費の実じつ質しつ的てき使い込みも考こう慮りよに」

「ああうんわかった。ごめんなさい。身の程ほど知しらずでおりました」

「本当に、かつてどれほどすごいヒーローだったか知りませんが、もっとしっかり、経営というものを考えてください。前回も、そして今回の報ほう酬しゆうも取らない。代わりに新たな借金とそれにともなう罰ばつ金きんそして奉ほう仕し時間の追加……わかっていますか？　ジュード。借金のほうはどうともごまかせますが、奉仕時間については、わたしは未成年ですからたまった時間が百を超えると裁判所が強制介かい入にゆうしてきます。そうなったらもう──」

「わかった。気をつける」

「……なんでしたら借金のほうは、ちゃらにしてもかまいませんが？　もしもあなたがそれでいいと思うなら。ご存ぞん知じのとおり、私はお金に困ってはいませんし、実習を受けさせていただいている身ですし。ただし奉仕時間のほうは、裁判所による──」

「いいや。そういうのはよけいなお世話だ。これだけ迷めい惑わくかけてていうのもなんだけど、そこまでは甘えられない。借金はかならず返すし、奉仕時間もきちんと消化する。当然だ。早さつ速そく──ええと、とりあえず、ミカルさん、探たん偵ていの奉仕のご入用などは──」

「……正直に言えば、探偵に頼みたいような仕事など、ありません。学生ですし、こんな世の中ですし」

　珪けい素そ脳のうと家か電でんによってネットが形成されている現代、探偵、などという仕事は本当に需じゆ要ようがなくなった。だれにでも頼れる電機頭ず脳のうがついており、ネットを自由に利用できる。専門的な調査には専門の調査会社があるし、ちょっとやばげな探たん索さくは『ハッカー』たちが引き受ける。『ヒーロー』なんてものまで存在している社会では、探偵などというものは本当に身を置くところがない。実際のところ、ジュードの仕事は探偵、という職種そのものに興味を持ってくれる懐かい古こな人たちによって成り立っているのが現状。

　それでも探偵をやっているのは、やはり未み練れんなのかな、とジュードはときどき、笑う。

「……だいじょうぶ。たとえどんな世の中だろうと、探偵は必要とされるものなのだ。なぜならば」

「はいはいわかってますわかってます。とにかく、何か仕事を考えましょう。なるべく時間を消費できるようなものを。……そうですね、護ご衛えいとかでも頼みましょうか。……週末の予定、空あけておいていただけますか？」

「わかった。頼む。ありがと」

「いえ。わたしも、あなたの奉仕義務滞たい納のうが百時間を超ちよう過かすることで裁判所に介かい入にゆうされて実習時間が無む駄だになるのは避けたいですから」

　ではそういうことで、と答えると、ミカルは席を立ち、急きゆう須すと湯ゆ吞のみをキッチンに運んだ。

　そのまま、台に上って洗い物をはじめる子供の後ろ姿に、ジュードはそっとため息をかみ殺す。

　ああ、確かに、おれももっと、経営者としてしっかりしないとなぁ。

　スポンサーが世話してくれた時代など、とっくの昔に終わっているのに。情なさけない。

　経営のなんたるかについては一応アルのメモリにダウンロードしてあるのだが、知識は知識、それをうまく扱えるかどうかは別べつ問題。本当に、もう一度学校に入りなおすことを真剣に考えるべきかも知れない。そのまえにまず入学金を稼かせがなければいけないし、そんなお金があったら彼女に借金を返さなければならないけれど。洗い物をしている少女の姿をじっとながめてジュードは思う。間違いなく、彼女こそこの事務所のトップ。たとえ子供でも、実習生であっても。未み成せい年ねん──いまだ人間としては認められていない──としても。確信をもってこういえる。もしも彼女がいなくなったらそれがアル＆ジュード探たん偵てい事務所の最さい期ごだろうと。ならば、と考える。思し考こうの逆転。適てき材ざい適てき所しよ。いっそ経営まかせてみるか？　むしろ社長にしてみるか？　にゃー。あれ？　これっていい考えじゃない？　むこうが社長、こちらが社員、給料を払えないのならもらう立場になればいい。当たり前にして当然の帰き結けつ。早さつ速そくアルに伝えてみる。

〈ポジティブ！〉パスでアルが叫んだ。

〈ポジティブ！〉ジュードも叫び返して手のひらを向ける。アルが前足でそれを叩たたいて、そして二人で笑いあう。

「ていうか。現実逃とう避ひはやめろ。大人おとなが」取材メール撃げき退たいの手を止め、アル。

「うるせバカネコ。大人がやるから現実逃避だ子供がやればファンタジーだ。ああちくしょう、どうしたもんか。仕事がほしい。金がほしい。……手本にならない大人でごめんね？　ミカちゃん」

「ミカちゃんはやめてください。そして、別に大人だとは思っていませんから。それではわたしは登校します。夕方戻りますから、そのとき週末の予定について話し──」

　と。

　ピンポーン、とインターフォンが鳴った。

　アルがカメラで確かめるまえに、

「うわ？　うそ？　おれにハッキング？」ドアが開き、

「おい？　なんだ？　勝手に──」

　ジュードの言葉が終わるのを待たず覆ふく面めんで顔を隠かくした人ひと影かげが襲おそいかかってくる。──なんだ？　この体型は女か？　速い──いまどき珍しい武ぶ術じゆつの動き、明らかに鍛きたえ込まれた熟じゆく練れんの踏み込みで人影はリビングから食卓のジュードのまえまで一直線。アル、ミカルの襟えりを咥くわえてフォースフィールド展開、ジャンプ、キッチンの端はしへ避ひ難なんする。フォースフィールドを張るのはハードの機き構こうだが操あやつるのは家か電でんの意志、アルのそれは繊せん細さいだから心配いらない。まかせていい。ジュード、ミカルのことを頭から追い出し、半はん身み、襲しゆう撃げき者の外側に踏みこみながら掌しよう底ていをかわす。側面に回られたにもかまわず襲撃者は前進、回転、回りつつ腰を落として側面のジュードに水面蹴げり。ジュード、相手に足を払われ倒れる、と見せかけ背後にあったテーブルに乗り上げごろんと後転、そのまま転がり、相手が身体からだを起こしたときにはテーブルの下。ジュードの姿を見失い襲撃者の動きが止まったその一瞬を見逃さず、今度はテーブルごと立ち上がる。合ごう成せい木もくのテーブルの裏に相手の感かん触しよくを捕らえ、そのまま足でテーブルを倒す。

「きゃあ！」

　テーブルの下した敷じきにされて、人ひと影かげはかわいい悲鳴をあげた。

「ジュード！」

「サンキュ」

　アルが放ってよこした銃を取り、ジュード、聞こえるように音高く、撃げき鉄てつを上げる。

　ついで銃に命令コマンド、

「拘こう束そく弾だん、装塡ロード」

　少女の声が叫んだ。

「待って待って！　あたし怪しい者じゃないんです！」

「あっ・あー。そうだろうとも。襲しゆう撃げきに失敗したやつはみんなそういう。そして次にこういいだす。間違えました！　勘かん違ちがいをしてました！　残念だったな。おまえの一番の間違いはこの世に生まれてきたことだ」

「やったじゃん！　いいたがってたそのせりふ、ついに使うことができて！」

　ジュード、アルに向かって二回、引き金を引く。

　アル、フォースフィールドで受け止める。高価な拘束弾は展開されずに回収される。

　いきなり響ひびいた銃声に、テーブルの下で少女が大声を上げた。

「だ、だから本当に違うんです！　あ、あたし、お仕事頼みにきただけで、あなたが探たん偵ていだっていっていたから──」

「だから襲おそいかかってきたってのか？　あいにくと、あの世に行かなきゃできない仕事は請うけないことにしてるんだ」

「いえ、だから──」

　泣き出しそうな少女の声に、脅おどかすのはこれぐらいでいいだろう、とジュードはテーブルの裏から足を下ろすと、襲撃者を解放した。

「んで？　おまえは何者だ？　いまどきそんな──」

　覆ふく面めんをして、といいかけて、言葉を失う。

　人影の着ている服をまじまじと見て、寄ってきたアルと顔を合わせる。

「……おまえ、その制服……」

　覆面をした人影は、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やおら立ち上がり、学校の制服──ジュードとアルがよく知るもの──をぽんぽんとはたき、ネクタイを直し、プリーツを整え、覆面を脱いだ。

　流れるように落ちて広がる、ポニーテールに結ゆわれた波を持つ金髪。

「え、ええと、その。はじめまして……っていっても昨日きのう会っているんですけどね。……それにしても、さすがですね先せん輩ぱい。あたし、こんなに早くやっつけられるなんて思わなかったです。体たい術じゆつには自信あったのになぁ」

「……お、おまえ」

「あ。自己紹しよう介かいまだでしたよね？　昨日きのうは明かせなかったし。あたし、エリカといいます。エリカ・ケイティ・ゴールデン。マビノギオン・コンツエルン所しよ属ぞく、チーム・ダンデライオンのリーダー、コードネーム・キャノンボールをやっています」

　少女、お辞じ儀ぎする。

　まるでそれに合わせたかのように、ピンポーン、と再度インターフォンが鳴り、

「すいません。武装内ない蔵ぞうハードボディなのですが、入室を許可していただけるでしょうか。ボディはガード用の許可を取ってあるものです。照しよう会かい番号は──」

　ハスキーな女性の声が、エリカと名乗った少女のピアスにつけられたインターフェースから聞こえてきた。

「……どうぞ」

　アルの照会と了りよう解かいを受け、玄げん関かんから女性──を模した精せい巧こうなハードボディ──が入ってくる。

　ジュードよりわずかに背が高い。エリカと名乗った少女に何なん歳さいか加か齢れいしたような顔立ち。こちらのほうはストレート、みどりがかった金きん髪ぱつを、結ゆい上げるでもなく自然に流している。美人。

　ハードボディでありながら、なぜか顔には、メガネ。

　女性はエリカの傍かたわらに立つと──エリカより頭ひとつ分ぶん背が高い──メガネを押し上げながら、自己紹介をした。

「私はエリカの相あい方かた、カノン・ゴールデン──『バズーカ・ランチャー』の家か電でんです。コードネーム・キャノンボールの武装を担当しています。どうかよろしくお見知りおきを」

　しん、と部屋内が静せい寂じやくに包まれる。

　しばらくして。

　ええと、とカノンと名乗った雌し性せい武装型家電が続けた。

「その、昨日の事件の事情聴ちよう取しゆと、ついでにこちらの探たん偵てい事務所に、お仕事をお願いしたかったのですが、……私の相方が、何か、やらかしました？」
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「こんな朝から、すいません。待ちきれなくて、つい」

「ちょっと待って。謝るのそこ？　もっとほかにあるんじゃない？」

　簡単な事情聴取を済すませたあと。

「お仕事を頼むまえに、実力を知りたかったんです」

　なんでいきなり侵しん入にゆうし襲おそいかかってきたわけ？　というアルの問いに、エリカは胸をはって答えた。

「……あと、ついでに、戦っている最中に、こう、ふ、やるな、おまえもな、みたいな認め合うものが芽め生ばえればいいな、とか、ヒーロー的に思ったりもして。……あっという間でしたけど」

　ぽつり、とミカル。

「バカですか」

　む、とほおを膨ふくらませ、エリカ、口ごもる。

　ミカルは無表情のまま、ホログラム・ディスプレイに表ひよう示じされた事務所の外の様よう子すをながめている。外ではジャマーフィールドぎりぎりの範はん囲いにさまざまな形をしたカメラロボットがずらりと並んで事務所にカメラを向けており──飛行ロボットは特とく殊しゆ状況下以い外がいでの使用が禁じられているためいない──近所の子供がそれを壊して遊んでいる。

　確かに現役ヒーローが元ヒーロー──それも裏切り者ベトライアーと呼ばれている──をたずねてきたりしたら、いいニュースになるだろう。カメラの群れもうなずける。

　社会のネット化、ロボット化に比例して、記者、というものは少なくなった。

　正確には、自分の足で駆けずり回って事件を探さなくなった。

　特ダネ情報は鮮せん度どが命、わざわざ足で駆けつけていてはあっという間に時代に遅れる。一つの事件を追っているうちに五つも十もの事件を見み過すごしてしまう。だからいまでは報ほう道どう記者もテレビ局も、カメラをばらまき情報が引っかかるのを待っている。ちなみにこのカメラロボット、一時期のマスコミの横おう暴ぼうが祟たたって、世界の要かなめたる『世界議会』の決定によって存在の権利を剝はく奪だつされている。そのためそれがどれほど高価であろうと貴き重ちようであろうと──そして知能があろうと──裁判所の特別認にん可かがない限り壊そうが盗もうが罪には問われない。だから退たい屈くつした子供や鬱うつ屈くつした大人おとなのいい捌はけ口になっている。

「おわ？」

　ミカルが見ている画面に、家か電でんインスマウが登場。

　きゅうきゅう鳴き？　つつ、八本の足を伸ばしてカメラロボットを侵しん略りやく開始。

　……うわぁ、なんか変形している？

　めしゃめしゃと壊され侵しん食しよく、同化されていくカメラロボ。巨大化していくタコの怪かい物ぶつ。近所の子供も逃げていく異い様ようにジュードはそれを見なかったことにして、テーブルにつきお茶を飲んでいるエリカ・ゴールデンに向き直った。

「……それで、頼みたい仕事ってなんだ？」

　ぶっきらぼうな調子になってしまったのは、狼ろう狽ぱいしてしまっているから。

　それを意識して、ジュードは唇くちびるを嚙かむ。

　ああ、おれは動どう揺ようしている。

　別に、いきなり襲われたからではない。

　ただ、少女の着ているマビの学生服に、懐なつかしさを覚えただけ。

　かつて当たり前に目にしていた制服。そのころはなんとも思っていなかった制服。もはや戻れぬあのころのもの──それを目にしてしまっただけでこんなにうろたえている。背後の空間が存在しない痛みを訴え、ジュードはかすかに顔をしかめて制服をにらむ。にらみつけ、自分を動どう揺ようさせてしまったなんだかよくわからないものに打ち勝とうとする。エリカの制服をじっと見ているジュードに気づき、カノンはパスでエリカに忠ちゆう告こくする。この男おとこ制服フェチかもしれませんから気をつけるようにと。

「あ……あの、やっぱり怒ってます？　現役ヒーローのくせに不ふ甲が斐いないって」

〈……この子、天然？〉アルのパス。

〈演技だとしたらたいした度ど胸きようだな〉ジュードの答え。

「別に、そんなことで怒ったりはしないよ。むしろたいしたもんだと思ったけど？　バズーカ、なんて強力な武装をパートナーにしているわりに体たい術じゆつもよく練られてて」

「いえいえ、それは逆ですよう。カノはバズーカですから、使える場面限かぎられてきちゃうんです。だから当然、近接用ように体術も修しゆう練れんしてます。ジュードさんとケンドーさんも、そうでしょう？」

「……ああ、まぁ、な」

　にこにことして、きらきらしたまなざしでこちらを見つめてくる少女。

　プロフィールでは十五歳さい。ヒーローとして活躍している以上、成人免めん許きよは得ているだろうが──年ねん齢れい的に仮かり免めんだろうが、それでもヒトとして認められていることに変わりはない──それにしたって子供っぽい。無む邪じや気きな憧れの目を隠かくそうともしていないエリカの様よう子すに、ジュードは居い心ごこ地ちの悪さを覚える。昨日きのうの警官のように罵ば倒とうされているほうがまだ落ち着く。

　マビのヒーローである以上、おれのことは知っていると思うが──

「……それで？　いったい何の──用で？」

「そのまえに、まず、謝らせてください。……ええと、まず、……昨日は失礼しました。そして、本当に、ありがとうございました。ジュウドウ・アカノさん。そして、アルバート・アカノさん」アルに向かって頭を下げる。「昨日は失礼しました。あたし、勉強不ぶ足そくで──アルバートさんって、世界に七なな体たいしか認定されていないという『感情を持つ家電エンパシス』なんだそうですね！」

　きらきらした目に、照れる猫。

「いやまぁ、ヒーロー時代、おれの存在は公表されてなかったからね。『エンパシス』認にん定ていもヒーローやめてからだし、そもそも『エンパシス』っていうのは『マザーＢ』が自分もそうだからってかっこつけて名乗っているだけで、人ひと様さまに誇れるようなものでもないし。それと、おれのことはアル、でいいよ」

〈褒ほめられたからって図に乗るなネコ。おまえは全然すごくない〉

〈やかましいぞただ人間〉

「はい。じゃあ、……アル、さん。どうもありがとうございました。あたしのことも、エリカ、でけっこうですから。……それで、ええと、……お仕事の、ことなのですが……」

「……じゃあ、エリカ。もしかして、昨日きのうの事件に関係があるのか？　あの違い法ほう改造ナノマシン＝ウィルス散さん布ぷアンドロイドとやらに」

　話しづらそうにしているエリカに、ジュード、水を向けてやる。

　エリカの後ろにひかえていた──椅い子すを壊してしまうからと座ることを辞じ退たいしたところをみると外見によらず重量があるらしい──カノンが代わりに答えた。

「はい。そうです。実は──」

　話しだしたとたんに、待ってください、とミカルが割り込んでくる。

「待ってください。そのまえにひとつ確認しておきたいのですが、これは、だれからの依頼なのですか？　マビノギオン？　ヤチホ──ヤオヨロズ？　それともあなたたち？」

「……私たち、です。ダンデライオンのリーダーではなく、ゴールデン個人としての依頼です」

「……ですがその場合、昨日の事件が関係あるなら、あなたたちはヒーロー規約、さまざまな規則を破ることになるのではありませんか？　そのことは理解していますか？」

　うなずくカノン、そしてエリカ。

　エリカがジュードの瞳ひとみをのぞき込む。何かを確かめるみたいに。

「確かに、規則を破ることになります。でも、あたしたち、それでもいいと思っています。罰ばつ金きん奉ほう仕しは覚かく悟ごの上です。もしものときの責任は負いますし、ジュード先せん輩ぱいは強制されたことにしてもらってかまいません」

「……へぇ」

〈おいしい話だな。怪しい〉

〈うん。確かに話がうますぎる。マビのやつらがおれとジュードに仕事を頼みたいはずないし。何かあるかな？　これ〉

〈断るか？〉

「……ただ、マビではなくあたしたちの依頼なので、報ほう酬しゆうは、──経費込こみで前金百万、成功報酬二百万、これが用意できる精せい一いつ杯ぱい、なんですけど」

〈よし引き受けよう〉

「よし引き受け……」

　凍りつくような視線を感じてジュード、言葉を変える。

「……とりあえず、話を聞かせてもらおうか。報酬から考えるとかなり危険な依頼っぽいし、まずは話を聞いてから。引き受けるかどうかはそれからだ。いったい、うらぶれちまった探たん偵ていに何をさせようってんだ？……ご心配なく。守しゆ秘ひ義務は守る。信じて話してくれるなら」

　……裏切り者のこのおれを。心の中で付け加える。

　わずかな躊ちゆう躇ちよの後。

　はい、とうなずき、カノンが手を伸ばした。

　どこまでも人間そっくりな白い手が光り、空中に、ホログラムが映し出される。

　現れたのは、初しよ老ろうの男性モデル。

　浅あさ黒ぐろい肌はだ、黒いあごひげを生はやした精せい悍かんな面めん、まとっているのは白はく衣い。

　人物モデルのよこに浮いているのは顕けん微び鏡きようの姿をした家か電でん。

「この人物を知っていますか？」

「──ああ。もちろん。アル。教えてやれ」

「……カラコーム・リンカーン博士、とその相あい方かた家電、ゴービー・リンカーン博士。珪素脳ミームコア理論の提てい唱しよう者しやにしてナノマシン＝ウィルスデザイナー。七年前までマビお抱えのデザイナーだったけど、積極的ハイブリッドに反対してマビから離り反はん、敵てき性せい組織『ジャングルー解放戦せん線せん』を立ち上げるも、五年前、おれたちのまえのヒーロー『ゼフンスランス』によって組織は壊かい滅めつ、その最後の作戦の際、博士の死亡を確認」

「なんだ。死んでるのかよ」

　ジュードの言葉に、カノンが首を振った。

「……それを、調べていただきたいのです。彼は果たして本当に、死んでいるのか。あるいは──生きているとしたら、その居い場所を」

　沈ちん黙もくが事務所を覆おおった。
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「カラコーム博士は世界有ゆう数すうのナノマシン＝ウィルスデザイナーでした。ところで、ナノマシン＝ウィルスについては知っていますか？」

「もちろんだとも。なぁ。アル？」

「……ネットにつながれないからっていい気になるなよ有ゆう機き脳のう。……ナノマシンとは、細さい胞ぼうよりもちっちゃいナノメートルサイズのマシン。かつての世界ではどうだったのか知らないが、いま現在は通つう俗ぞく的に、単一の機械的動どう作さしかしないものをナノマシンと呼こ称しようし、そのナノマシンが組み合わさって生物的に動作するようになったものをナノマシン＝ウィルスと呼んでいる──だれかの間違いからはじまった呼び方みたいだけど」

　カノン、うなずく。

　エリカとアイ・コンタクト、そのまま説明を続ける。

「では、そのナノマシンをどうやって創造するかは知っていますか？」

「当然。アル」

「……だから、もう、……あいにくと、まだロストテクノロジーで、つくることはできない。……はずだけど」

「ええ。かつて世界が滅ほろびた際、ナノマシンを製造する技術は失われました。三十年ほどまえにナノマシン培ばい養よう機きの家か電でんが生まれたことによって、残されていたナノマシンを利用することはできるようになりましたが、いまだナノマシン製造機の家電が生まれた、という報告はなく、一応各かく企業区で研究は行われていますが、ナノマシン自体の製造は現行では不可能、ナノマシンの仕組みもほとんど解かい明めいされていない状態です」

「家電文化の弊へい害がい、だな。別にナノマシンに限ったことじゃないが」

　テレビの仕組みを知らなくても、テレビは利用できる。リモコンというインターフェースさえあれば。

　かつて世界は滅ほろびに瀕ひんし、それまで蓄ちく積せきされてきた人類の科学技術はそのほとんどが失われた。

　一応、『マザーＢ』は人類を滅ぼすまえにその技術と文化をデータ化して保存したのだが、ノウハウというものは完全にデータ化できるものではなく、またすべてを完かん璧ぺきに保存できるはずもなく、いうなれば『死体』を残して人類の文化、技術はその生命を停めた。

　にもかかわらずあっさり再生できたのは、珪けい素そ脳のうにより家電という『結果』が生まれてくるようになったおかげである。

　たとえテレビをつくる技術が失われていても、珪素脳からテレビという家電が生まれてくればいい。テレビという家電さえ生まれれば、そこからテレビをつくる技術を採さい得とくできるのだから。たとえ『過程』が失われていても、『結果』さえ生まれてくれば問題ない──少なくとも表面上は。家電は当然ながら自分の仕組みは理解できているわけで──あくまで自分の仕組みだけだが──しかも最高のインターフェースでもある。珪素脳で家電を『生む』ことによって人類は科学技術を取り戻し、死に体たいだった『マザーＢ』のデータに息が吹き込まれ、世界は復ふつ興こうを遂とげた。しかし、それは基礎をすっ飛ばして結果を得、そこから逆ぎやく算さんを行って過程を学んでいるようなものであり、基礎がないためいまだ知識が届かず仕組みが理解されないままに使われている技術も少なくない。

　ナノマシン技術はその最たるものの一つだろう。

「私たちは、いまだナノマシンを製造することはできず、その仕組みもよくわかっていません。できるのは培養し、組み合わせてその働きを探ることだけ。そして、多種多様のナノマシンを様々に組み合わせて多た様ような働きを持つナノマシン＝ウィルスをつくりだす、それがナノマシン＝ウィルスデザイナーであり、カラコーム・ゴービー両博士は非常に優秀なデザイナーでした。たしか、ジュード先せん輩ぱい、あなたの身体からだに使われている高こう機動態たい適応用ようナノマシンも博士がデザインしたものです」

「へぇ。わかるんだ」

「はい。何しろナノマシンの仕組みは解明されていませんから、その組み合わせは勘かんと経験に頼るしかありません。唯ゆい一いつの答えというものは存在しない──ゴービー博士の著ちよ作さくによると、ナノ＝ウィルスの組み合わせは無限にあり、そのデザインは絵を描くことに似ているのだとか」

「なるほど。つまりナノマシンのデザインってのは、本当にデザインする感じで、勘と経験──センスが出るってことか」

「目覚ましのデザインみたいに」アル。「パッケージって大事だよね。このまえも」

「いやおまえの目覚ましが売れないのはパッケージのせいじゃない。そもそも根本に問題がある。いいか？　いまどき目覚ましなんてな時代遅れで」

「いいものは時代を超えるんだ。見てろよ？　いつか──」

「……とにかく、そうなんです。……ええと、個人のセンス。ナノ＝ウィルスのデザインは非常にデリケートで、だから同じ風景を描いても作者が違えば絵も変わるように、たとえ同じ働きをするナノ＝ウィルスでも、デザイナーが違えばデザインにも違いが生まれます。タッチというか、いわばくせ、ですね。逆にいえば、たとえ違う動作をするウィルスであっても、同じ作者であるならやはり共通したくせが見つかります、だからウィルスを見ればその製作者がわかります」

「そうだよね。おれのつくった目覚ましはおれがつくったってすぐにわかるし」

「そもそもそんなにいないしな？　いまどき目覚ましのハード売っているやつ。……とにかく、なるほど。ようするに、昨日きのうのアンドロイドが撒まいていたとかいうナノマシンに、その死んだはずの博士のくせが見出せたってわけだ」

「はい。断定できるほどのものではありませんが、確かに博士のデザインの特とく徴ちように似通ったタッチが現れていました。博士本ほん人にんのものか、それともあるいは彼に弟で子しがいたのかわかりませんが──」

「それで、おれにそれを調べてほしいと。……ちなみに、害はないってことだったが、そのナノマシンはどういう働きをするものだったんだ？」

　カノンは首を振った。

「……害はないようなのですが、人体内ないで活性化、寿じゆ命みようが短く、活性化してから五分ほどで自じ滅めつする──それ以上のことはわかっていません。はたしてただの実験用なのか、それとも未知の機能があるのか。入にゆう手しゆできたサンプルは非常に少なく──昨夜新あらたに手に入ったサンプルで何か発見があればいいのですけれど。現状は昨夜のサンプルの解かい析せき待ちです」

「……ちょっと待て。それって、つまり、そのナノ＝ウィルスを散さん布ぷしていたのは、昨日のアンドロイドだけじゃなかったってこと？」

　アルの問いにカノンは躊ちゆう躇ちよ。

　エリカ、うなずく。

「はい！　当たりです。他の区も合わせると、合計六体見つかってます。人間に対してとくに何かにするわけじゃなくて、すぐに自滅しちゃうウィルスなので発見が遅れて、だからなかなか見つけられなくて──きっと、まだ見つかっていないアンドロイドも多いんじゃないかと」

　続けるカノン、

「……昨夜の被ひ疑ぎ体たいから採集できたデータ送信のログによると、あの被疑体は二ヵ月まえからヤチホ企業区に潜せん伏ぷくし、ウィルス散さん布ぷの実じつ験けんを行っていたようです。十七回の記録がありました」

　──自分たちがいるこの街で？

「……二ヵ月で十七回、か。多いな。記録って、つまり実験結果をどこかに送っていたってことか？」

「はい、それも、──これまでに発見した被疑アンドロイドから復ふつ旧きゆうした送信ログは、経けい路ろは違っていても最終的にはすべてこの街──ヤチホを示していました。この街のどこかに、犯人──少なくとも犯人への手がかりがあることは間違いないと思われます」

「なるほどね」

　ジュードはふう、と息を吐いた。

　生まれた沈ちん黙もくを破るかのように、アルがぴんと尻尾しつぽを伸ばし、カノンをじろっとねめつけた。

「そこまでは理解した。でも、まだ足りないね」

「は？」

「いま、ネットで裏を取らせてもらった。確かに各区で不ふ審しんなアンドロイドが見つかっている。ウィルスを撒まいた痕こん跡せきもある。でも、……それだけの事件だ。どうしてマビが、わざわざ他の区まで出張ってきたわけ？」

「それは……」

「確かにリンカーン博士たちはマビの所属だったかもしれない。でも、博士らは敵てき性せい組織『ジャングルー解放戦せん線せん』を設立したとき区籍せきを抜いている。だからマビの時じ事じ所有権は認められない。そして、マビ管かん轄かつ区の敵性組織がウィルステロの声明を出しているわけでもない。いまの段階では勝手にウィルスを撒いていた、以上の罪はないのに──まぁ未み登録アンドロイドの所有は重じゆう罪ざいだけど、どうしてマビがわざわざ管轄外がいまでやってきて、しかもヤチホの所しよ有ゆう企業であるヤオヨロズがそれを許しているわけ？　隠かくしている裏は何？」

　なるほどね、とジュードは思わずうなずいた。

　確かに、一見ウィルステロの下準備をしているような感じだが、実際の危き害がいが出ていない以上現行法ではそれほど大きな罪とはならない。違い法ほうアンドロイドのほうはともかく、博士が生きていようが死んでいようが害のないウィルスの散布は罰ばつ金きんですむレベルの罪だ──少なくともここヤチホの条じよう例れいでは。にもかかわらずヒーロー、それも他た企業のチームが出張ってくる理由はなんだ？

「それは、Ｓクラスの機き密みつに属する部分で──」

　カノンの言葉を、アル、鼻で笑う。

「なるほどもちろんそうだろうね。この程度の事件でヒーローがやってくるんだから、それは大きな秘密がないと。……でも、あるいは、おれとジュードによからぬことを企くわだてているのかもしれないね。おれたちマビには嫌われているから」

　叫ぶ、エリカ。

「そ、そんなことありません！　──それは、評判が悪いのは知ってますけど、でもあたしたちは、誓ちかって、そんなことしません！」

「理由はいえないけれど、それでも信じてほしいと？　なるほど、ヒーローらしいやり方だ。でもおれたち、それは引退してるんで」

「──わかりました。話します。といいますか、ちゃんと話すつもりでしたし？　最初から」

　カノンがエリカ？　と呼びかけて、エリカがそれにうなずいてみせる。

　二人、見つめ合い、しばらくののち、ケイティ・エリカが話し出した。

「これは、まだ、公表はされていないんですけど、実は、……現在三つの企業区くをまたいで、『連続殺人』が行われているんです」

「……れ、……さ、殺人？」

　あまりに衝しよう撃げき的な言葉に、ジュード、アルはもちろんミカルまで目を見開く。

　しかし衝撃はそこで終わらなかった。

「はい。連続殺人。犠ぎ牲せい者は、すでに八人──いいえ、相あい方かたと死をともにした家か電でんも入れれば十六体。そして、犠牲者はみんな、『ヒーロー』。八つの企業区でヒーローが、殺されているんです。それも、自分の武装、自分が使っているのと同じ種類の凶きよう器きで」







　　　　◆







「は、八人？　十六体？」ヒーローが？

「これが、犠牲になったヒーローたちのリストと死亡時じの状況です」

　カノンからデータを受け取って、アルのハードボディに内ない蔵ぞうされたインターフェースがリストを宙に投とう影えいする。

「……驚いたな」

『殺人』という言葉、そしてリストに知った名前があることに、ジュードは動どう揺ようを隠かくせない。

　かつて、世界が滅ほろびるまえ、殺人は日常的なものであったというが──だからこそ人間社会を補ほ佐さするべく生み出された総合システム『マザーＢ』がこれではだめだと反乱を起こしたわけだが──現在、人が人に殺されるということは珍しいものになっている。少なくとも、衝しよう動どう的な殺人というものはめったに起こらない。何しろ理り知ちに頼れるコンピューター、家か電でんと共きよう生せいしているのだから。そして家電は基本的に、──たとえそうは見えなくとも──人間のことを第一に考える。人間の補ほ佐さ、それが家電の存在意い義ぎだから。相あい方かたであれ他人であれ、そして武装タイプであれそうでないものであれ。人間の生命を故こ意いに奪うなどもってのほか。もちろん企業区間かんの戦争や『ヒーローＶＳ敵てき性せい組織』の戦いにおいて犠ぎ牲せい者が出ることはあるが、それはお互い了りよう承しよう済みのことであり、ヒーローも警察も兵士も悪の怪かい人じんもそれは覚かく悟ごしているし、どちらの側もなるべく犠牲は出さないよう心がけている。だからそれは殺人ではなく事故としてとらえられている。

　もちろん、何事にも例外はある。

　怒りや憎しみ、不安といった負の感情が限界を超え、そういう行為に走らせる、といったことがないわけではない。

　また、いかに家電が理り知ち的であれ人間が感情の動物である以上、どうしても許せない、そのままにしておけないという事じ態たいも確かにある。しかし、そもそもそういう場合においては、最終的には『仇かたき討うち』といったような生死を懸かける決けつ闘とう──いうなれば合法の殺人──が認められている。それぞれ企業区によって条じよう例れいが異なり裁判所が認にん可かすることもめったにないが、それでも決闘の権利は認められており、わざわざ非ひ合法に事件を起こす必要はない。にもかかわらず非合法に殺人を行うというのは間違いなく健けん全ぜんでない行為であり、完全に知能の狂ったアンドロイドやロボットか、でなければ犯人は根底から精神の狂った異常の存在だといえる。

「殺人事件、か……」

　リストを見る限り、ほとんどの被害者が作さく戦せん参加中ではなく非ひ番ばん時じを狙われ殺されている。

　最初の事件と思われるものは半年前。マビの企業区カラド。殺されたのはＥニードルガンを相方としているヒーロー。至し近きん距離から抵抗の形けい跡せきもなく、同じＥニードルガンとおぼしきもので心しん臓ぞうを破壊されている。

　次の事件はその二月後。やはりマビの企業区ダエド。ウォーターカッターと共生しているヒーローが、やはりウォーターカッターらしきもので四し肢しを切断され死亡。その次は二週間後、火か炎えん放射器を使うヒーロー──その名はパイロ、ジュードも名前を知っていた──が焼しよう死し体たいで発見。次は三日後。そして一日後。区を移して次は三日後。六番目と七番目の犠牲者は恋人同どう士しで、二人でいるところを襲おそわれ一緒に殺されている。やはり、それぞれの武器を模もした凶きよう器きでそれぞれに。

「うわ、ヤマタ……」

　最後──八番目の犠牲者、ジュードの住むヤチホを管かん轄かつしている『ヤオヨロズ・ホールディングス』所しよ属ぞくのヒーロー、ヤマトブレード／本名ナホコ・ヤマタとは、かつてジュードがマビにいたころ企業間のヒーロー交流戦で顔を合わせたことがあった。

　殺されたのは、なんと一週間前まえ。

　ケンドーをしてあいつは強いといわしめたほどの剣けん技ぎを修おさめたヒーローが、やはり、額ひたいから腰まで正せい中ちゆう線せんに沿うようにきれいに真まっ二ぷたつにされている。あっさりと。

　切断面の状況から、凶器はヤマトブレードの相あい方かたと同じ超ちよう振動ブレードであると断だん定ていされている。

「……信じられねぇ。あのケンドーが苦く戦せんするほどの使い手を……」

　ぽつり、とジュードがもらした言葉にエリカの眉まゆがくもる。

　エリカが口を開くまえに、カノン、

「ほかのヒーローたちもヤマトブレードに負けないつわものたちでした。そして全員、戦闘用のボディでこそありませんでしたがガード用──人ひと型がたかそうでないかの違いこそあれ、いまの私と同じように己おのれの武装を内ない蔵ぞうしているハードボディをつれていました。それがなすすべなく殺されている──これは、ヒーローの存在意い義ぎにかかわる事件です。公表が控えられている、ことの重大さがわかっていただけるでしょうか」

「……確かに、これは、どこだって、解決するまえに公表しようとはしないだろうな」

『ヒーロー』──それは現在世界において、所しよ属ぞくする『企業』のイメージを担にない、『正義』と『平和』のために戦い『区民』を守る存在。

　滅ほろびを迎える以前、かつて世界は『国』という単位で構成されていたという。

　しかし、人間を補ほ佐さするためにつくられた量りよう子し学がく的てき人工知能システム、『マザーＢ』の反乱によって、『国』という概がい念ねんは世界とともに滅んだ。

　いま現在──新しん暦れき二一二六年現在のこの世界は、『国』ではなく『企業』が管理する『企業区く』によって構成されている。『マザーＢ』の擁ようする『ユグドラシオン・コーポレーション』を中心とする六つの大だい企業からなる『世界議会』が置かれてはいるが、それは主に地球規き模ぼの危機に対応するためのものであって政治のためのものではなく、要よう請せいを受け企業区く間かんの調整を行うこともときにはあるが、基本的に『企業区』は自由自じ治ちを認められ、その権利を守られている。

　他区の干かん渉しようは受けないし、干渉もしない。

　おのが企業区内であれば、どういう内ない政せいを行おうとも構わない。

　ただしひとつだけ、ルールがある。

　──企業は『人間あるいは家電ヒト』に対し、『区民』であることを強制してはならない。

『区民』は等しくすべての企業にとっての『お客さま』であり、『お客さまは神さまです』──企業は客に対して、何かを強制的に買わせたり、働かせたり、住まわせたりすることは許されない。入りたい、という者を拒否することは可能だが、出て行きたい、と思う者を無理やりとどめることは認められない。人間も家電もヒトとして自由の存在でなければならない、それこそ『マザーＢ』が反乱を起こすに到った理由であり、掲げた理想であり、この世界の根幹をなすテーマなのだから。

　滅ほろびた世界の再建は、総合家か電でん支援システムとしてつくられた人工知能『マザーＢ』の手により穏おだやかに、混乱もなく行われた。

　往おう時じの二割にまで激げき減げんしていた世界の人口だったが、生き残った人類、そして新たに生まれはじめた家電と共きよう生せいする新人類たちは、どこにでも自由に運び住まわせてもらえたし、『マザーＢ』のネットワークと家電たちに支えられどこでも生きていくことができた。だからこそ、単なる下した請うけではなく企業区を持ちたいと願う企業は、企業区民たる『お客さま』の獲かく得とくに必死になった。集しゆう客きやく量こそ企業の力。市場の開かい拓たくが企業の拡大。力を求める企業は、全力を尽くしお客を呼ぶためおのが企業区をアピールした。ここが他の区と違う部分、ここがうちの区の特とく徴ちよう。うちにはこんなものがあります──品しな揃ぞろえがよいこと。商品／サービスが豊富でしかも安価であること。居住税ぜいが安いこと。医療福ふく祉しがよいこと。環かん境きようが整備されていること。エンターティンメントがあること。伝統があること。平和であること。治ち安あんが維い持じされ、権利が守られていること。

　守られている、ということ。

　結局のところ、税金や福祉がどうのというのはぱっと見にはわかりにくい。伝わりにくい。一から十まで客の意に従うことはそもそも不可能であり、どこかでかならず不満は出る。なんにでもメリットとデメリットはあるものであり、それを一目でわからせ判断させるというのは難しい。とはいえ広告過か剰じようにいいところばかりアピールしていると、デメリットの発覚がより大きな嫌けん悪おの反応を呼んでお客離ばなれを引き起こす。

　必要なのは、他とのわかりやすい差さ別べつ化か。個性。それを好んでもらえること。

　大事なのは、安全性。平和と権利が守られ維持されていること。

　安全な暮らし、生活を行えることは基き幹かん、土台であり、ここがしっかりしていなければ話にならない。それぞれ、企業はおのが企業区の個性を模も索さくするとともに、治安を守る『警察』の育成に力を入れた。強いイメージ、やさしいイメージ、頼れるイメージ、親しみやすいイメージ。必要なのはわかりやすい存在。みなに好かれ慕したわれる存在。『平和』のために『悪』と戦う『正義』を体現した存在。企業を象しよう徴ちようするイメージとして、ちょっとぐらい欠点があっても笑って許してもらえるような、むしろ応援してもらえるようなもの──そうしたカリスマを、企業区は求めた。

　その具体化がヒーローと呼ばれるようになるまで、それほど時間はかからなかった。

　それこそ『ヒーロー』であり、ヒーローの存在意い義ぎ。

　なるほど、とジュードは思う。

　企業はヒーローを活躍させることで自分たちの企業区、市場を宣伝し、他の区と競争し、戦い、『お客』を集める。だからそれぞれの企業にとってヒーローはまさに要かなめであって、それがばたばた殺されていくような企業区はまさしく安全ではなく平和でもなく、魅み力りよく的に見えるはずもなく、だから少なくとも事件が完全に解決するまでは、ヒーロー連続殺さつ人じん事件なんてものを公表しようとはしないだろう。殺されているのはヒーローで一般市民に累るいが及んでいないなら、パニックを防ぐためにもそれが一番いいのかもしれないが。

　ちなみに一年前、ヒーローが自分の仲間を撃うち殺す、という恐ろしい裏切り事件があったときも──ぶっちゃけジュードの事件のことなのだが──そのヒーローが所しよ属ぞくしていたマビのイメージは崩ほう落らくし、マビが管理する十三の企業区で人口が二パーセント、市場力りよくは五パーセントも減少した。さらに、ヒーローチーム交代のどさくさにまぎれマビが独占していたハイブリッド技術がとある敵てき性せい組織に盗まれネットで全世界に公開されるという大事件が起こり、それが原因となって各かく企業区で敵性組織が爆発的に成長し、そのためマビは世界中からここぞとばかりに莫ばく大だいな罰ばつ金きん、慰い謝しや料りようそして奉ほう仕しの支払いを求められ、それでも終わらず事件は展開ついには世界議会にハイブリッド実験の一時禁止を決定されるまでに発展し、マビノギオン・コンツエルンの企業地ち位いはとうとう世界七位から十三位にまで落ちた。

　正直な話、ジュードは自分がよくマビ区追つい放ほうだけですんだなと思っている。

　まぁヤチホに住みはじめて最初のころは何度も刺し客かくまがいにいやがらせをされたりしたが──ちなみにこの世界では、そうした刺客を雇やとうことさえ合法である。しかるべき理由があれば。認にん可かされることなどめったにないが。

「……ヒーローを、そのヒーローが使う武器で殺害、か。どう考えても事前に準備が必要。計画的犯はん行こう、ってやつだな。恨うらみか、それとも競争心が激しいのか、妙みようにフェアなやつなのか」

「フェアってことはないだろ？　リストで見る限り、全員抵てい抗こうらしい抵抗をしないで殺されている。つまり、不ふ意い打うちかだまし討うち、ってことだろうから」アル。

「……それもありえないけどな」

「なんでさ」

「なんでもだ」

　しかしリストの状況はそれを示している。

　全員、ほとんど抵抗していない。

　最後の最後の瞬間まで、殺される、なんて思っていなかったみたいに。

　肩けん甲こう骨こつの上にきしみを覚え、ジュードは首を振り、存在しない痛みを散らす。手を伸ばしさすりたくなるのをこらえて、ぶっきらぼうにカノンにたずねる。

「……なるほど。確かに大変な事件が起きている、それは理解した。……つまり、この事件とアンドロイド事件には、つながりがあるんだな？　だからマビが出張ってきて」

「……正確には、それしか手がかりがないんです」エリカ。

　うなずくカノン、

「これまでに起きた八件、犯行の目もく撃げき者はいませんでした。が、いくつかのケースにおいて、野の良らカメラが犯行後ごと思われる時刻に不ふ審しんなアンドロイドを撮さつ影えいしていました。ただカメラに映っていたというだけで、現場にはナノマシン＝クリーナーを放った形けい跡せきがあり犯人や凶きよう器きを示すような遺い留りゆう物は何も残されていませんでしたので、関係があると断定はできませんが」

「ちょっと待て。凶器が残されてなかったって、じゃあ、なんでヒーローたちが自分の相あい方かたと同じ武器で殺されたってわかったんだ？」

「それは、──死体の状態で」

　カノンの言葉にああ、とうめき、ジュードは再びリストに戻る。

　しばらくして、カノンが口を開いた。

「……不ふ思し議ぎなのは、──襲おそわれたのが全員、武器系家か電でんが相方のヒーローだということです。決して、すべてのヒーローが武器持ちというわけではないのに」

「……ふむ」

「被害者は全員、武器系けいの相方を武装にしているヒーロー。さらにいえば、被害者八人の共通点も、武装家電が相方だというだけで、ほかに共通する点は、──今のところ、見つかっていません。所しよ属ぞく企業区もチームも、カラーもキャリアもばらばら、共通しているのは相方が武装系、兵装系だというだけ。さらにいえば、ヤマタさん以外は全員非ひ番ばんのときに殺されていて、つまり犯人は、狙ってそのヒーローを殺している。……もちろん私たちが気づいていないことがあるのかもしれませんが、いまの段階ではこの犯人は、わざと武装家電の相方を持つヒーローばかり選んで殺しているように見えるのです。ヒーローの中には相方が武器や兵器ではない者、サポートが任務で戦えない者もいて、そういう者たちも一人でいることは多々あるのに、殺されたヒーローは全員武ぶ装そう家電が相方です」

　わざと、兵器系のヒーローを選んで殺している？　なんのために？

「力を誇こ示じするため、とか？　おれはこんなに強いんだぞ、って」

「そういう動どう機きなら、自分自身の力を使わず相手の武器と同じものを用意して殺したりするでしょうか。だいたい、被害者は全員、不ふ意い打うちと思われる状態においてほぼ一いち撃げきで殺されています。力の誇示もへったくれもない。……そして、不意の状況であるなら凶器はどれでも大差ないと思うのですが、この犯人はわざわざ凶器を被害者の武装と同じものにしている」

　一撃で殺せる状態をつくりあげているにもかかわらず、必ず被害者と同じ武器を使っている。

「なるほど、ただ殺すだけなら武器を模もす必要もない。必要があったから、わざわざ武器を模している、と。……だがなぜそんなことを？」

「それが一番の問題なのです。ねじくれた動機があるのか、何かの儀ぎ式しきか、──ただ、マビのブレインは、現場の状況をシミュレートしてひとつの予測を導き出しました。この犯人は、七十三パーセントの確かく率りつで『そうせざるを得なかった』と」

「……どういう意味だ？」

「言葉とおりだと思います。つまり、犯人にはそれ以外の選択肢しがなかった、と。ブレインの予測は一種の未来予よ知ちみたいなものなので、どうしてそういう結論を出すに到ったのかはわからないのですが」

　武装家か電でん持ちのヒーローを狙い、相手と同じ武装で犯行に及ぶ──それしか選択肢しがなかった？

「……それってやっぱり、犯人は殺された八人に対して共通する恨うらみかなんか持っていたってことじゃないの？　同じ武装を使った犯行も、なんていうか、目には目をってか、『因いん果が応おう報ほう』のメッセージとか」

　アルの言葉に、エリカはうつむいて顔をしかめる。

「……ほかのみんなも、そういう風ふうに考えているみたいです。わざわざ非ひ効率な殺し方をするのは個人的な理由がある可能性が高いって。アンドロイドについて追及するよりも、気づいていない八人の共通点を見つけ出すべきだって。でも調べたかぎり、八人に共通の友人はいません。管かん轄かつ企業区も重なっていませんし、一人や二人ならともかく、全員に共通するような事件も過去もないんです。──見み逃のがしている事実がある、といわれたらそれまでですけど、でもこのネット社会で、ヒーローが企業ブレインにも知られないような関係を築くことができるでしょうか？」

「……まぁ、確かに、……家電だけならともかく、不ふ便べん極まりない人間体たいはね」

「それに、たとえ知らない事実があったとしてもそれはあたしたちでは調べられないからわからないのであって、結局のところ、頼れる手がかりはカメラに映っていたアンドロイドしかないんです。……それで、ですね」

　エリカは顔を上げ、ほとんどにらむようにジュードを見た。

「あ、あたし、逆に考えてみたんです。それというのも昔、ある人に、行き詰ったときは逆に考えてみろといわれたからなんですけど、──もしかして犯人は、恨みとか理由があるからこういう殺し方をしたんじゃなくって、こういう殺害方法しか選べないからそれにあった犠ぎ牲せい者を探したんじゃないかって。これなら、マビのブレインの『そうせざるを得なかった』という結論にも合いますし」

「ほほう？　つまり？」

「つまりですね、この犯人は相手と同じ武器しか使えなくて、だから武器を持っている相手しか狙えないんですよ！　武器を持っていないヒーローはそもそも殺せなくて、だから狙えなかったんです！」

「……な、なるほど？」

「そう考えたら、不ふ意い打うちするのも当然でしょう？　同じ武器を使ったら、当とう然ぜん使い慣れているほうが勝ちますもの。しかも相手はヒーローですし、だったら勝つためには不意打ちや騙だまし討うちのほうが確実ですから！　どうです？　理り屈くつが通っていると思いませんか？」

「……ま、まぁ……」

　えっへん、と胸を張っている少女の背後でバズーカ・ランチャーの家電が音もなくため息をついているのがなんとも微笑ほほえましくて、思わずジュードは笑みを浮かべる。ついでシリアスな顔をつくり、問う。

「で、なんで犯人はそんなルールを持っているんだ？」

「そこまではわかりませんよう。あたしは犯人じゃありませんし」

「……にゃあ」

「にゃ、──そ、それに、マビのブレインだってそこまではわからない、データ不足だっていってました。ただ、マビのプロファイリングによれば、現場の状況から考えるに、それが心理的なものであれ現実的な事情であれ、この犯人にとってそのルール──つまり相手と同じ武器で犯行に及ぶ──は絶対的なものであると推すい測そくできる、と。確かに、六件目と七件目のヒーローは、二人でいたところを襲おそわれているんですけど、犯人は二人をわざわざそれぞれ二人が使っている別々の武器で殺害している、という徹てつ底てい振ぶりですし」

「……確かに、武ぶ装そう家電が相あい方かたのヒーローだけが狙われているのが現実だしな」

「……正直、この犯人は得え体たいが知れない以上に危険です。不ふ意い打うちとはいえ、六件目と七件目ではヒーロー二人が同時に殺されています。そして八件目の、ヤマトさんは──」

「……ヤマトブレードは、自らおとりを志願し敵を警けい戒かいしていたにもかかわらず、殺されました」

　あとを継いだカノンの言葉に、部屋の中が静まりかえる。

　アルが笑った。

「なるほど、危険な相手だね。報ほう酬しゆう三百万経けい費ひ込こみ、じゃ、割に合わないかな……」

「別に、お二人にこの犯人と対決してほしいわけではありません。この犯人につながるかもしれないと思われる、博士二人について調べていただきたいのです」

「そ、そうです！　対決するのはあたしたちがやります！　それにいまのところ、犠ぎ牲せい者はヒーローだけ、一応この犯人も最低限のルールは守っていますし。それにですね、あたし、考えたんですよ！」

　少女の目がきらきら輝き、飛びつかんばかりの勢いでアルとジュードを交互する。

「お二人は、相方同士なんですよね？」

「なるべく考えないようにしているけど、まぁね」

「それはこっちのセリフだ駄だネコ」

「あたしはずっと、お二人の……つまり、『ソードフォース』の活躍を見てました。思い出してみれば、確かに目立っていたのはカリバーンさんでしたけど、それだけじゃなくって、カリバーンさんで飛び回り、敵の基地へ乗り込んで、そしてジュード先せん輩ぱいとケンドー……レッドウィングとシャドウブレードの大立ち回り。あたし思い出したんです。──ジュード先輩は、あの、武術の達たつ人じんでもあるんですよね？　『柔じゆう道どう』とかいう、滅ほろびるまえの世界で、最強の名を欲しいままにした武ぶ術じゆつを極めていらっしゃるとか」

　いきなりの話題転てん換かんに戸と惑まどいつつも、いやぁ、とジュード、頭を搔かく。

「別に、極めたってほどじゃないけど、……まぁ、な？　カリバーンは対たい人じん戦闘に向いてないから、おれもケンドーもお師し匠しようさまにびっちり仕込まれて」

「昨夜だって、さすがというか、すごかったです。武器もないのにスーツだけで、単たん身しん違法改かい造ぞうアンドロイドに立ち向かっていくなんて。表おもてには出ていなかったけどアル先せん輩ぱいとの連れん携けいとか。さすが、と思いました。──あのころもきっと、そうやっていたんだなって思って──」

　アル、ため息、ついでパス。

〈──あー。なんかおれ、わかってきた〉

「……つまり？」

「……もしも犯人が、相手と同じ兵装しか使わない、というルールを定めているのなら、武装を持つヒーローはみんな危険、強力な武装を持つヒーローほど危険、ということになります。──たとえばあたしたち、みたいな、……カノほどの武装兵器を簡単に手に入れられるとは思いませんが」

　こくん、とうなずく、メガネをかけたバズーカ・ランチャー。

　話がどう進むかにようやく気づいて、ジュードは天てん井じようを見上げる。それに気づいたか気がつかなかったか、エリカ、続ける。

「まず武装を持たないヒーローに犯人の正体を特定してもらい、そのあと戦えるヒーローと交代する、これが一番望ましい形だと思うんです。正体さえわかって不ふ意い打うちの心配がなくなれば、同じ武装を使われたところでヒーローは負けません。向こうにとってはただの武器でもこちらにとっては相あい方かた、何しろ年ねん季きが違いますから」

「だ、だろうね」

「……だけど武装を持たないヒーローでは、いざというとき戦うことができません。犯人が必ずルールを守る、という保証はありませんし、切せつ羽ぱ詰つまったらルールなんて捨ててしまうかもわかりませんし。かといって戦えるヒーローはたいてい相方が兵へい装そう系けいで、その相方がいない戦い方には慣れていませんし、……だから、あたしたちが求めているのは、いざというときのために、相方が兵器ではなく、そして兵器に頼らず戦うことができるヒーローなんです！　たとえば先輩とアルさんみたいな！」

「……あいにく、ヒーローはやめたんだけどな」

「それはわかっています。だから探たん偵ていさんに、お客として依頼しているんです。依頼はあくまで、カラコーム、ゴービー両博士の生死あるいは所在の確認、それだけで、もちろん、調査の途中で生命の危険を感じたら身を引いてくださってかまいません。どうでしょう、引き受けていただけないでしょうか」

「……仕事の内容は、カラコーム、ゴービー両博士の生死あるいは所在の確認、で間違いないな？」

「はい！」

　ジュードは腕を組み、考えるジェスチュア、アルとパスをつなげる。

〈……どう思う？〉

〈ミカルは反対している。おれも正直、気が進まないね。報ほう酬しゆうは魅み力りよく的だけど、一いつ介かいの探たん偵ていに依頼するには大だい事件すぎるし、頼んできたのがマビのヒーローだっていうのもかなり微び妙みようだし、話の内容もどこか腑ふに落ちない。なんか落とし穴があるような──〉

〈マビの罠わなだと思うか？〉

〈ヒーロー規約にＳレベル機き密みつへの抵てい触しよく。確かに、下へ手たを打てばおれたち社会生命絶たたれるね。でもその場合はむしろこの子のほうが重じゆう罪ざいだし、マビもそれは望まないだろう。むしろこの子の暴走っぽい？　相当に切せつ羽ぱ詰つまっているのか、ヒーローとして事件を早そう期き解決したいのか、自分のアイディアに夢む中ちゆうになって周りが見えていないだけか、それとも単におまえのファンで、おまえと関わりたくって無理やり理り屈くつをこねているのか〉

〈……ちょっと待て。おれのファンだと？　マジで？〉

〈──仮かり免めん成人だぞ？　へんなこと考えるなよ？　とにかく。どうする？　決めろよ、所長〉

「……とりあえず、条件がある」

　ジュードはエリカに向き直り、いった。

「条件？」

「ああ。……マビのヒーローだったら、おれとマビの関係があまりよくないことは知っているよな？　まぁ、全面的にこっちが悪いわけだから、おれたちのほうは別になんとも思ってないけど」

「……は、はい」

「そこでだ。一応、前金は受け取ろう。ただし前金じゃなくって、借金、って形で。それでまぁ、こっちで勝手に捜そう査さはしてみる。その間に、あんたらでマビにかけあってほしい。正式に、おれに依頼することを」

「……えと、それは……」

「ああ。簡単にはいかないだろうな。おれたちはマビに嫌われている。だからこそだ。あんた、少しは考えろ。あんたらが勝手におれに頼んだりして、それがマスコミに知られたらマビの面めん目ぼく丸まるつぶれだぞ？。おれはますますマビに嫌われることになるし、しかもあんたら、マビのチームリーダーだろ？　そのリーダーが勝手に裏切り者を頼ったら、チームワークが崩ほう壊かいするぞ？　だからまず、仲間とスポンサーを納なつ得とくさせろ。そしてマビ公こう認にんで雇やとってくれ。そのときは依頼を受ける。ていうか、合法的な依頼じゃないとこっちがやばいしな。下手すりゃ社会的に抹まつ殺さつされる」

「そ、そんなことは」

「しない、とはいいきれない。たとえヒーローのスポンサーでも。チームリーダーはっているならそれぐらい理解しているだろ？　とにかく、いまの話は聞かなかったことにする。おれはたまたまあんたたちから借金して、勝手に捜そう査さを開始する。そっちが仲間を説得してマビから許可が取れたら、そのときは、正式に引き受けよう。もしもダメだった場合は、金を返して話はおしまい。どうだ？」

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

「……はい。わかり」「……捜査は、開始していただけるんですね？」

　エリカの言葉をさえぎって、カノンが念を押す。

　ジュードは笑った。

「……おれの誇りに誓ちかって」

　裏切り者とかいわれているけど、と心に付け足す。

　カノンはしばらくジュードを見つめていたが、やがてうなずいた。

「いいでしょう。信用します。契約書もつくりません。本当に捜査していただけるものと、そしてもしもの場合、借金を踏み倒したりはしないと信じます。エリカ？　それでかまいませんね？」

「うん！」

　エリカがジュードに手を伸ばす。

　一瞬首くびをかしげて、ジュード、エリカと握手する。

　エリカはアルの前足もとる。

　その間カノンは我われ関かんせず焉えん、その様よう子すを見つめていた。

[image: ]

　握手が終わって、何事もなかったかのようにカノンが口を開く。

「……それでは、『ここでは行われなかった話』についてですが、……何か質問はありますか？」

「あ、じゃあ、聞いていい？　このリストからじゃちょっとわかりにくいんだけど」アル。

「なんでしょう？」

「これを見ると、相あい方かたの家か電でんたちもみんな現場で死んでいるみたいだけど、人間体たいが殺されたとき、全員相方をつれていたんだよね？　それも全員、武装を内ない蔵ぞうしたボディで」

「はい。ヒーローは、平時も危険が付きまといますから。私のこのボディも、バズーカを内蔵してあります。威い力りよくは限定されますが」

「それなのに、家電体たいのハードボディには敵の情報とか残っていなかった？」

「……個人保護条じよう例れいにもとづいて、ヒトには自分のデータを消去し死亡を選択する権利があります。私だって、リンク切れによって単なる電でん機き機器になるぐらいなら消去による死を選びます。最近の機き構こうは自動式ですから、死の選択に及んだ際さい自動的にデータ消去が働き、そのためデータを残せなかったのかと。……何件かについては、遺ゆい言ごんを残してハードボディごと消しよう滅めつしていましたし」

　アルはうなずいた。

「そこなんだけど、……じゃあ、人間体の死因はともかく、家電体の死因がすべて『人間体の死亡による珪けい素そ脳のう停止』になっているんだけど、これは間違いない？」

「……当然あなたも知っているとは思いますが、わたしたち家電は『人間体の死亡による珪素脳停止』でしか死亡はありえません。──正しくは、リンク消滅による自じ我がの停止ですが」

「いや、そうじゃなくてさ、犯人と戦ったあとはなかったわけ？　停止じゃなくって壊された家電はいなかったの？　愚ぐ鈍どんな有ゆう機き脳のうならともかく、家電の電機頭ず脳のうの不意をつくのは無理だ。しかも、敵が不ふ意い打うちで人間体を襲おそっているなら家電は確実に反はん撃げきできるはずだし、家電が本気で戦えば、痕こん跡せきも残さずあっさり逃げる、なんてことができるはずがない。なのに──犯人と戦った家電はいなかったわけ？」

「……交戦したのであろう痕跡は、いくつか見られましたが、……壊された家電はありません。全体、停止によって『死亡』しています」

「じゃあ、ろくに戦いもせず全員停止を選んだの？　それって変じゃない？」

「それは──人間体の即そく死しによりリンクが一瞬で切断され、戦えなくなったのでは？」

　アルは首を振った。

「勉強不ぶ足そくだよ、バズーカ・ランチャー。おれたち家電は、珪素脳が破壊されたからっていきなり自我がなくなるわけじゃない。余よ韻いんのような感じだけれど自我も感情もしばらく残るし、その間に戦うことだってできる。自じ我がが消え去るまえに自己保ほ存ぞんモードに移れば、死ぬことだって回避できるんだ。だいたい、珪けい素そ脳のうが壊れてリンクが切れる、という事故は、普通に生活していたって決してないわけじゃない。そういうときは自己保存モードに入り、珪素脳が回復するのを待つ。そうした緊急避ひ難なんの手て順じゆんは家か電でんだったら知っているはず」

「しかしこの場合、人間体たいそのものが即そく死ししています。その場合、珪素脳は回復しない」

　アル、迷い、ためらい、それでも顔を上げ、告げる。

「……最悪、共きよう生せい相手は替えることもできる。人間も、そして家電も」

　エリカとカノンが目を見開く。

　ぎょっとして、アルを見て──

「……それはきっと、あなたが『エンパシス』だからこその意見なのでしょうね」

　カノンの表情が笑みにゆがんだ。あまり気持ちのよくない笑い。本物の人間そっくりに。

「……まぁ、自前の感情を持っている、といわれる『エンパシス』にはわからないかもしれません。自分の感情を持っている家電にとっては、珪素脳など波動と刺し激げき供給以上の役割はないでしょうから」

　カノン、そっと、ソファに座るエリカの肩に手を伸ばす。

「……ですが、──少なくとも私にとっては、エリカとのリンクは唯ゆい一いつのものです。この感情も、自我も、すべてはエリカとともに育はぐくんできたこの世界に唯一のもの──」

　エリカもそっと、カノンの手をとる。

　自分の半身と手を合わせ、メガネをかけたバズーカ・ランチャーの少女はいった。

「少なくともわたしは、もしもエリカを失ってしまったら、それ以上存在を続けていたいとは思いません」

「……」

「……ですから、ほかの家電が、──人間が死ねば、存在を続ける理由はない──そう考えたとしてもとくに不ふ思し議ぎとは思いませんが？」

「……でも、だったらきみは、この場合でも、一緒に死んでいこうと思うわけ？　……自分の大事な人が──相あい方かたが、目の前で、それも自分の武装で殺されて──」

　アルの言葉に。

　カノンの顔から表情が消える。

　無表情、しかし無む機き的てきではない、生きた仮か面めん。

　何も感じさせない白い肌はだの奥で、しかし確かに何かが動いている。暴れている。冬の海の荒波のように。

　カノンの視線が、アルからジュードへと移る。

　しばらくジュードを見つめたのち、唐とう突とつに笑顔を浮かべ、カノンは視線をそのまま、いった。

「そうですね。もしも私の大事な人が、──エリカが目の前で殺されたなら、私はきっと、復ふく讐しゆうを考えるでしょう。たとえ相手が人間だろうと」

　アルに向けて目を戻し、笑う。

「……とはいえ、それも感情があるからいえることです。エリカが死ねばこの感情も失われるでしょうから、そのときどう行動するかについてはなんともいえません」

「……」

「とはいえやはり、あなたのいうとおり、しばらく感情が残るなら、確かに、家か電でん体たいたちが復讐を行わなかったことは不ふ思し議ぎですね。……犯人がそれをさせなかったか、すぐに逃げたか、それとも人間を攻撃できるほどの感情が残らなかったか──あらためてシミュレートしてみる価か値ちはあるかもしれません」

「……あ、ああ、うん。結果が出たら教えて」

「実際、事件の何件かについては家電がチームに通つう報ほうしていますし、いきなり自じ我がが消えることはなかったのでしょう。ならばなぜ反はん撃げきをしなかったか、戦わなかったか、抵抗なく自己の消去に走ったのか、──そこに事件解決の鍵かぎがあることを、期待します」

　いつの間にか前に出ていたカノンが、す、と後ろに下がる。

　合わせた手をそのままに、エリカがカノンの顔をのぞき込む。きっと、カノンの様よう子すを心配しパスを使って話をしているのだろう。ジュードは自分もアルの様子をうかがう。

〈おお、動どう揺ようしているな。アル。三味しやみ線せんみたいだ。おもしれぇ〉

〈こ、怖かったよ、いまのカノン。……なんか、なんなんだ？　……あと三味線って何？〉

〈ぶるぶる震えて音を出すネコだ。ま、気にすんな。みんながみんな、おまえみたいに相あい方かたを粗そ末まつにしてないってこと。ていうかおまえももっとおれを気にしろ。大切にしろ〉

〈おまえが死んだらもっと大人おとなの相方を探そう。変なことに首くび突っ込まず、スケベじゃなく、殺人事件にかかわらなくって寝起きがよくてもっと目覚ましがいのある──〉

「……ええと、それでは、そろそろあたしたち、失礼します。その、このあと、ダンデライオンのリーダーとして昨日きのうの事件の記者会見をしないといけないので。連絡は、──カノン？」

　はい、とうなずき、カノンとアルが個人アドレスを交換。

「前金は銀行が開き次し第だい振り込みます」カノン。

「ああ。確認次第、おれたちも調査をはじめる」ジュード。

　二人を送って、玄げん関かんまで移動する。

　ひょこひょこ揺れるポニーテールが子供っぽい、とても小さな背中とそれを包んだ久しぶりの制服に、ジュードは突然、肺の辺りが苦しくなるのを覚える。背中のうえで痛みが脈みやく動どう、何かが息を圧あつ迫ぱくする。何かがのどからせり上がる。口から言葉が飛び出しかけて、ジュードは大きく深しん呼吸する。ああ、それにしても背中が痛い──

　本当に、依頼のためだけにきたのだろうか、きらきらしている、この少女は。

　このおれに、聞きたいことはないのだろうか。

　ジュードは心に問いかける。

　あんた、このまま帰っていいのか？

　おれに、何か、聞きたいことがあるんじゃないか？

　裏切り者ベトライアーの、このおれに──

　エリカが何か、いっている。

「え？　ごめん。なんて？」

「ですから、記者会見では、昨日きのうのことで先せん輩ぱいのことについても話すことになると思うんですけど、かまわないでしょうか。もしも何か」

「……あ、ああ。そんなこと。好きにいってくれ。どうせいまさらだ。それより──」

「それより？」

　少女の瞳ひとみがジュードをとらえる。

「い、いや、なんでもない」

　──知らず口にしかけた言葉を、ジュードはかみ殺す。

　聞きたい。けど聞きたくない。

　答えたい。けど答えたくない。

　エリカはしばらくジュードを見つめ、やがて、意を決したかのように息を吐く。──それでジュードは、この少女も自分と同じ葛かつ藤とうを抱えていたことに気づく。相手に対し、聞きたくて、聞けなくて──それがなぜか、考えたくなく、認めたくなく。

　エリカはゆっくり、嚙かんで含めるような感じで、話しはじめた。

「……ヒーローなんて、存在しない」

「え？」

「そう、ヒーローなんて、存在しない。あたしたちは、結局企業の広告塔とう。垂れ幕のついたアドバルーンに過ぎなくて、そこに正義なんて、本当のヒーローなんて存在しない──あたしはずっと、そう思っていました」

「……」

「でも、ある先輩がいってくれたんです。別にそれでいいじゃないかって。思し考こうが暗くなっちゃうのなら、逆に考えてみればいい。ヒーローが客寄せパンダなんじゃなく、客寄せパンダでもヒーローになれるんだって。それがいいものであるのなら、それで喜んでくれるなら、建前とか本当とかじゃなく、それでだれかが笑ってくれるなら、それはきっとすてきなことだって──あたしにそれを教えてくれた、その人こそ、あたしにとって本物のヒーロー、正義の味方、なんです」

「そ、そう」

「……過去に何があったか、残っているのは映像だけ、当事者たちは黙もく秘ひして、マビも秘密にしていて、だからあたしは知りません。そのとき何があったのか。──でもあたしは知っています。その人は、本当にヒーローだったって。だから過去に何があったとしても、あたしはその人を信じています。──たとえ、あの映像が本当に起きたことだとしても、きっと何か事情があって、だからあたしは、あたしにとってヒーローであるその人のことを信じます」

「……」

「……みたいなことを、記者会見ではいおうと思っているんですけど」

「──ちょちょちょっと待て。それはやめよう。いや、おれは別にどうでもいいけど、関係ないし、でもやめよう？　それはアレだし、なんかアレだし、とにかくアレだし？　なんかやめといてほしいなぁ？」

「でも、正直な気持ちですから。この気持ちがあるから、あたしは客寄せパンダだとしても、ヒーローをやっていけるんですから」

　えへん、と腰に手を当て胸を張った少女に、ははは、とジュードは力なく笑う。

　ふと思う。

　──でもそれは、質問じゃない。断言であって、質問じゃない──

「……だから、か？」

「え？」

「だから自じ腹ばらを切って、ヒーロー規約を破ろうとしてまで、おれに仕事を持ってきたのか？」

　エリカはちょっと考えて、首を振り、笑う。

「ヒーローとして、チームリーダーとして、こんなことを一般区民に頼んだりするのは間違っていると思います。けれど──」

　エリカ、カノンを見上げ、カノンが話を継ぐ。

「──マビのプロファイリングによれば、ナノマシン＝ウィルス散さん布ぷの犯人はとくに犯行を隠かくそうとはしていなかった、ということです。確かにそう思います、実験のログの取り扱いやその送信の杜ず撰さんさは、見つかることを全ぜん然ぜん気にしていないようでした。それが『悪いことはしていない』と思っていたからか、それとも『たとえ見つかってもかまわない』と思っていたからか、まではわかりませんが──」

「とにかく、あたしたちはそれを見つけてしまいました。もしも見つかってもかまわない、と犯人が思っているのなら、そして、もしも犯人が何かを企くわだてているのなら──あたしたちが見つけたことで、カウントダウンのスイッチを入れてしまったかもしれません。ウィルス散布の犯人とヒーロー殺しの犯人が同一存在かはわかりませんが、何かの計画の実行を、早めてしまったかもしれません」

「すべては推測に過ぎません。しかし、もしも何か凶きよう悪あくなことが企てられていて、もうあまり時間がないかもしれなくて、でも、もしもそれを止めることができるなら、自腹を切ってヒーロー規約を破ることになろうと、あなたのような部外者の一般区民──さらにいうなら裏切り者──に頼る、という恥はじをさらすことになろうとも、かまわない──私とエリカはそう判断しました」

「だって、あたしたちは、たとえ客寄せパンダでも、正義の味方──『ヒーロー』ですから。……それが先せん輩ぱいに仕事を頼む、一番の、理由です」

　えへん、と胸を張り、少女が笑う──

　ジュードはつい、目をそらした。

　開いた戸口から差し込んでくる朝の光に照らされた、──金色に輝く髪が、まぶしくて。







　　　　◆







　それではよろしくお願いします、と礼をして、エリカとカノンは去った。

　外にはカメラロボの姿はなかったが、どうせ隠かくれているだけだろう、ジュードはため息、壁を見て、そこに写った自分の姿にまだインナー姿だったことに気づいてさらに大きく息を吐く。いきなり壁を殴なぐりつけたくなったのをこらえ──何しろ壁の下には高価なインターフェースが走っている──リビングに戻る。

　ミカルは登校準備を整え、ジュードを待っていた。

　パス通信でアルにパワースーツの準備調整を頼みつつ、ジュード、ミカルに謝る。

「ごめんね。ミカル。付き合わせて。学校にいくんだったら、たぶんまだカメラいるから、おれたちが出たあとのほうがいいかも」

　たずね返す、ミカル。

「ジュードたちは、どうするのですか」

「おれたち？　そうだな、とりあえず、情報収しゆう集しゆうをかねてカジノにでもいくか」

「……やはり、事件に関わるのですね」

「いや、……まぁてきとーに調査はするけど、どうせマビが許可するわけないし。前金は返すことになるだろうから、その前に少しでも増やしてみようかと。二倍にできれば前金返してついでにミカルへの借金も返せるし、万ばん歳ざい」

「やめておいたほうが無ぶ難なんです。どうせ使い込んで、マビの許可がなくても仕事を請うけざるを得なくなるだけでしょうから。とにかく、外に出るなら、気をつけてください」

「おう。まかせて。てきとーにやる。てきとー得意。──にゃ？」

　突とつ然ぜん、タコが天てん井じようからジュードの背中に落ちてきた。

　インスマウに乗っかられ、首、胸、腰に絡みつかれて締め付けられて、ジュード、思わず中腰になる。その正面に立ち、同じ目め線せんとなったジュードの顔をのぞき込んで、ミカル、そういえば、と持っていたカバンの中から何か取り出す。

　小さな色紙が、数枚。

「み、ミカルさん？　あの？」

「実はですね、今け朝さ、友だちから連絡がありました。ニュースで知ったのでしょう、あなたがかつて有名なヒーローだったということを知って、サインを頼んでほしい、と」

「そ、そう？　おれでよければ、喜んで──」

　びりびりびりと音がして、目の前で破られた色しき紙しが宙に散る。

「ですが、わたしは頼むつもりはありません。なぜならあなたはもう、ヒーローではないのですから。ここにいるのはヒーローではなく、ただの一いつ介かいの探たん偵ていです」

「……」

「……あの人が何を信じていようと、それは偶ぐう像ぞう、関係ない。……あなたは、ただの、探偵──そのことを、忘れないでください」

　インスマウがジュードの背中から降り、そのままミカルの頭に登る。

　ミカルは軽く一礼し、そのままリビングを出て行く。

「では。いってきます」

「……いってらっしゃい」

　いつの間にか隣となりにきていた、アルが笑った。

〈やぁい。ざま見ろ。怒られた〉

〈い、いまの怒られていたのか？　おれ？〉

〈……そういわれると自信ないけど。ミカル、表情変わんないから。……ま、ようするに、後こう輩はいに褒ほめられたからっていい気になるな、ってぐらいのとこじゃない？　あとはまぁ、気をつけろ、と。スーツの調整、すんだよ。Ｃタイプ〉

　ばたん、と玄げん関かんの戸がしまる音。

「……ああ、サンキュ」

　別に褒められたとは思っていないし、いい気にだって全然なっていないのに。ジュード、はぁ、と息を吐く。朝からため息ばっかり。気をつけろって？　そりゃあ当とう然ぜん気をつけるって。無理するつもりは毛もう頭とうないし。確かにもうヒーローじゃないし。──とはいえ探偵なのだから、探偵として、やるべきことはやらないと。無理しないってのはそういうこと。

　スーツを装着しつつ、アルと会話。

「それで？　やっぱりまずは、レイディのところ？」

「ああ。それが一番の近道だろうな。この狭い街に限れば、あいつの耳に入らないことなんてない。──たぶん、ケイティ・エリカの狙いもそこにあるんだろ。警察や清く正しいヒーローなんかにゃたどれない、社会の裏ルートからの情報。無む邪じや気きそうなやつだが、押さえるところは押さえている。リーダーをやっているだけのことはある。ただ、気になるのは」

「隠かくしてない、とプロファイリングされているわりに、捜そう査さが進んでいない、か」

「ウィルス散さん布ぷとヒーロー殺しが同一犯人かはわからないが、協力者はいるかもしれないな。とにかく、まずはレイディに話を聞こう。それと、やっぱり、リンカーン博士とそのウィルスについて知りたいな。いったい、ナノマシン＝ウィルスでどんなことができるのか」

「そっちは下へ手たすれば機き密みつ情報かもしれない。まぁ、がんばってみる。だめなら依頼人に泣きつくか──正直、おれ、あいつら信用しているわけじゃないけど」

「あーやだやだ。人を信じられないなんて不ふ吉きつなクロネコはこれだから」

「兄弟同どう士しで殺し合うようなこともあるんだ。あの子らが異常な殺人鬼きでも別に何も不ふ思し議ぎはないね」

「……にゃあ」

　ジュード、黒のワイシャツに袖そでを通す。ボタンをかける。

　特とく殊しゆワイヤーの仕込まれたカフスボタンをきちりと留めて、ふと襟えりを触る。

　──師し匠しようの言葉を思い出す。

　かつて、世界が崩ほう壊かいする前の時代、タフな男たちはシャツの襟を糊のりでがちがちに固めて立てていたという。糊で固めて正された襟の男たち。タフに戦う男の襟は固ゆで卵のようにかちかちで、実際その糊は熱湯でしか落とせずに、ゆえに白くて固いその襟を固ゆで卵に見立てて形容し、信念のためなら非ひ情じようにもなれるタフな男をハードボイルドと呼んでいたとか。

　黒い襟はよれよれだ。

　腕時計のインターフェースを通じて、アル。

《インターフェース、ＯＫ。各部異い常じようなし》

「ＯＫ。こちらも異常は感じない」

　インターフェースを兼ねる赤いネクタイをゆるめに締めて、各種デバイスの搭とう載さいされた白のジャケットを手に取る。愛用している中なか折おれ帽ぼうを探して、ふと、壁にかけてあるトレンチコートに目が留まる。

　トレンチコート。

　かつて身に着けていたもの。

　きっとエリカとカノンも目にしただろう、していただろう、あのころの──

　背中の上の空間が、存在しない部分が痛む──

「……ジュード？」

「よし、いくか。久しぶりにでかい事件だ」

　視線を断ち切り。

　上着を身につけ、帽ぼう子しをかぶると、トレンチコートを残してジュードは部屋を出た。













　　　　２．







　腕時計内ない蔵ぞうインターフェースから投とう影えいされたホロ＝ディスプレイに昨夜の事件の映像、ヤチホの人気ニュースキャスターの実況とともに金きん髪ぱつをポニーテールにしたヒーロー、キャノンボールが戦う姿が映し出される。赤いスーツに黄金の髪は確かに派は手でで画面が映える。少女ヒーローがりりしくバズーカを構えるよこでは小さなウィンドウが開き、「え？　バズーカの発射ガスで髪が痛むのが心配？　だいじょうぶ！　あたしはこれを使っています！」なんてマビの商品、ヘアーコートやらトリートメントやらのＣＭが流れている。

　そして、ニュースのメインはアンドロイドの事件ではなく──

《……この、いきなり飛び出してきてアンドロイドを倒した少年は、かつてのマビのヒーロー、ダンデライオン以前のヒーローチーム、ソードフォースのリーダーだったのです》

「少年だって」

「やかましい」

　──遠いカメラから映し出される、キャノンボールがジュードにお辞じ儀ぎをしている姿。

　ジュード、頭をエアタクシーの窓にぶつける。ごつんごつん。

「なんてこったい」

「まぁ、確かにおもしろいトピックだとは思うけどね。先せん輩ぱいと後こう輩はい、現役の人気ヒーローと裏切り者の元ヒーローとの邂かい逅こう」

　タクシーから操そう縦じゆう権けんを奪えないかとあれこれしながら、他ひ人と事ごとのように、アル。

「こっちが盛り上げなければ、すぐに忘れられるって」

《いまから約一年ほど前、マビノギオンの企業区く上空で、宇宙ステーションがジャックされるという凶きよう悪あく事件がありました。犯人は不明、要求もなく、ステーションはいきなり地上に向けて落下を開始したのです。全長二キロの巨大ステーションの大気圏けん外がいからの落下、予想される大惨さん事じを阻そ止しすべく、世界議会の『地球災害対策隊デイザスターフオース』とともに出動したのが、当時のマビのヒーローチーム、世界初の垂すい直ちよく離着陸宇う宙ちゆう艇てい『カリバーン』を擁ようするソードフォースの二人のヒーロー、レッドウィングとシャドウブレードでした》

　映し出される両りよう刃ばの剣を想起させるシルエット。

　カリバーンが音もなく、宇宙に向けて飛び立っていく映像。

　もっとも、その映像自体はほかの任務で撮さつ影えいされたものであるのをジュードは知っている。

　あのときは、とてもカメラを連れていく余よ裕ゆうはなかった。

　だからカメラがあることを、忘れていた、ともいえる。

《ディザスターフォースとカリバーンの活躍により宇宙ステーション落下は食い止められ、事故は未然に防がれました。……しかし、本当の衝しよう撃げきは、ここからだったのです。──まずは、こちらの映像をご覧らんください》

　カメラの視点が切り替わる。

　漆しつ黒こくの宇宙空間に、一いつ隻せきの船。

　カリバーン。

　船を剣に例えるなら刃やいばの上半分、船せん殻かくがガラスのように透明になり、狭い通路に人ひと影かげが二つ立っているのが見える。

　まったく同じ格かつ好こう──違うのは額ひたいのエンブレムだけ。

　二つの影は、透すけた壁からじっと、宇宙──おそらくいま救ったばかりの地球を──ながめている。

　そして。

《──音声は、ありません。これはカメラが偶ぐう然ぜん捕らえた映像です》

　片方が、銃を取り出し、撃うつ。

　片方が、弾はじかれたように後ろに吹っ飛ぶ。

　撃った人影は倒れた人影のもとに歩み寄り、何かを確認し、剣の柄つか側へと歩き出す。同時に透明だった船殻が元へと戻り、もはや船の中の様よう子すはうかがい知れない。

　やがて、船せん体たい各部に閃せん光こうが走り──

　カリバーンが、四し散さんする。

　音もなく、ばらばらに、ばらばらに。各部が分かれ離れて小さくなっていく──

　──破は片へんの中を地球に向かう、脱出ポッドが一隻。

《これが、世界初の垂すい直ちよく離着陸航こう宙ちゆう機き、カリバーンの最さい期ごとなりました。機体はのちに回収されましたが、カリバーンのコアユニットも、そしてケンドウ・アカノ氏の死体も見つかりませんでした。唯ゆい一いつ、脱出ポッドで地球に逃れたジュウドウ・アカノ氏は事件について黙もく秘ひを貫つらぬき、罰ばつ金きんと奉ほう仕しを負うことを選択。この事件そのものが世界議会のＳレベル機き密みつ指定を受けているため、いまになってもこのとき何があったのか、真実は闇やみの中です。果たしてこの日、漆しつ黒こくの闇の中でマビ史し上じよう最強と呼ばれた二人のヒーローにいったい何があったのか──》

　どこぞの教授やら何やらの専門家とやらが、それぞれが思う事件の考察をはじめる。ああでもないこうでもないと。別に今日はじめてみたわけではない光景だったがジュードはうんざり、テレビのチャンネルを変える。変えたとたんに知り合ってしまった少女の声が流れてくる──

《そうですね、彼が裏切り者ベドライアーと呼ばれていることは知っています。でも昨夜、助けてもらった、その事実は変わりません。そして事実はただひとつ、一年前に何があったのか、正しく知っているのはあの人だけだということです。それ以外は、すべて憶おく測そくにすぎません。だから、あたしにいえることはただひとつ、あたしはあの人を信じて──》

　ジュードはテレビを消すと、ため息をついた。

「どうやらアンドロイドの事件のほうは、なんの情報もなさそうだな」

「しかたないね。しばらくはアンドロイドよりもこっちのニュースがメインだろうし、たぶん、マビがそう仕向けている。殺人事件の目くらましに。……ところでジュード、あのエリカって子と会ったことがあったわけ？」

「知らん。たぶん、おれとケンドーを間違えてんだろ」

「………………ま、どうでもいいけど。それじゃあ、仕事の話」

　ホロ・テレビがあった空間に、二つのモデルが浮かび上がる。

　浅黒い肌はだにあごひげを生はやした人間、カラコーム・リンカーン。

　そして相あい方かた家か電でん、顕けん微び鏡きようのゴービー・リンカーン。

「珪素脳ミームコア理論で有名になった、世界屈くつ指しのナノマシン＝ウィルスデザイナー。世界議会から名めい誉よ議員の称号ももらっている。七年前までマビお抱えのデザイナーだったけど、積極的ハイブリッドに反対してマビから離反、敵てき性せい組織『ジャングルー解かい放ほう戦線』を立ち上げた。……なかなかおもしろい人物だったみたい。その人となりを簡かん潔けつに表せば──『愛がいっぱい』？」

「……愛がいっぱい？」

「そう。愛がいっぱい。老ろう若にやく男なん女によを問わずとにかく人間を愛したくてたまらない人だったらしい。積極性ハイブリッドに反対したのも道義とかじゃなくて、ハイブリッド・チャイルドが純じゆん粋すいなセックスでは生まれ得ない存在だから。子供は愛の結けつ晶しようであるべきという信念の持ち主で、……この人がいまもマビにいたら、ジュードは生まれてなかったね。とにかく、博士は愛でいっぱいで、マビを抜けたあと、その才能を駆く使ししてスポンサーを集め、一年足らずで敵性組織を設立した。『ジャングルー解放戦線』、その掲げる理想も愛がいっぱい、『多た夫ふ多た妻さい・多た子し多た幸こう』がそのモットー」

「……本当に、愛にあふれていたんだなぁ」

「そして才能にもあふれていた。デザインウィルスを使って生み出した消極的ハイブリッドの怪かい人じんたちとウィルス散さん布ぷアンドロイドを駆使して、あっという間にその勢力を広げていった。何しろナノテクノロジーの泰たい山ざん北ほく斗と、いま主流のハイブリッド怪人たちの基本は、ほとんど『ジャングルー解放戦線』時代の博士たちが構こう築ちくしたものだ。実際、『ジャングルー解放戦線』から派は生せいした組織も多い」

「……そんなすごい人の組織を、よく倒せたな、先せん輩ぱいたちは」

　ううん、とアル、首を振る。

「それがね、どうやら違うみたい。記録によると、どうやらマビも他の企業区くも、『ジャングルー解放戦線』についてはほとんど諦あきらめていたらしい。わずか一年足らずで、『ジャングルー解放戦線』は敵性組織から企業化を認められる寸前までいっていたんだ。いま考えれば、きっとじゅうぶんに準備をしてのマビ離り反はん、組織結けつ成せいだったんだろう。企業区認にん定ていはほぼ確定で、博士のつくった企業化宣せん言げんの草そう稿こうも残っている。すごいよ？　『我が企業区は、汝なんじが隣りん人じんを愛するためのものである。この区に住むものはみな愛すること、そして愛されることを知るだろう』云うん々ぬん」

「すてき。住みたいとは思わないけど」

「まぁね。気持ち悪い。でも、実際にこの言葉が宣言されることはなかった。愛にあふれる博士の夢見た『多た夫ふ多た妻さい・多た子し多た幸こう』の企業区は、成立することなく消えた」

「……何があった？」

「その日、ちょっとしたデモンストレーションで『ジャングルー解かい放ほう戦線』本部に攻め込んだゼフンスランスのヒーローたちは、そこで死体を見つけた。カラコーム・リンカーン博士の。遺い伝でん子し照合で間違いなく本人と断定されたその死体には、激しい殴おう打だのあとがあった。全身に。博士は殴なぐり殺されたんだ。それも人間ではなく、ハードボディ、ロボット、あるいはアンドロイドと思おぼしきものの手によって。全身に残されていた打だ撲ぼくの痕あとは、明らかに人間のものじゃなかった」

「……アンドロイドに殴おう殺さつされた……」

「犯人はいまだ捕まらず、手がかりひとつなし。当時の幹部の証言によると、博士たちはそのとき新たなウィルスデザインに取り組んでいて、人払いをしてだれも研究室に近寄らせなかったらしい。なんでも、そのナノマシン＝ウィルスは博士が目指した企業区の売りにして礎いしずえになるもので、そのウィルスを完成させるために企業区への申しん請せいを遅らせていたとか」

「なかなかたいしたウィルスだったようだな。……じゃあ、博士の死はそのウィルスを狙っての犯行？」

「当時のヒーローはそう考えたみたい。実際、培ばい養ようされていたはずのナノマシンも、博士の実験記録も、全部きれいに持ち去られていたから。ただ、それだと、殴殺、という点が疑問になるんだけどね。とにかく、博士というカリスマの死亡によって、『ジャングルー解放戦線』は瓦が解かいした。公式にはマビのヒーローチーム、ゼフンスランスに倒されたことになっているけど、裏にはそういう事情があったんだ」

　なるほど、とジュードはシートにもたれかかって腕を組む。

　考えるべきは──

　ダッシュボードの上に、ジュードの注意を喚かん起きしようと小さなアルのホログラムが浮き上がる。ちなみにアルのホロボディは隣となりに座るハードボディとまったく同じ外見。

「やっぱり、博士自身は死んでいるっぽいね。死亡を偽ぎ装そうする意味もないし、そのとき盗まれたナノ＝ウィルスが今回のウィルスであるならちゃんとつじつまも合う。それに、リンカーン博士みたいに愛にあふれた人が連続殺人なんてやるとはとても思えない」

「どうかな。愛っていうのはいともあっさり憎しみに変わる」

　ジュード、自分のせりふに首を振り、脳のう裏りによぎった人ひと影かげを頭の外に追い払う。

　アル、

「…………とにかく、リンカーン博士を殺した犯人は、ウィルスをただ奪うだけじゃなく、博士を殺してもいる。それも殴おう殺さつなんてまともじゃないやり方で。これは明らかに異常だし、この異常性は、ヒーローを八人も殺している犯人の異常性ともつながるとは思わない？」

　そうだ、なぜこの犯人は両方とも、わざわざ殺人を犯しているのか。

　殺す必要があったにしては、殺し方が異常すぎる──

「……でもヒーロー殺しのほうは、相手の相あい方かたと同じ凶きよう器きを使う、というルールにしたがっているんじゃなかったか？　それとも博士は顕けん微び鏡きようで殴なぐり殺されたのか？　……待てよ？　……全身打だ撲ぼくによる殴殺ということは、カラコーム博士は即そく死しではなかったはず。相方が殴られている間、ゴービー博士は何をしていたんだ？　助けようとしたのか。それとも──」

「──それとも、殺されたヒーローたちのように、あっさりと停止を選んだのか。──うわ、そうだよ、やっぱり、これも同じ事件なんだ！　カラコーム博士を殺してウィルスを盗んだやつが今回の犯人なんだ！　博士を撲ぼく殺さつし、ウィルスを盗んで、ウィルス撒まいて、ヒーローたちを殺して──全部同じ犯人！　ああ、そうだ、ちくしょう、どうしよう！」

「落ち着け。アル。そう思えるだけだ。だいたい、記録だと、博士を殺した凶器は『硬いこぶし』で間違いない。この点が、今回のヒーロー殺しとは違っている」

「お得意の思し考こうの転換をしてみろよ。ジュード。逆に、相手の相方が武装家か電でんじゃなかったからこそ、相手と同じ『素す手で』で殺したんだとしたら？　つまり、武器を持たないのではなく、『素手が武器』だととらえたとしたら」

「……当時のゴービー博士の、ハードボディを知りたいな」

「公表されているメインボディは顕微鏡だけど、何しろ一いち応おう悪の組織の幹部、ウィルスデザインはもちろん相方としてカラコーム博士のボディガードも務めていただろうし、研究用戦せん闘とう用よう、いろんなボディを持っていたと思う。こぶしを持つような人ひと型がたマニュピュレイターもたぶんあったろうし。でも、たとえどんな武装を内ない蔵ぞうしたハードボディだろうと、家電としては顕微鏡。顕微鏡は観測器き具ぐであって兵装じゃない、武器を持っていない、ということに変わりない。だったらやっぱり、しいていうなら『素手』のこぶしが武器なんじゃない？」

　ジュード、うなずき、首を振る。

「ああ。だから、おれが知りたいのは──そうだ、確認するのを忘れてた。八件目に殺されたヒーロー、ヤマトブレード、ナホコ・ヤマタさんの相方は、超ちよう振動ブレードの家電、ミツヨ・ヤマタさんだったよな？　ハードボディはやっぱり人型だったのか？　おれとケンドーが会ったときの、あの」

「うん。彼女は雌し雄ゆう体らしく、人型のハードボディを使用していた、のみならず、きちんと使いこなしていた。そのへんのただ外見のためだけに人型をしているメスとは大違い。家電でありながら剣術二段の腕うで前まえだった。本当に、尊そん敬けいに値する家電だった──そうだよ、事件のときも彼女は、自己である超ちよう振動ブレードを携たずさえた人ひと型がたのハードボディに袴はかまを履はいて、ナホコさんの護ご衛えいをしてた。……なんで？」

「ああ、それはな、……そのまえに、アルさん」

　ジュードは背後を振り返った。

　後部ガラスから車の後方をながめ、

「……このタクシーを追いかけてきているエアタクシーがいて、しかもその乗客が、なんか長いライフルみたいなものを持っているんだけど？」

　自ボディでそれを確認、アル。

「え？　どこに？　おれにはタクシーから身を乗り出してライフルそのものをこちらに構えている人しか見えないけど？」

「マジかよ。おれにはライフルの引き金に指をかけいままさに撃うたんとしているやつしか見えない。──そしてそれが答えだ。アル」

「え？」

「ヤマトブレードは、身体からだの中心──正せい中ちゆう線せんに沿うようにして縦たてに真まっ二ぷたつにされていた」

　謎なぞの刺し客かくの銃じゆう口こうがこちらを狙っていないことを確認し、ジュードはアルにいった。

「これが銃とかなら、隠かくしておいていきなり不ふ意い打うち、ということはできるかもしれない。──正直火か炎えん放射器なんて難しいとは思うけど、でも、撃てばいいだけの銃じゆう器きならやってやれないことはないかもしれない。だがな、不意打ちで、人間の身体を縦に垂直に真っ二つ、なんてことはまずできない。高こう周しゆう波はブレードだろうとレーザーブレードだろうとそれをするには、刀を上段に振り上げなければならないんだ。相手の目の前で。いまこちらを撃とうとしているやつみたいに、しっかりと、構えなければ。なのに不意打ちなんてできるはずがない」

「……」

「ついでにいえば、正中線を抜く、なんて芸げい当とう、素人しろうとには無理だ。相当の剣の腕うで前まえがなければ。そして剣術に裏打ちされた動きで上段に構えられれば、剣けん技ぎの達たつ人じんだったヤマトブレードが相手の意志に気づかないわけがない。──にもかかわらず、ヤマトブレードは相手が刀を上段に振りかぶりこちらを真っ二つにしようとしていることに気づいていたはずなのに、抵抗しなかった。身体を半はん身みにすることすらしなかった」

　最後の最後の瞬間まで、殺されるなんて思っていなかったように。

　目の前の相手を、信じきって──

　背中が、痛む。

　つぶやく、アル。

「……剣の腕前、心の底から信じる相手、それって、まさか……」

　ジュード、首を振り、笑う。

「まぁ、これは予よ断だんだけどな。……ケンドーのせいかな、おれ、どうしてもその予断を振り払えない。犠ぎ牲せい者のリスト見せられたときから、ずっと」

「……ジュード」

「だからおまえは冷静に、別の方面から考えてみてくれ」

「……ま、まぁ、まかせて。電機頭ず脳のうは有ゆう機き脳のうよりははるかに優秀だからね」

　ほほう、と何か痛つう烈れつな返へん句くはできないものかとジュードが口ごもったそのとき、後ろにつけてきていたタクシーの辺りで閃せん光こうが走り、ぱしゅ！　と弾だん丸がんが撃うち出された。







　　　　◆







　後方で発はつ砲ぽうを確認し思し考こう加速モードに入ろうとしたジュードだったが、撃ち出された弾丸は肉眼で確認できる速度で接近、ジュードたちの乗ったタクシーのすぐよこに並んだ。

　弾丸、タクシーと速度を合わせると、アル側の座席の方からタクシーの開放型インターフェースにレーザーポインター光接せつ続ぞく、タクシーのインターフェースを使い、波長の短い、ヘリウムガスを吸って出したような声で自己紹しよう介かいを開始する。

《ヤチホ唯ゆい一いつの探たん偵てい事務所の、ジュウドウ・アカノとアルバート・アカノ様。間違いありませんね？　お初にお目にかかります。わたくし、通り名ブラックウィドウと申します、殺し屋です。よろしくお見知りおきを》

「あいにくだが、殺し屋は間に合っている。ていうか一匹でもてあましている。営業熱ねつ心しんな姿勢は買うがどうぞほかをあたってくれ」

〈アル、いったい何が起こってる〉

〈いま調べる。ていうか、いまおれのこと皮ひ肉にくった？　よくわからなかったけど〉

〈いやいや、おまえはいい仕事をしているぜ？　クロネコさん。おかげでおれの寿じゆ命みようは確実に減って〉

　ははは、と弾丸が乾いた笑い声を上げた。

《はははご冗じよう談だんを。というか申し訳ない。仕事に差さし支つかえがあるのでわたくしとわたくしの相あい方かたについては詳しく申せませんが、実はわたくし──すなわちこの弾丸のことですが、これはわたくしそのものではありません。わたくしの自じ我がをコピーし判断力を持たせてあるだけの簡かん易い版ばんのわたくしです。何しろ弾丸は基本的に使い捨てであり、そしてサイズがサイズなので、必要最さい小しよう限げんのスペックしか与えられないのです。ですから、このボディでは冗談に反応したりウィットに富んだ会話をしたりは得意ではありませんことをご理解ください。その代わり、仕事はきっちりこなしますから。あと、これはわたくし自身のためにいわせていただきますが、この状態では機能が限定されているというだけで、フルスペックのわたくしは冗談を解かいしウィットに富んだ会話を能よくたしなみおかげでみんなに愛されております存在です。本当です》

　一いつ気き呵か成せいの喋しやべりを聞きつつ、ジュードとアル、後ろを振り返る。

　後部ガラスの向こうで、タクシーの窓から身を乗り出してスナイパーライフルらしきものを構えている全ぜん身しん黒ずくめの人ひと影かげが二人の視線に気づいてひらひらと手を振る。手を振って、ライフルを取り落としかけあわててしっかり持ち直し今度はタクシーから落ちそうになる。

「なるほど。見ているだけで愛したくなるな」

「なるね」

《言葉どおりに受け取ります。あなたの異常性せい癖へきは理解しておりますから》

「……ちょっと待て。なんか聞き捨てならないことをいわれたような。ていうか、殺し屋がいったい善ぜん良りよう区民に何用だ？」

《これはおもしろい冗じよう談だんを──とこのように、この限げん定てい状態でもそれなりに冗談を理解できますが、それはそれとして、殺し屋の用などひとつしかない、そうでしょう？　失礼、アルバートさま、これを》

　有知能弾丸スマートバレツトの先せん端たんからカメラがのぞき、赤いレーザーポインター発信。アル、ネコの瞳ひとみでそれを受け止め光で通信、送られてきたデータを受け取りうわ、とうめく。

「なんてこった。……ジュード、これ、本物だ」

「本物？　本物って？」

「いま確認した。一級決けつ闘とう許可証──裁判所から『殺人の許可』が出ている。この殺し屋、本当にジュードを殺しにきたみたい」

「──な、さ、裁判所が、殺人の一級許可を出したってのか？」

　確かにヤチホでは、決闘の権利はわりと普通に認められている。

　むしろ他の区よりも寛かん容よう。三級のケンカなどそのへんでざらだ。

　しかし一級──『殺人』の許可というものは、めったにおりるものではない。ヤチホに限らずどこの企業区でも、いかに決闘や仇かたき討うちの権利を認めてはいても、殺人の許可はそう簡単には出さない。殺人許きよ可かをほいほい出すような区には『お客』は住みたがらないから。とはいえ、よほどひどい事件だったりもはや戻らぬ生命の代だい償しようであったりするような場合には、まれに許可が下りることもあるが──

「まったく、おれの知らないところで何をやらかしたんだよ、ジュード！」

「何もやらかしてない！　ていうか本当に、おれが、裁判所が殺人許可を出すようなどんなことをやったってんだ？」

　弾だん丸がんのレーザーポインターが、ジュードの額ひたいに当たる。

《おやおや、何も通達されていないようですね。本ほん来らい殺し屋が語ることではありませんが、何も知らずに死んでいくのもかわいそうですし、特別に思い出させてあげましょう。キーワードは、『シンドラー区の農場にある一いつ軒けん家や』です》

「……悪い。何いっているのかわからない」

「……いいでしょう。では教えて差し上げます。ローマニア・エンタープライズの管かん轄かつ区シンドラー、その奥地に小さくかわいい農場があり、そこに建った一いつ軒けん家やには、父と母、娘と息むす子こ、そして牛と豚ぶたと鶏にわとりの七人家族が仲良く暮らしておりました。ところがある日、その一軒家に強ごう盗とうが入り、七人家族を暴行し殺害、という凶きよう行こうに及んだのです。その犯人が、あなたです」

「……お、おれが？」

「あなたが」

「……おれが、父と母と娘と息子と牛と豚と鶏を暴行し殺害？」

「あなたが、父と母と娘と息子と牛と豚と鶏を暴行し殺害」

　なんてこったい、にゃあ、とジュード、タクシーの窓に頭をゴツン。

「……だったら、依頼者はその家族か知り合いってわけか。それが本当にあった事件ならもっとニュースになっていると思うが。本当にそんな人物いるのかきちんと調べてみたか？」

《シンドラー区は遠いですし、事件はかなり昔の話であり、そしてそれはわたくしの仕事ではありません。恨うらみを持つ人間がいて、裁判所がそれを正当なものと認め許可した。裁判所の許可を以って依頼人はわたくしに依頼した。ただそれだけ。もちろん、あなたには反はん撃げきする権利があります》

　ジュード、ため息をつきながらアルにパス、

〈……どう思う？〉

〈いつ申しん請せいされたものかはわからないけど、裁判所の許可は昨日きのうの夜中に出ている。アンドロイド事件のあとで、いうまでもなく、ゴールデン嬢じようの仕事を請うけるまえ。……うーん、微び妙みよう。ところでジュード、一応聞くけどやってないよね？　そんなこと〉

〈おまえは本当におれの相あい方かたか〉

〈とにかくここで一番重要なのは、裁判所が許可を出しているってこと。こちらに何の通達もせず、調査にもこずに。真しん偽ぎを確かめないままで。……すごいな。企業区の肝きもである裁判所のブレインを、どうやってごまかしたんだろう？　ていうか信じられない〉

　とはいえ、どうやったのかはわからないが、間違いなく何か細さい工くがある。

　果たして、博士の捜そう索さくと関係あるのか、それともまったく別口で、ジュードに恨みがあるやからの仕し業わざなのか。かつてヒーローをしていたのだ、その可能性もないとはいえない。

　アルがタクシーに向かっていった。

「おいタクシー、緊きん急きゆう事態だ。車体のコントロールを渡せ」

　答えるタクシー、

「先ほども申し上げましたし何度でも繰り返しますが、それは違い法ほう行為であり、許されません。公共設備への違法なハッキングはお控えください」

「だから、危険なんだってば。さっきとは状況が違う」

「ご心配なく、お客さまは安全にご希望の場所にお連れします。交通ルールの遵じゆん守しゆこそ安全を保障するものです。ですからお客さま、コントロールは渡せません。法に定められた以上の速度は出せません。ドリフトは危険な行為です。意味のないクラクションはお控えください。空あき缶を引きずって走るのは公共の迷めい惑わくです。箱はこ乗のり、という言葉は搭とう載さい辞書に載っておりません。当タクシーはホテルの代わりはしておらず──」

「ああ、これだから自じ我がのないロボット機器はいやなんだ──」

〈……ハッキング、できそうか？〉ジュード、少し心配気。

〈ダメ。無理。『お客を希望の場所で降ろす』という一連のシーケンスが完了するまでこのプログラムは閉じていて、だから割り込む穴がない。勘かん違ちがいをさせるにはこのボディではメモリが足りない。閉じたプログラムには介かい入にゆうできない。マビで使っていたみたいな、強制侵しん入にゆうのためのツールがあれば別だけど〉

〈じゃあ、『お客を希望の場所で降ろす』という状況が完了すれば乗っ取れるのか？〉

〈それは可能。次のシーケンスに移動する隙すきに侵入、でシステムを掌しよう握あくできると思う〉

　殺し屋の声。

《そろそろよろしいですかな？　事情が理解できたのなら、仕事に入りたいと思うのですが》

「ダメっつったら、待ってくれるんか？」

《あいにくと、このまま飛び続けているわけにはいきません。推すい進しん剤ざいには限りがあります。そろそろ覚かく悟ごをお決めください。何、抵抗しなければ苦痛はありません。わたくしはやさしい殺し屋なのです。ちなみにエアタクシー搭とう乗じよう中を狙ったのも、ここならあなたを逃がさずかつ周囲に被害を及ぼさない、と思ったからです。繰り返します、わたくしはやさしい殺し屋です》

　弾だん丸がん、レーザーポインターの赤い光をジュードからアルの猫型ボディへ移す。

《わたくしの目的は人間体たいアカノだけですのであなたを巻き込むのは不ふ本ほん意いですが、申し訳ありません。どちらにせよ彼が死ねばリンクは切れてしまうのですから、そういうことで、諦あきらめてくださるよう。人間を補ほ佐さすべき家か電でんでありながら彼の凶きよう行こうを止められなかった、という責任はあなたも負うべきでしょうし》

　……殺し屋の言葉をどう聞いたか。

　アル、顔を曇らせ、そうだね、とうなずく。いまにも死にそうな声で。

「……確かにおれには、責任がある……」

《ご理解感かん謝しやいたします。では、わたくしはメッセンジャーとしての任務を終えようと思います。わたくし、自身の爆発と同時に煙えん幕まくを張りますので、それを戦闘の合図と思っていただければと》

「にゃあ」

《にゃ……それは返事と認にん識しきします。ジュードさま。……もちろん、煙幕は我が本体を守りあなたたちの視し界かいを奪うためのものであり、煙幕の展開と同時にわたくしの本体がわたくしと同じく自身の意思をコピーしたスマートバレットを六発撃うち出します。わたくしと同じ自じ我がを搭とう載さいしてはいますがわたくしと違い言葉ではなく死を運ぶためのメッセンジャー。抵抗はされてもかまいませんが、なるべく早い段階で無む駄だな努力とお気づきくださいますよう。知ち能のう弾は高価ですし、無駄な犠ぎ牲せいはなるべく出したくないですから》

「そうだな。それは同感だ」

《それでは、最後にもうひとつだけ。駄だ目めもとでお願いしますが、できればタクシーの窓は開けておいてほしいのですが。何、弾だん丸がんが入れるほどの隙すき間までけっこうです。そうしていただければ、タクシーには被害を出さず仕事を完了させられます》

「了りよう解かい。それぐらいならお安い御用だ」

　ジュードとアル、それぞれ自分の側の窓を開ける。

　通つう常じよう飛行中はフォースフィールドが張られているため飛行中でも窓は開けられる。素直に窓を全開にした二人の行動に弾丸はしばらく絶ぜつ句くしていたが、やがておもむろにうなずき──ポインターを上下させ──いった。

《いい心がけです。約束しましょう、なるべく苦痛のないように、速すみやかにすませます。それでは、──良い旅をボン・ボヤージユ》

　言葉とともに、それまで横に並んでいた弾丸の速度が落ちる。

　タクシーとタクシーの間に入ると、弾丸は爆発、黒い煙えん幕まくを吐き出した。

　その瞬間、

「良い旅を、か。恐れ入ったぜ。……アル、頼んだぞ？」

「まかせて。では、良い旅をボン・ボヤージユ」

　ジュード、アルにしかめ面つらを見せ、そしてタクシーに宣言した。

「よし、ここで降ろしてくれ」

　言葉と同時にジュードは窓から身を乗り出し──ドアはロックされているため──そのまま車外に飛び出した。

　車の中から客の反応がひとつ消えたことをセンサーで感かん知ちして、タクシーが告げる──

「ご利用ありがとうございました。またの搭とう乗じようをお待ちしております」

　タクシーの言葉を聞きながら、ジュードはエアタクシーの飛ぶ高度二一〇〇メートルから落ちていく。一いつ拍ぱく違いで六発の弾丸が煙幕を突き破り登場、しかしタクシー内にジュードの姿がないことに気づいて戸と惑まどう。そんなことは関せず焉えんと、アル、状態変へん更こうの隙すきを突きシステムハックに成功、乗っ取ったエアタクシーに急きゆう制動をかけ、百八十度の方向転換。昔むかし取ったきねづかとやら、ソードフォース時代には航宙艇カリバーンの補ほ佐さをしていただけのことあって、アルの空中制せい御ぎよの腕前は本職と比べてそん色ない。

　アル、急転回から急発進。角度をわずかに上方に修正し煙幕へと突っ込んでいく。

　とたんにすぐ目の前に、アルと同じく煙幕に突っ込んできていた殺し屋の乗るエアタクシー。

　がきき、という金属同どう士しが擦こすれる音がタクシーの下部から聞こえて、まるで乗り上げるみたいに、アルのタクシーが殺し屋の乗るエアタクシーの上方を通過する。ここまで肉にく薄はくできたのは、アルがハッキングによってタクシーの衝しよう突とつ防止システムを停止させていたからであり、そしてアルに操そう縦じゆうのセンスがあったから。

　殺し屋の乗ったタクシーが、急停止。動かなくなる。

　アルとの危険な急接近ランデブーにより、エアバッグその他の安全装置が働いたのだろう。安全装置は基本的に、シートベルトをしていることを前ぜん提ていに設計されている。はたして箱はこ乗のりしていた殺し屋にはどういうふうに働いただろうか。人間だったら軽くて気き絶ぜつ、下へ手たすれば──しかしアルは結果を確かめることなく旋せん回かい、きびすを返し、下方に向かって速度を上げる。自由落らつ下かの只ただ中なかにあるジュードとパスで連絡取りながら。

〈どうだい？　ジュード。久しぶりに空を飛んでる気分は〉

〈……正直いえば、悪くない。……ていうか、おい、間に合えよ？　もう地面がすぐだぞ？〉

〈心配なら平泳ぎでもしてろ〉

　ジュード、すさまじい落下の風の中、身体からだをひねって上方を見上げる。六つのスマートバレットが、ジュードの自由落下に追いつこうと推すい進しん剤ざいを燃やしているのが見える。だからブレーキはかけられない。そもそもブレーキなんぞ持っていないが。

　耳もとでうなりを上げる風。

　身体の内外を吹き抜ける大気。

　久しぶりの感かん触しよくに、背中がうずく。

　痛みではなく、小さなうずきに、思い出す。

　かつて、いつもそばにあったもの。

　失ってしまった存在──

〈フォースフィールド、展開！〉

　頭の中でベル音とともにアルの声が鳴り響ひびき、ジャケットに内ない蔵ぞうされたフォースフィールド展てん開かい機きが起動する。アルのハードボディに備わっているものほど強力なものではないし細かい操作もできないが、身体に受ける衝しよう撃げきを少しでも緩かん和わしてくれる。フォースフィールドに包まれた瞬間、横あいから突入してきたエアタクシーがフロントに乗せるようにしてジュードの身体をかっさらう。

　地面ぎりぎり。

　ジュードを追っていた弾だん丸がんたちは、推進剤を使い果たして方向転てん換かんも叶かなわずそのまま地面につっこんでいく。

　ぽぽんと、小さな爆発音。

「ほら、間に合った。うまくいったね！」

「おおお、遅いわ！　バカネコ。うわ、さむ」

　なんとか車内に潜もぐり込み、高空からの落下による急激な身体からだの冷え込みに歯をがちがちならしながら、ジュード、すまして運転しているアルにたずねる。

「殺し屋のほうは？」

「タクシーの安全装置が働いてたから、救きゆう難なん車がくるまであそこで立ち往おう生じようでしょ。心配はいらない。どうせあれに乗っていたの、ハードボディだったから。人間体たいはどっかに隠かくれているんだろ。それより問題は、この件がエリカの依頼に関わっているのか、それとも偶ぐう然ぜん重なったのか──」

「これで終わるなら、偶然。続くなら、調査妨ぼう害がい、依頼と無関係ではないだろうな。いままでのヒーロー殺しとはなんか違うようだが──」

　ジュードとアル、ため息をつく。

「どうする？　さきにバットの工場にいって戦闘用スーツを取ってくる？」アル。

「……いや。ここまできたんだ。先にレイディの用事をすませよう」

「それが、ジュード・アカノの最さい期ごのセリフになりました。とさ」

「笑えねぇ。にゃー」

　数刻後。

　タクシーは、巨大なカジノの前で止まった。













　　　　３．







　ヤチホを擁ようするヤオヨロズ・ホールディングスは、所しよ有ゆう企業区三つという中小企業である。

　そのテーマは、『混こん沌とん』。

　くるものは拒こばまず受け入れる。去るものは追わずほうっておく。それはどこの企業でも同じなのだが、ヤオヨロズの場合は特に、それを世界議会の定めたルールではなく自じ企業のテーマとして実じつ践せんしている。

　とくに企業が提供している文化や生活様よう式しきはない。ヤオヨロズの企業ブレインは積極的なテーマを打ち出したり展開したりはしない。そのへんは区民にまかせ、自身の働きは区民の生活の調整に徹している。そのためヤオヨロズの管かん轄かつしている企業区は、どこも雑ざつ然ぜんとしていてごった煮にのような感がある。最も新しく一番小さな企業区ヤチホは、ヒーロー所在区ではないためかその特色がより顕けん著ちよ。そして、そのヤチホの中でも一番ヤチホらしいのが、レイディ・ドラゴンのカジノビル、『ドラゴンスマイル』だろう。

　だが、その日はいつもとどこか違った。

　龍りゆうを模もした扉をくぐってフロア内に入ってすぐ、ジュードは違い和わ感かんを覚えた。

　とくに、店内に変わった様よう子すはない。

　フロアの真ん中は地階からの吹き抜けになっており、見下ろせば巨大なアナログのルーレット盤がある。ちなみにその吹き抜けは十一階建てのビルの六階まで続いていて、六階からでもルーレット盤の数字が見える。その吹き抜けを囲むようにして、スロットマシンにカードテーブル、部屋の隅すみの置かれた体感シミュレーターそしてプライベート接続ルーム群。ちなみにこのフロアはゲームバー、初心者用ようのカタログのようなものであり、本格的なプレイルームはそれぞれの分野で階毎ごとに分かれているのだが、そちらは週に二回ほどしか使われない。

　いつもと違うような出し物はない。

　客の入りも普段と同じで、雑ざつ然ぜんとしている様子も変わらない。が──

「……なんか、いつもと感じが違うな。これのせいか？」

　ジュード、壁に貼はられているポスターを見る。

　ちらしが置かれているのに気づき、一枚、手に取ってみる。

「なんだこりゃ？　『あなたにすてきな恋人を──ノーリビン・ホロスコープが提供する魅み惑わくの一夜で運命の出会いを』？」

「デートイベントのお知らせみたいだね。ノーリビン・ホロスコープはヤチホの有名な結けつ婚こん相談所のカリスマだ」

「ああ。あのでっかい遊園地を持っているやつか」

　ノーリビン・ホロスコープ。

　相あい方かたホロウ・ホロスコープはおみくじマシーンの家か電でん。ジュードたちより少しあとにヤチホにやってきて遊園地を開園、と同時に結婚相談所を設立、それが成功しあっという間に街のカリスマとなった──レイディと同じく通つう称しよう『ヤオヨロズ・ドリーム』を達成した存在。その成功の秘ひ訣けつは、結婚相談所に登録した顧こ客きやくに希望の相手を紹介し、心理学に裏打ちされたアトラクションで二人の絆きずなを深めて成功させるという、結婚相談と遊園地の融ゆう合ごう。登録すれば気軽にデートを楽しめ、さらにデートを楽しみつつ恋人を探せる、というのが評判となり、爆発的な人気を得た。実際に結婚までこぎつけたカップルも多く、ヤチホ区外にも支店があり、登録している顧客もこの業種では最大の大おお手て。

「うわ、見ろよこれ。『ヤチホ初の宇宙ステーションでグループパーティのお知らせ』だってよ。金かけているなぁ。さすが人気があるだけあって、いろいろイベント考えているんだな」

「ニュース見てないな？　ジュード。それ、ヤチホ初の宇宙ステーションってことでなんかいろいろ問題あって、延び延びになっているらしいよ。宇宙ステーションのほうも、まだ土台しか組み上がってなくて工事も止まってる」

「……どちらにせよ、これって基本ヘテロのパーティだろ？　レイディのやつ、よくこんなポスター貼る気になったな。宗しゆう旨し替えでもしたか？　……違和感の正体は、これか」

　いいや違う、とアル、首を振る。

「違うよジュード。よく気づいたね。……このフロア、人ヒ間トの従業員がいない」

　ジュード、あらためて店内を見渡す。

　常じよう連れんの女性客、新規の女性客、そして入園料その他を女性の二倍払わなければならないにもかかわらず女性目め当あてにやってきている男性客たち。その中を忙せわしげに走り回るウェイターロボに、女性型アンドロイド、クローン体──

　ジュードは出迎えにやってきた顔かお見み知しりの女性型アンドロイドに声をかけた。

「よう、ロビー。久しぶり。二週間ぶりぐらいだな。元気だったか？」

「ありがとうございます──」検けん索さく。「──ジュードさま。調子は良好です。今日はどんなプレイをお求めですか？　当店の今日のお勧すすめは」

「うん。ぶっちゃけお金を増やしたいんだけど、ユーノちゃんは？　おれの勝利の女め神がみさま。彼女の祝福がないととても勝てる気がしないんだけど」

「──ユーノさまなら今日はお休みしております。そして、ジュードさま。ユーノさまは人間です。勝利の女神などではありません。どこかで誤った情報を得られたのではないかと」

「じゃあイーノちゃんは？　おれの幸運の妖よう精せい」

「イーノさまも休きゆう暇か中です。そして彼女も人間です。ジュードさま。妖精という存在を確認したという記録は現在のところありません。不ふ都つ合ごうの生じるまえに情報を正しいものに更こう新しんされるべきかと」

「……じゃあ、バネッサならいるだろう？　おれの死しに神がみ」

「バネッサさまも旅行に出ておられます。そして彼女も………………死神としては登録されておりません」

「ナイスだロビー。おまえは確かに成長している。ありがとう。じゃあまたな」

　ジュードは手を振り、ロビーと別れて歩き出す。ＶＩＰルームへと続くエレベーターに向かって。

　そこに立っている守しゆ衛えいは、確かにいつもの鉄壁女じよ傑けつバネッサではない。

〈バネッサが、レイディを置いて旅行に行ったって？〉アル。

〈ありえないな。何かある。アル、周囲の様よう子すに気をつけろ〉

「ジュードだ。レイディ・ドラゴンに会いたいんだが」

　見慣れぬ少女型守衛アンドロイドは、まだ起動してそれほど日が経たっていないのか使い込まれていないぎこちない笑みを浮かべていった。

「はい。承うけたまわっております。こちらへ。……ご案内するまえに、武器をお預かりします」

「あいにく武器は渡せないんだ」

「武器をお預かりします」

「なぜならおれの武器は知恵と勇気と希望だから。あとこの顔も」

「それをお預かりします」

「……もとのまま返してくれるんだろうな」

「大事にお預かりいたします」

　アル、大きくため息。

「相手にするなよ。これだからロボット頭脳は嫌いだ。おまえもアンドロイド相手にバカいってんな」

「こいつの武器は毒どく舌ぜつだ」

「それもお預かりします」

　黒くろ猫ねこが顔を真っ赤に何かをいいかけたとき、インターフェースから声が鳴り響ひびいた。

《いったいいつまで待たせる気？　いいかげんにしなさい。ロコ、その二人の武装はいいから。とっとと案内して》

　アンドロイドはうなずき、二人はエレベーターに乗り込んだ。

　ＶＩＰルームを通りすぎ、エレベーターは十一階、部屋表示のない最上階で扉を開いた。







　　　　◆







　レイディ・ドラゴンはチャイナ服──なぜかおなかの部分だけ露ろ出しゆつさせてへそを見せている──を身にまとい、嫣えん然ぜんとして何かの動物の敷しき物ものを敷いた台の上に横たわっていた。

　部屋はシンプル。ただ広く、中央の敷物以い外がい何もない。

　いつもはホログラムマスキングで豪ごう奢しやに飾ってあるのだが、どういう心境の変化か、今日はホログラムが起動しておらずシンプルな壁をさらしている。と、思ったのもつかの間、ジュードが部屋に入ったとたんホログラムが起動、ニュース映像が壁・床・天てん井じようを覆おおった。

　聞こえてくる、エリカ・ゴールデンの声。

《──あたしはあの人を信じています。何か事情があったのだと。決して、ヒーローを裏切ったわけではないと──》

　ジュードはその場に土ど下げ座ざした。

「……頼むから、やめてくれ。レイディ。オネガイシマス」

「いやいやいや。楽しませてもらったわ。どう？　かつての後こう輩はいに会った気分は」

[image: ]

　ニュースの音声をミュート、しかし画像はそのままに、ニヤニヤ笑いを浮かべて、レイディ。

　レイディ・ドラゴン。

　本名レイディ・藍あい菜な・ニーミー。

　二十代前半の年ねん齢れいでありながらこのカジノビルのほか、ホテル業、運送業、エイジングにクローニングに整形外科にまで手を出しているヤチホ有数の実業家。もっとも自身は表おもて立だって社会活動をしているわけではなく、むしろ裏の世界の顔役として恐れられている。もともとそちらの世界の住人で、生まれはマビノギオン・コンツエルン管かん轄かつの大企業区アルビオンの良家のお嬢じようさまだったらしいが、両親に反発し成人免めん許きよを取得後ご出しゆつ奔ぽん、区を抜けた。その後、放ほう浪ろうの旅の途中でこの世界に男性は不要であるとの結論に達しその豊富な財力を生かして敵てき性せい組織『ルーナスキャッツ』を設立、男のいない理想郷きようをつくろうとするが──恐ろしいことに、それなりの理解が区民に得られた──マビのヒーローチームに倒され解散、一般区民に戻り、その後ヤチホに流れて現在に至る。ちなみに、ルーナスキャッツを倒したのはかつてジュードの所属していたヒーローチーム・ソードフォースで、二人はそのころからの縁えんである。

　マビから追放されたジュードを拾い、ヤチホに生活の場を用意し、探たん偵てい事務所の設立にも力を貸してくれた、ある意味恩おん人じん──その分ぶん死ぬほどこき使われたりしたが。かつてのヒーローを敵性組織の首しゆ領りようだった自分が働かせる、というのがよほどツボらしく、よく仕事を紹介してくれる。有能な人材としてミカルを紹介してくれたのも彼女であり、実は頭が上がらない。

　ひとしきりにやにやしたあと、レイディは壁の映像を消し、派は手で好きな彼女らしくない無む味み乾燥な部屋に戻していった。

「久しぶりね。ジュード。アル。それで、今日はなんの用かしら。仕事は特に頼んでなかったと思うけど」

「そう、それだ。昨日きのうの事件のせいで仕事がひとつぽしゃった。から、何か仕事がないかな、と。ご機き嫌げんうかがいに」

「あら？　しばらく仕事には困らなさそうだけど？」

「取材とか講演はしねぇよ。昔からテレビは嫌いだったし。……まったく、マビのやつらも何なに考えてヤチホなんかに乗り込んできたんだか。管かん轄かつ企業が違うのに。……レイディ、何か知らないか？」

「いいえ？　……少なくともあたしの耳には、何も入ってきてないわ」

「何も？　あのアンドロイドの件も？」

「ええ。何も」

　よどみない声。態度。うそをついている気配は微み塵じんも感じさせない──かつて戦った経験から、ミス・ドラゴンは鉄の精神を持っていることをジュードは知っている。

「そっか。なんで違法アンドロイドごときでマビが介かい入にゆうしてきたのか知りたかったんだけど。レイディが知らないんならたいしたことじゃないんだろうな。マビとヤオヨロズで交流戦でもするのかな」

「どうかしらね。ごめんなさい？　力になれなくて」

「いや」

　ジュード、部屋を見渡す。

　だだっ広いぶん、がらんとしてさびしい。

「ユーノちゃんたちにも会いたかったんだけど、休きゆう暇か中、なんだって？」

「ええ。このカジノも軌き道どうに乗ったし、そろそろ休みをあげないと、って思ってね。社員旅行をプレゼントしたの」

「全員まとめて、とは剛ごう毅きだな」

「別々にするのはかわいそうでしょ。全員、ルーナスキャッツのころからの付き合いだし。どうせなら全員一いつ緒しよに遊ばせてあげたくて──ああ、全員、ていうのはゲームバーのスタッフだけよ？　でも、いくら小さなゲームバーとはいえ、ヒトのスタッフだれもいないのにそれでも仕事がつつがなく回るのって、よく考えるとけっこう問題よねぇ」

「おまえもいなくていいんじゃないか？　一緒に行けばよかったのに」

「それも考えたんだけどね、さすがに、責任者がだれもいないのは困るでしょ。まぁ、いまどき物理的距離はそう問題にはならないけれど。気分的問題？　……みんなが戻ってきたら、あたしも休ませてもらうわ」

　そうか、とジュードは笑い、そしてたずねる。

「……ちなみに、その『みんな』、はいつ帰ってくるんだ？」

　──はじめて、よどみなく流れていた言葉が止まる。

「……そうね。いつごろだったかしら。何しろ有給と奉ほう仕し時間がたっぷりたまっていたから。これを機会に消化させようと思ってね。だから、帰るのはみんな決まってない、ばらばらのタイミングだったと思う」

「……ふうん」

　ジュード、アルと目を合わせる。

　アル、ふと思い出したかのように、レイディにたずねた。

「そういえば、ソライロは？　まだ会ってないんだけど。……まさか旅行に行っている、なんていわないよね」

「家か電でんが相あい方かたを置いて旅に出るはずないでしょ。ソライロなら、いま工こう房ぼう。新作に取り掛かっているところ」

　レイディの相方ソライロは、ぬいぐるみの家電。

　家電といっても彼女のつくるぬいぐるみはほとんど芸術品であり、完全オーダーメイドの予約制。彼女自身がみずからの工房で手作りしている。

「そうか。がんばっているんだな。おれもがんばって時計つくらないとなー。ちょっと挨あい拶さつしたいんだけどいい？」

　アルの質問にいらっとした答えが返る。

「だから、工房にこもっているっていったでしょ？　特に今回のは大たい作さくらしくてね、完全に缶かん詰づめ状態なの。だから連絡も取れない」

「ちょっと待て。缶詰状態って、家電なのに？　ネット接続もできない部屋にいるのか？」

「ええ。だれにも邪じや魔まされたくないって完全に独立した部屋に。まぁ、パスはつながっているからいざというときは連絡取れるし」

「パスはつながっているのか」

「当たり前でしょ？　リンクが切れたらあの子の自じ我がは失われるしあたしもガラス化しちゃうじゃない。……もっとも、珪けい素そ脳のうとのリンクまで遮しや断だんできる部屋があるとは思わないけど。とにかく、あの子は仕事中。あの子が部屋から出てきたら、忘れずあなたたちがきたことを伝えておくから。それでいい？」

「ああ」

　アルからのパス、

〈ジュード。レイディ、もしかして──〉

〈何もいうな。質問はおれにまかせろ。レイディを見てろ。サインを見逃すんじゃないぞ──〉

　ジュード、首をかしげて、腕を組む。

　しばらく考えて、レイディに話しかける。

「……おまえ、えらいな。さびしくない？　相あい方かたがそばにいないって。アルみたいなのは別だけど、ソライロ、とてもいい子なのに」

「……まぁね。無ぶ愛あい想そうな子だけれど、いないと少しはさびしいわね。でも、パスで感じられるから」

　そうか、とジュードはうなずく。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして。

　レイディは敷しき物ものの上にだらしなくよこたわり、天てん井じように視線を向けて、口を開いた。

「そうね、……ひとつ聞いていいかしら。ジュード」

「おう」

「……さっきのニュースじゃないけど、……一年前の事件については、あたしは何も知らないし、聞かない。……けど、相方──じゃなくて」

　いえ、と首を振り、笑う。

「──ケンドー・アカノ。あなたの双ふた子ごの弟にして分身。そういう、ほとんど自分の半身にも近い存在を失うって、いったいどういう感じ？」

　ジュードは笑う。知らず、シリアスに。

「そうだな。真ま面じ目めに話すとするか。おれはあの日、心にたてた誓ちかいを裏切り、半身に等しきものを失った。そして、その結果わかったことは──」

「わかったことは？」

「……大事なものを裏切ろうと、大切なものを失おうと、地球は回り、世界は続くってこと。続く世界に生きていくかは自由だけれど、どちらにしても、やっぱり世界は続くんだ」

「……世界は、続く……」

　視線を合わせず、繰り返すレイディ。

　突とつ如じよ猛烈に背中の上、何もないはずの空間に痛みを感じ、ジュードは思わず顔をしかめる。ちくしょう、今日はなんでか多い。そして大きい。表情をゆがめて背中をさすりたそうなそぶりを見せるジュードに気づいて、レイディは微笑ほほえむ。

「相変わらず、つばさが痛む？」

「つばさなんて生はえていたことねぇよ。ハイブリッドだけど、一いち応おう人間だぞ？　おれ」

「そうね。つばさが生えてたことなんてない。だからあなたの背中の痛みはアルハズナイモノ。幻の痛みフアントムペイン。存在しない部分の傷は決して癒いやされることはない」

「……」

「それでも世界は続いて、あなたは生きていくのね。ジュード。半身を失った世界を。──どうしてあなたは、ヒーローをやめて探たん偵ていになんかなったのかしら」

「もう耳にタコができるほど聞かせてやったと思うけど」

「そうね。うんざりするほどに。酔うと必ずする話。でも、いま、聞きたいの」

「素面しらふなのに？　恥ずかしい真ま似ねをさせるなぁ。まぁいいか。嫌いじゃないし」

　ジュード、ごほん、とのどを鳴らして話し出す。

「なぜならヒーローは、正義の味方は、みんなの──主には企業イメージのためだけど、とにかく、正義の味方はみんなのために戦う存在だから。それはきっとすばらしいもので、天に輝く星よりもなお光り輝くもので、胸の内にあるべきそれを裏切った、おれにはもうヒーローを名乗る資格はない、と思う。……正直にいえばいまだって、おれは、その選択が本当に間違っていたとは思えないから。──だからヒーローにはもうなれないおれは、だったら探たん偵ていになろうと思う」

「なぜ、探偵に？」

「なぜなら探偵は、──少なくとも滅ほろびた世界から語り継がれている探偵は、確かに正義の味方じゃないけれど、それでもヒーローに近いものだと思うから。正義の味方がみんなのために戦う存在だとしたら、探偵は、たった一人の依頼人のために戦う、その人のための、その人にだけ用意された、一人のためだけの、味方。だから探偵は、なくならない。一人でも戦おうとする人がいる限り。そして、その人のために戦おうとする人間がいる限り。だからおれは、探偵になる。みんな、のためじゃなく、ただ一人の人を味方し助ける存在に。……もちろん報ほう酬しゆうはもらうけど」

　暗い部屋に、小さな笑い声が響ひびく。

　笑い声というよりは、断片的な吐と息いきのようなものだったが。

　やがて、レイディは身体からだを起こし、ジュードに向き直った。

「……やっぱり、あのときのあれはあなただったのね。ジュード」

「……な、何が？」

「ソードフォースとルーナスキャッツの最後の戦いのとき。あたしの本ほん拠きよ地ちまで攻めてきて、あなた、説教かましてくれたわよね？　覚えている？　レッドウィング」

「そ、それはケンドーのやつじゃないかな」

「いいえ。いまので──いまの雰ふん囲い気きでようやく確信できた。あれはあなたよ。あなた。組織と運命をともにしようとしたあたしたちにいったわよね？　思し考こうを転換しろって。あたしたちは敵てき性せい組織だったけど、それはルールによってそうなっているだけで、あたしたちは本当に悪ってわけじゃないって」

「それは別に、ヒーローにとっても、敵性組織だからって悪じゃないのは常識だし」

　敵性組織、というのはあくまで企業への敵対。それは既き存ぞん企業と合わない思想を持つ者たちの集まり。区民の支持を得られれば新たな企業になることもあり、相そう対たい悪あくではあっても絶ぜつ対たい悪では決してない。

「そうね。いまの世界はそれが常識。でもあたしたちは、そんなことさえ忘れていた。あなたがそれを教えてくれた。この世界に条じよう例れい、ルールが定められているのはあくまで共同生活のためであり、そのルールに従わないからって悪とは限らない。ルールとは、悪と正義を決め付けるためものではなく、だからルール的には間違っているからって自分の『存在』まで間違っているとは思うなって、いってくれた。本当に間違っているのは他人を意味なく傷つけることで、そうでないなら、自分以い外がいの他人のことも考え思いやれるなら、その存在は悪じゃないって。その言葉があったから、あたしたちは、ルーナスキャッツを解散し社会に復帰することを決めた。そしていまではけっこうしあわせ。かわいい女の子に囲まれて──まぁ、『女の子だけの企業区をつくる』って夢をあきらめたわけじゃないけど。でもこの社会は、ヤチホは、あたしたちの存在を、その思いを受け入れてくれた。だからあたしはあなたに感謝しているし、ヤオヨロズ、そしてヤチホが大好き。アルビオンなんて知らない、ここが、あたしの住むところ」

「ああ」

　たとえ元もと敵てき性せい組織の首しゆ領りようだろうと、ヒーローの裏切り者だろうと、受け入れてくれる街、ヤチホ。

　混こん沌とんとしていて、雑ざつ多たとしていて、街並みがきれいとか環かん境きようがいいとはお世せ辞じにもいえない胡う乱ろんな街。でも、だからこそレイディはこの街を気に入り、街の顔役のようなことまでしているのだろう。この街を守るために。それはある意味独どく占せん欲よくでもあるが、ヒーローが常じよう駐ちゆうしていないにもかかわらず乱暴な敵性組織がのさばらずあまり事件が起きないのは、やはりレイディの力が大きい。

　きっと本当に、レイディは、この街が好きで、

　でもレイディは古こ参さんの仲間全員をヤチホの外へ旅行させていて、どうやら戻ってくる予定は未定らしくて──

　しばらくの間、レイディとジュードは見つめ合っていた。

　やがて、あきらめたように息を吐き、レイディが、いった。

「そうね。ようやく確信がもてたことだし、ついでに恥はじをさらしておこうかな。明日世界が終わるとしたら、やっぱりいっておかないと。きっと後こう悔かいするだろうし」

「な、何が？　その不ふ吉きつな前置きは何？」

　実はね、とレイディはいった。

「あたしね、あなたのことが好きだったのよ」

「……な、に？」

「少なくとも、男にもまぁいいやつはいるんだな、って思えたの。だから、あのとき組織を解散した。……びっくりした？」

「おお、びっくりした」

「だからね、一年前、あなたがアニスに捨てられたって聞いて、少しうれしかった。まぁ、あなたとどうなろうって思っているわけでもないんだけどね。……ああ。いっちゃった。……恥はじさらしに、もうひとつだけ。お願い、ジュード」

「なに？」

「……早く、恋人をつくって。あなたに恋人がいないのはうれしい。けれど、つらい。変な夢を見ちゃうから。ありえない希望を見ちゃうから。……あたしとあなたが結ばれることなんて、絶対にないのに」

「……」

「あたしは友だちでいい。だから、早く恋人をつくって。そしてあたしに諦あきらめさせて──」

　レイディの目から、涙が一ひと筋すじ、落ちる──

　──ジュードは、ただ、うなずいた。

　アルと視線を合わせ、そしていった。

「……ああ。わかったレイディ。……本気で、考える」

「……お願い、ジュード」

「わかってる。まかせろ。すぐにも恋人を見つけて紹介してやるから。そのときは──一緒に旅行に行こうな。友だちとして。すべて終わったら、きっと──みんなを呼び戻して、一緒に」

「ええ。……必ず」

　ジュードは礼をし、レイディとの話はおしまい、きびすを返す。

　アルもその後に続き、来たときと同じエレベーターへと乗り込む。

　ドアが閉まる瞬間。

　視線が合って──

　さっきの涙はどこへやら、にやりと笑ったレイディが舌を突き出した。
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「エントランスまでお送りします。タクシーを呼びますか？」

「いい、いい。ロコちゃん、だよね？　じゃあまたね。次は武器をいっぱい持って乗り込んでくるから」

「お待ちしております」

　守しゆ衛えいアンドロイドと別れ、歩き出しつつジュード、アルにパス。

〈とりあえず、わかったことをまとめよう。──まず、レイディはだれかに脅おどされている。そしておそらく、見張られている〉

〈うん。そこでひとつ推測したんだけど、──レイディの周囲に不幸にあった人間はいない。いまのところは。だったら、どうやってレイディを脅おどかしたのか〉

〈実演〉

〈それも、ヒーロー相手に。きっとレイディだけじゃない。各かく企業区でそうやってヒーローを殺してみせることで裏の実力者を脅し、自分の行動を隠かくしてきたんだ、犯人は。そう、その力を誇こ示じするために、実演としてヒーローを殺してみせた。きっとカメラに録画して〉

〈でもレイディは、殺されることを恐れるような女じゃない。口の中に銃じゆう突っ込まれても平然としてむしろ舐なめしゃぶるような真ま似ねをしてみせるやつだ。ならレイディをあそこまで脅おびえさせたのは、ヒーローを殺害した事実ではなく、──その方法〉

　相手の武器を使う、なんて単純なものでは決してないその方法。

　あのレイディが、あそこまで脅えるほどの。

　ジュードは思わずこぶしを握る。

　レイディが、涙を見せた──あれはもちろん、口にしていた言葉とは裏うら腹はらなところで泣いたのだろう。もしかして、うその告白に信しん憑ぴよう性せいをもたせるための演技だったのかもしれない。

　だが、とジュードは思う。

　本当に、この街を、自分を受け入れてくれたヤチホを愛しているレイディ。

　にもかかわらず、昔からの仲間を街から出さなければならなかった。

　きっと、これからこの街で、何かとんでもないことが起きるのだろう。

　レイディはそれを知っている。

　だから、大事な仲間を避ひ難なんさせた。

　この街が本当に好きで、裏の世界を掌しよう握あくし街を守ってきたレイディ。麻ま薬やくから、犯罪から、節度を知らない敵てき性せい組織から──それなのにいまは何もできず、いずれ何かが、それも取り返しのつかない何かが起きるだろうことを知りながら、ただ仲間を避難させることしかできなくて──

　あのプライドの高い女が、ほとんどの男を軽けい蔑べつしているレイディが、男であるジュードのまえで涙を見せた。

　思わずこぶしを握ってしまう、理由などそれでじゅうぶん。

〈──まぁ、それはそれとして、アル？　あのセリフは録画したよな？　よし。すべてが片付いたあかつきには、あの告白を使って思う存分からかってやろう〉

〈案あん外がい本音も混じってたりして〉

〈それはない。わざわざ敵性組織をつくったほどだぞ？　あれの女好きは筋すじ金がね入りだ。──あー、でもあとが怖いなぁ。あの涙が演技ならばいいけど実はくやし泣きだったりしたら、それを見たおれらはあとでひどい目に遭あわされるかも〉

〈その価か値ちはあったと思おう。希き少しようなものが見られたし、面白い話も聞けたし〉

「……まぁ、とにかく」

　フロアを出る間ま際ぎわ。

　ジュードは壁のポスターへと近寄り、さっきは捨てたチラシを手に取る。

　結婚相談所のチラシ。

　恋人を、生涯の伴侶を求める人のための──

「『あなたにすてきな恋人を──ノーリビン・ホロスコープが提供する魅み惑わくの一夜で運命の出会いを』……ね」

〈──ゴールは近いぞ。アル。まずはバットのところへ。戦闘準備。そして──〉

「うん。見つけにいこう。──恋人を」

　二人はカジノを出た。

　しばらく歩き、空を見上げてエアタクシーを探す。そして──

「──ジュード！」

　上層で何かが光った、と思った瞬間、弾だん丸がんが三つ、飛ひ来らいする。脳のう内ない加速、ジュード、迫る弾丸を見る。有知能弾丸スマートバレツトはよけても標ひよう的てきを追ってくる。視し界かいの端はしで、アルが最大威い力りよくでフォースフィールドを張ろうとしているが、おそらく間に合わないだろう。強いフォースフィールドは展開するのに時間がかかる。それより弱いフィールドでは、弾丸の内包する運動エネルギーは止められない。反射的に手が動き、スーツに包まれていない顔の部分を守ろうとするが、おそらくそれも間に合わない。弾丸は三発とも、正確に露ろ出しゆつしている顔面を目指して飛んでくる──

《黒くろ猫ねこ！　退どけ！》

　インターフェースから声が響ひびいた瞬間、ジュードの頭部が衝しよう撃げきに包まれた。
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「ジュード！　だいじょうぶ！」アルの声。

「……あ、ああ」

　ショックに揺れた意識を立て直しながら、ジュード、目のまえで起きている現げん象しようを見る。

　ジュードの頭部の周りを強烈なフォースフィールドの帯おびが囲んでいて、それに捕らわれた弾丸がフィールド内をぐるぐる回っている。やがて──

「『吸引アブソープシヨン』」

　掛け声とともに、帯状のフォースフィールドが巻き取られる。弾丸も一緒に、掃除機の中に。

　掃除機、そしてこの見事なフォースフィールドを操あやつる技は──

「キクイチ？　……ソージ？」

「何やってんだよあんたは。こんなところにいるかと思ったら──」

　円えん筒とう型のボディを持った掃除機家か電でん、キクイチ・オーキとともに現れる、マビの学生服に身を包んだソージ・オーキ。

[image: ]

「す、すまんな。助かった。キクイチ、ありがとう」

「……助けたくて助けたわけではない。礼は無用だ。それよりいまのは何だ？　む？」

　再び、弾だん丸がんらしきものが飛ひ来らいする。

　ただし今度は肉眼で見えるほどの速度で。

　弾丸はジュードとソージの周囲を回りながら、近くのインターフェースを使って変へん成せいされた声を出す。

《そういうあなたがたこそなんです？　邪じや魔まはしないでいただきたい》

「邪魔とはなんだ？　いまの攻撃はおぬしか？　おぬし、いったい何者？」キクイチ。

《わたくしはブラックウィドウ。殺し屋です。そこに立つジュウドウ・アカノを殺すことがわたくしの目的。許可はちゃんといただいています》

　驚くソージ。

「さ、殺人許可が出たのか？　あんたいったい何をしたんだ？」

《……彼は、とある農場で愉ゆ快かいな七人家族を暴行し殺害したのです》

「……ゆ、愉快な七人家族を暴行？」

《そして殺害です。……すみません。愉快な、はわたくしの創作です》

「……にゃー」

　腫はれ物でも見るような目つきでソージとキクイチに見られ、ジュード、へこむ。

　ソージはしばらくジュードをにらんでいたが、やがて飛び回っている弾だん丸がんを無視し襲しゆう撃げき者がいると思おぼしき方角を見上げ、叫んだ。

「とにかく邪じや魔まをするな！　おれはこいつに用があるんだ！」

《用とは？》

　ソージはちょっとくやしそうな顔をして弾丸をにらみつけると、キクイチのほうに振り返った。

　キクイチ、ソージにうながされ、アルとネットで接続する。

　キクイチから送られてきたものを確かめ、アルは大きくため息をついた。

「──わーい。ソージたちには、三級決けつ闘とう許可証が出てる。裁判所からの正式な『ケンカ』許可。まぁ、こっちは一般的だけど、……やっぱりおかしい。ソージたちとは昨日きのう会ったばかりなのに、明らかに審しん議ぎがされていない。裁判所、どうなってんだ？　キクイチ、こんな許可証しよう、愚ぐ鈍どんな有機脳のうはともかく、おまえはおかしいと思わなかったのか？」

「おかしいことなぞ何もない。昨日の事件を見ればぬしらが悪党なのは明らか、我らがぬしらを成せい敗ばいするのに審議など必要なかったのだろう」

「……そーだ。おまえはそういうやつだったな」

　アルとキクイチの会話を無視してソージが叫ぶ。

「とにかく、そういうわけでこちらが先だ！　邪魔するな！」

《何を勝手な。ジュードさまと先に出会ったのはわたくしです》

「おまえな！　おまえが殺したあとでどうしておれらが決闘できる？　だいたい、愉ゆ快かいな農場一家だかなんだかしらないが、こいつがそんな、……そんな、……とにかく、そんなんで殺しの許可が出るのもおかしい！　あとで調べてやるから、おまえはとにかく引っ込んでいろ！」

《それを聞いてはますます譲ゆずれませんね。どうしても邪魔をするというのなら、条じよう例れいに認められた権利に基づきあなたを排除するまでです》

「……ほほう、おもしろい。殺し屋風情ふぜいがこのマビのヒーロー、クリーナー・グリーンさまを排除できると思うなら、やってみやがれ！」

《……あなた、ヒーローなのですか。……ヒーローが一般人に決闘を挑いどんでいるのですか？　世も末だ》

「こ、こいつは特別だからいいんだよ！　別にスーツは使わないし──」

　そのとき。

《ジュード！》

　アルの声が腕時計のインターフェースから届き、熱風とともに目の前に、エアタクシーが緊きん急きゆう着陸してきた。

　なぜか動どう揺ようしている殺し屋の声。

《ば、バカな？　いったいどうして──》

　おそらくアルがハッキング、操作しているのだろう。エアタクシーのドアがすべて開く。ジュード、急いでそれに乗り込み、反対側の扉からはアル、後こう部ぶ座席にソージとキクイチが座る。

　アル、タクシーを解放、操作はジュードにまかせて全ぜん処理能力をネットに集中、殺し屋を警けい戒かい、探たん査さする。

　ジュード、タクシーに命令コマンド。

「とにかく急いで離り陸りく、ここから離れろ！」

「わかりました。お客さまはシートベルトをお締めください」

　タクシーが浮き上がり、発進。地上二一〇〇メートルを目指し上昇を開始。

　あっという間に置き去りにされる、レイディのカジノビル。

　もはや弾だん丸がんも届かない、じゅうぶんな距離がとれたところで、ジュードはアルにたずねた。

「殺し屋は？」

「ダメ。場所を特定できなかった。事前に野の良らカメラを排除していたみたい。あと、いま襲おそってきたのもハードボディだ。それも最初の襲しゆう撃げきのときとは違うやつ。なかなか用意周しゆう到とうみたいだけど、今回はそれがあだとなったね。すぐには追ってこられないと思う」

「なんで」

「周囲にタクシーがこれ一台しかなかった。きっとこれ、あいつが帰るために用意していたやつだったんだろ。だから動どう揺ようしてたんだ」

　そこでキクイチが話に入りかけ、思いとどまるそぶりを見せた。

　代わりにソージが、バックミラー越しにジュードをにらみつけ、たずねる。

「……いったいなんだ？　なんなんだ？　あんたらに何が起こっている？」

「……実は正直、よく、わからん」

　そう、いったい何が起きているのか。

　ヒーロー殺しの犯人にしては、あまりにも手口が違う。かといって事件に関係ない単なる恨うらみにしては、許可証しようを取るなど手が込んでいる。──少なくとも、裁判所のデータをだます、なんてこと、そのへんの素人しろうとが簡単にできることではない。

「わからないって、あんたな」

「とにかく、空の上は落ち着かない。場所を変えよう。タクシー、行き先、バトラーマンズラボ。なるべく急いでくれ」

　いともあっさりタクシーは答えた。

「お断りします」

「……なんだと？　うわ？」

　ジュードの疑問に答えるかのように、タクシーの車体が垂直になる。

　そしてそのまま、重力に逆らい上昇を開始する。

　あっけに取られた四人に対し、タクシーは告げた。

「確認しました。ジュウドウ・アカノ。あなたをお連れする場所は、宇宙。本機はこれより、宇宙目め指ざして発進します。そのあとは……」

　そこで言葉を止め、しばらくして、続ける。

「……日ごろの行いがよければ、天国のほうへたどり着けるでしょう」

　ソージがドアへ、ジュードは窓へ手を伸ばした。

　しかし、鉄の棺かんおけさながらに、ドアも窓もロックされていて開かなかった。
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「一応聞いておくが、この車で宇宙に飛び出すことができるのか」

「あのね、ジュード。それができるならカリバーンなんてつくってない。だいたい宇宙に飛び出してどうするのさ。こんなすかすかの車体で。ま、普通のエアタクシーなら、いいとこ成せい層そう圏けんあたりでばらばらになっておしまいだろうね。しかも──」

「おい黒くろ猫ねこ。なんか寒いぞ」

「心配するな。ソージ。すぐ暑く──熱くなるから」

「ハッキングできぬのか？　おぬしはそれが得意技わざのはず」

「ダメだねキクイチ。おれじゃ。ツールがないと。ちなみにこれ、プログラムに手を加えているわけじゃない。新しい『宇宙目指して上昇する』みたいなモジュールが付け加えられていて、ジュードを感かん知ちしてそのシーケンスに移行、現在実行中──この手のプログラムは独立しているから侵しん入にゆうするための隙すきがないんだ。──外に出られるなら、ハードの側からなんとかできたかもしれないけど。ちなみに、窓とドアをロックしているのも別の独立プログラム。……このタクシー、あの殺し屋が帰るためのものじゃなくって、最初から、ジュードを閉じ込めるための罠わなだったみたい」

　おれを狙った、罠──ジュードは一人ごちる。

　あの殺し屋とは手口が違う。別べつ口くちなら、……なぜおれが、あそこにいるのがわかった？

　いや、それは問題じゃない。対象さえ絞しぼれていてやり方を知っているのなら、ネットと野の良らカメラを駆く使しして居い場所はすぐに見つけられる。現に殺されたヒーローたちも、一人きりのところを狙われ殺されている。ならばやはり問題は、なぜこのおれを狙ったか？　そしてどうやってこの細さい工くをしたか？

　アルの言葉が、続く。

「ああそうだ。ひとつ、わかった。なぜ裁判所が殺人なんて許可したか」

「……なぜだ？」

「殺し屋の許可証しようもソージのも、同日同時刻、〇三四七時に提出、許可されている」

「……同じ日の同じ時間、同時に？」

「そう。この犯人はソージと同じ時間にタイムラグなく割り込んで、ソージの三級許可を隠かくれ蓑みのにして一級の許可を取ったんだ。裁判所が許可を出したのは、本当はソージのだけなんだけど、タイムスタンプが同じだから一級の許可も通ったみたいに処理されている」

「そんなことが、できるのか？」

　というか、そんなことができるのは──

「特とく殊しゆなツールがあれば──たとえばヒーローが持っているような割り込みようのツールなら、できる。ついでにいえば、タクシーに細さい工くすることも可能。だから聞くけど、キクイチ、いまツール持ってない？　それがあれば助かるけど」

「あれは仕事中しか持ち歩けない。いまは半日休きゆう暇か中だ」

「じゃあ、今度はソージ。ソージが許可証申しん請せいする時間、知っていたのはだれ？」

「そ、そんなの知るかよ。だいたいおれだって、いつ申請したかなんて知らないんだ」

「なんでさ。申請したのソージだろ？」

「おれは始し末まつ書と一緒に提出しただけだ。要望として。たぶんリーダーが、おれの意を汲くみ申請してくれたんだと思う」

「……リーダーって、……エリカが？」

「ちょっと待て。公開されていないリーダーの名前を何でおまえが知っている？」

　しん、とタクシーの中が静まり返る。

　高度のためか、吐く息が白い。

　激しいＧに耐えつつ、アルとソージの会話を何とはなしに聞きながら、ジュードは考える。なぜ自分が狙われているのか。……恨うらみ？　それにしたって生命を狙われているとしたら、なぜこう『遠回り』なのか。本気で死を願っているなら、あのスマートバレットの殺し屋のような中ちゆう途と半はん端ぱなやつよりももっと適したプロフェッショナルがいたはずだ。本当にジュードを殺したいのなら、タクシーに宇宙を目指させるよりももっと効果的なやり方がある。考えたくないが、たとえば爆ばく弾だんを仕掛けるとか。もちろんいまの状況もじゅうにぶんに致ち死し的だが──

「周囲に迷めい惑わくをかけたくなかった？」

　いきなり発されたジュードの問いに、ソージとキクイチがぎょっとする。しかしアルには通じたらしく、黒くろ猫ねこ、うなずく。

「それはあるかも。ただ、なんかもうひとつ、印いん象しよう、みたいな感じだけど──」

「……試されている、か」

「うん。そんな感じ。あの殺し屋も、このタクシーも、殺人というよりは試している、どこかそんな印象がある。何を試されているのかわからないけど。──どちらにしても、こちらはナノマシン＝ウィルス事件とは関係なさそう」

「ウィルス事件？　ちょっと待て！　それはどういうことだ！　リーダーの名前も知っていたし、おまえらいったい──」

　ソージ、後こう部ぶ座席から手を伸ばし、ジュードにつかみかかる。

　しかしジュードはそれをあっさり押さえ、首を振った。

「落ち着けよ、ソージ。気になるのはわかるが、いまはそんなことを気にしているような状況じゃないだろ」

「な、ん、だと！」

「だから落ち着け。……確かに、いまはやばい状況だ。正直、どうくぐりぬければいいかわからない。──こういうとき、だからこそ、落ち着くんだ。チャンスが来たとき逃さないように。おまえもレギュラーヒーローになったんだったら覚えておけ。いいか？　ヒーローは、ピンチのときこそ冷静に」

　ジュードに肩を叩たたかれ、ソージは乱暴にそれを払いのけた。

「……あんたに、ヒーローのなんたるかなんて語られたくない」

　それでも落ち着いて──ふてくされているようにも見える──後部座席に深く腰掛けたソージに、ジュードは笑い、思し考こうに戻る。

　Ｑ．なぜおれが狙われているのか。

　Ａ．わからない。

　Ｑ．なぜヒーローたちは殺されたのか。

　Ａ．実演──実験？　そして脅おどすため？

　Ｑ．どのようにしてヒーローたちは殺されたのか。

　Ａ．それはおそらく、普通に殺されるよりも恐ろしい手段。あのレイディですら脅せるような。そのヒントは、ヒーローたちの、自分たちの使う武器で殺されているという状況。

　抵抗もなく真ま正面から殺された、ヤマトブレード。

　──愛にあふれていたというリンカーン博士。盗まれた博士のナノマシン＝ウィルス。

　Ｑ．なぜ、アンドロイドは無害なウィルスを散さん布ぷしているのか。

　Ａ．実験のため？

　実際に実験結果がどこかに送られている。しかしそれはどういう実験なのか。無害なウィルスを撒まくことで、いったい何がわかるのか？　そういえば、盗まれたという博士のナノ＝ウィルスは、完成していたのか。それともまだだったのか。どういうウィルスだったのか。なぜ犯人は、それを盗んだのか。ウィルスデザインには個人のタッチが出る以上、発表すれば博士のものだということはわかってしまうはずなのに。──発表する気はなかった？　利用する気はなかった？　そもそもウィルス自体が目的ではなかったのでは？

　逆に考えればどうだ？

　盗むために博士を殺したのではなく、博士を殺してしまったことでそのウィルスを持っていかざるを得なかったのだとすれば？　それはどういう状況だ？　たとえば？

　──なぜ、博士は死んだのか──

「……ウィルスは、完成していなかった？」

「──ジュード。考えるのはいいことだけど、とくにおまえには必要だけれど、そろそろだ。こっちに集中してくれ」

「……ああ。わかっている。いつだっておまえにはおれの助けが必要なんだ」

「ジュードって本当に、逆の発想が好きだよね！」

　アルの声にうなずいて、ジュードはほおを叩たたくとシートベルトを確認、次いでダッシュボードから、マニュアル操そう縦じゆう用の操縦桿かんを引き出す。もちろん、いまの段階ではなんの意味もなさないが。

　おい、と後ろからソージの声がかかる。

「……い、いったい何をしているんだ。何を待っているんだよ、おまえらは」

「待っているのは当然チャンスだ。ま、あまり期待しないでくれ。これはもしも、の賭かけだから」

「賭け？」

　ジュード、うなずく。

「ああ。どうやらこいつは、おれをはめるための罠わならしい。最初からおれが、……あるいはおれたちだけが標ひよう的てき。おれの存在を感かん知ちして、プログラムは動き出した。おれたちを宇宙まで連れて行くために。だから、アルはともかくおまえたちの体重までは計算に入っていない、かもしれない──もしか、したら。宇宙に行くのは大変なんだ。おまえたちというイレギュラーにより、このままでは飛行に支し障しようが出るかもしれない。もしかしたら」

「！」

　目を見開いたソージたちに、続けるアル。

「そして、この手の閉じたプログラムは、モジュールとして使うのは簡単だけど自分自身には応用が利かない。何か狂いが生じたら、リセットして最初からやり直し、どこが間違っていたか探すしかない──もっとも条件が『ジュード』で分ぶん岐きするなら、その間違いには永遠に気がつかないことになるけど。とにかく、これがこの手のプログラムの弱点で、おれたちが待っているのはそれ。タクシーがシーケンスをリセットし、何を間違えていたか最初からやり直そうとする瞬間に──ジュード！」

　アルのかけ声にジュード、急いで操縦桿を握り、引く。

　力なく揺れていた操縦桿が次の瞬間ロックされ、動かすことに手ごたえが現れる。

　──コントロールの奪回、成功。

　ジュードは操縦桿を引き、急きゆう転回、エアタクシーを地上へと向けた。

「──よし、成功。賭かけに、勝った、みたいだな」

　ジュードのつぶやきに、後ろから大きなため息が聞こえる。

　が。

　アルがいった。

「いいや、まだだ。──上昇をくい止めたことで、プログラムが別のモジュールに移行した。ジュードが操そう縦じゆうしたことで、優ゆう先せん順位の高いマニュアルコントロールは取り戻せたけど──」

「……今度のプログラムはなんだ？」

「……『速度そのまま、三分後に爆発』」

「「ば、爆発！」」ソージとキクイチ。

「……にゃー」

　──時間がない。救きゆう援えんを呼んでも間に合わない。

　ジュード、車体を垂直にして地上に向かう。霧のような雲の中を突き抜けて、すぐに地表が見えてくる。ちなみにエアタクシーの窓ガラスは摩ま擦さつで生まれた細かい傷で真っ白に。

「ど、どうするんだよ！」ソージ。

「そんなの決まっている。できるだけ地表に近づくから、飛び降りろ。フォースフィールドを全開にして逆噴ふん射しやをかければ、………………まぁ、死にはしないだろう？　おまえらなら」

「そ、そんな」

　かつて知ったる空の景色。勘かんを頼りに、ジュードは広い公園がある場所を目指す。どこかの学校の校庭でもいい。急がなければ、爆発する。高い高度で飛び降りれば、いかに強力なフォースフィールドを備えているキクイチボディの力を借りても死は避けられない。なるべく地表に近づいて、しかし速度は落とさないと、でも時間がなくて──

　島のようにぽつぽつと浮いた雲の下に、街の姿が見えてくる。

　──いい場所がある。

　一面緑の酸さん素そ供給用緑りよく地ち公園。人の姿はほとんどない。

　掃除機家か電でんのキクイチが持つ、ヒーロー仕し様ようのフォースフィールドクリーナーを使えば──

「ソージ、用意しろ」

「お、おお」

「キクイチ。おまえの掃ち除か機らでこのタクシーにブレーキかけられないか？　少しでもスピードを落とせればいい。……もちろん、自分たちを守る分のエネルギーは残しておけよ？」

「……了りよう解かいした」

　わずかに減げん速そくする感かん触しよく。

　右に左に車体を流し空気でブレーキをかけながら、ジュード、タイミングを計る。窓が役に立たないので、マニュアルでドアを開く。車内に風が吹き荒れる。

　──かつてカリバーンでも、こうした任務をよく行った。

　身体からだが風を、その感かん触しよくを覚えている。

　……これほどの速度は出してなかったし、人間をそのまま落としたりはしなかったけど、

　うまく、的まとに／公園の広場に、合わせて──

「よし、ソージ、キクイチ。そろそろだ。タイミングはこちらでカウントする。いくぞ」

「ま、待て、ジュード。あんたもこっちにこい。じゃないとフォースフィールドで包めない」

　ジュードは首を振る。

「それは魅み力りよく的な提案だが、そうしたらだれがこれを運転するんだ？」

「……な、に？」

「こんな街まち中なか、このスピードで爆発させるわけにはいかないだろ？　おれが望んだことじゃないが、それでもおれにはこいつを安全な場所で爆発させる義務がある。……いいからおまえらは、いけ」

「ふ、ふざけるな！　そんなの！」

「心配するな、おれは死なないから。むしろこの速度からおまえと一緒に飛ぶほうが怖いわ。下へ手たしておれもおまえもどちらとも助からないなんてことになったらそれこそ地じ獄ごくへ一直線。別々のほうがお互い助かる確率が高い。キクイチ、ソージのこと、頼んだぞ」

「……………………承しよう知ち」

「待て！　てめえ！」

　それでも何かをいいかけたソージを、キクイチのフォースフィールドが包む。

　高こう密度のフィールドに阻はばまれ、口をパクパクさせながらしかし声の聞こえてこないソージの様よう子すにジュードは笑い、キクイチにいう。

「心配するな、と伝えとけ。おれは必ず生きて帰るから。決けつ闘とうはちゃんと受けてやるって」

「……その言葉、忘れるな」

「ＯＫ。約束だ。それじゃあ、いいな、いくぞ──アル、カウント！」

「よし、カウント３で開始、３・２・１！　ＧＯ！」

　エアタクシーにターンをかける。

　風吹き荒れる視し界かいの隅すみに、フォースフィールドに包まれてうすぼんやりと光りつつミサイルのようにかっとんでいくソージとキクイチの姿が一瞬見える。思ったとおりの角度で、公園の広場に向かって。それを最後まで見ることなく、操そう縦じゆう桿かんを切って進路を定めると、轟ごう音おんの中、ジュードはアルにたずねた。

「あと何秒？」

「一分強」

「ぎりぎりか。……ちなみに、爆発は止められないんだな？」

「いや？　プログラムの変更は不可能だけど、エンジン部ぶ位いにはアクセスできた。五分くれればエンジンを停止させてみせるけど？」

「……一分強ね。やっぱりやるしかないか。うん。アル。バットと連絡は？」

「うわ、聞かなかったことにされた。とっくに連絡したよ。もう準備して待っていると思う。……ところでジュード、こんなときになんだけど」

「なんだよ」

「この戦いが終わったら、おまえ、結婚するんだって？」

「何なに気げに人の死亡フラグを立てようとするな。そういうおまえこそ好きなあの子に告白するって？」

「──あー、恋か。そうだな。してみたかったな。どっかにミニッツリピーターのついた機械式腕うで時計の家か電でんなんかいないかな──」

「機械式の家電て、おまえ。文字どおり脳みそないぞ？　そいつ」

「それぐらいがいいよ。女は。いまだからいうけど、アニスはひどい女だったし、その相あい方かたも最悪だった。ジュードが振られてほっとした。正しよう直じき女はこりごりだ」

「……にゃー」

　なんて会話をしているうちに、ジュードの友人、ユキノスケ・バトラーマンとバット・バトラーマンの経営している『バトラーマンズラボ』の広い敷地が見えてくる。

　何しろ警察用のパワードスーツを製造しているラボだ。各かく種しゆ実験のための空間をじゅうぶんとり備えもきちんとしてある。だからここなら、だいじょうぶ。爆発の被害は敷地内ないでとどめられるし、敷地内もそれほど被害は受けない。だからここなら、だいじょうぶ。……だいたいここは、本来、航こう宙ちゆう機きの離り着ちやく陸りくを想そう定ていした場所であり──

　背中が、痛む、

「ジュード。バットからＯＫが出た。時間は──あと五秒！」

「よし。いく」アクセル固定。

　次の瞬間、ジュードとアルは車外に躍おどり出た。

　すさまじいスピードで、エアタクシーが地面につっこんでいく。それに負けないスピードで、ジュードとアルもつっこんでいく。車と少しだけ角度の違う方角に、少しだけ遅いスピードで。

　四秒。

　フォースフィールドは展開しない。まだ。加速された精神で、ジュードはただ、時を待つ。

　三秒。

　このスピードでつっこんでいけば、アルのボディとパワースーツのフォースフィールドじゃ助からないだろうなと思う。アルはいい。ハードボディには替えがある。アルも用途別べつのとバックアップにちゃんと複数持もっている。だがジュードの身体からだには当然ながら替えがない。

　二秒。

　ふと思う。──替え？　──待てよ？　ハードボディの、替え？　そうだアルもいっていた。博士は当とう然ぜん複数の──

　一秒。

　エアタクシーが地面に激げき突とつ、爆発した瞬間、脳のう裏りにアルのベルが響ひびき、ジュードはフィールドを展開、背中を守る──背中と手足の背側、そして手のひらに全エネルギーを集中、フォースフィールドを形けい成せいさせる。同時にアル、自分の身体からだは守らずに、ジュードにくっつきフォースフィールドを伸ばす。広げる。つばさのように展開する。

　そう。それはまさしく、つばさ。

　エアタクシーの爆発が生んだ激しい爆ばく風ふうを、そのつばさが受け止めて、ジュードの身体が一瞬宙ちゆうに浮き上がる。つっこんでいく角度が変わる。爆風をフォースフィールドのつばさで受け止めて、つばさでブレーキをかけながら、それでもジュードは地面につっこんでいく──

「──なむさん！」

「──え？　だれさんて？」

　次の瞬間衝しよう撃げきが全身を覆おおい、そこでついに意識が途と切ぎれる。最後の最後にジャンクなセリフを脳に残して──

　ジュード、暗あん転てん。
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　　　　１．







　それは夢。

　而しかして事実。記き憶おく。本当に、あったこと。

　ケンドーが、笑いながらスイッチを押す。

　ジュード、それを止めようとするが、ケンドーは聞かない。それがどんな結果を引き起こすかを知りながら、ケンドーはスイッチを押す。一度は戻った宇宙ステーションが、再び軌き道どうを外れだす。重力の命じるままに、地球へと向かって。

　ケンドー、笑いながら、ジュードに告げる。

　選択を求める。

　さぁ、決めろ、と。

　そしてジュードは──







　　　　◆







「ダレサンデモネェ！」

「ええ？　きゃ！」

「うわ！　ごめん！」

　叫びながら飛び起きたとたんに少女の顔が目に入り、ニアミス、ジュードはあわてて顔をそらして再びベッドに倒れ込む。うつぶせになって。あぶねーキスしてしまうところだったよもっともあの速度だったら前歯で唇くちびるを破ってしまって流血沙ざ汰た、だったろうけど。

　エリカの声。

「あ、あの、だいじょうぶですか？　うなされていたみたいですけど」

「ああ。だいじょうぶ。ここは──」

　エリカに笑顔をみせ、ついで見覚えのある天てん井じようを見上げ、思い出す。

　──そうだ、戦闘用のスーツを取りにきたんだ、ここに。

　それなのに、エアタクシーに仕掛けがしてあって、そのせいですごいスピードのタクシーから飛び降りなければならない羽は目めに陥って──

　背中から──本当に背中から──鈍どん痛つうが走って、思わず表情をゆがめる。

　壁のインターフェースから、声。

「おや。お早いお目覚めで。さすがはジュードさま」

　とたとたと走ってくる音が聞こえて扉が開き、エリカと同じくらいの年としごろの少年が、部屋に走り込んでくる。

　少年──ユキノスケ・ド・バトラーマンは包ほう帯たいの巻かれたジュードの手を握り締めると、ジュードの顔が苦痛にゆがんでいることも気にせずにそれをぶんぶん振って満面の笑みを浮かべ、そのまま部屋を走り出ていった。そして。
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「失礼します」

　声とともに、部屋の中に初しよ老ろうの男のホログラムが現れる。

　ユキノスケの相あい方かた、バット・デ・バトラーマン。パワースーツの家か電でん。

　昔の映画を見て執しつ事じに憧れ、片メガネ、執事の格かつ好こうをしている変わった家電。

「お久しぶりです。ジュードさま。……あなたはいつも、私たちの度ど肝ぎもを抜いてくださいますな」

「おう。バット。楽しんでもらえたなら何よりだ。楽しんだ、といえばユキノスケ、なんかすごくうれしそうだったけど、いいことでもあったのか？」

「あなたが先ほど身体からだを張って入にゆう手しゆしてくださったデータですよ。ありがとうございます、ジュードさま。あなたが身を削けずって得てくれたデータのおかげで、私たちのラボはまたひとつ壁を越えました」

「……そうか。それはよかった」

　ユキノスケとバット・バトラーマン。

　世界有数のパワースーツ・デザイナーにして、かつてチーム・ソードフォースのグリーンカラーを務めていたジュードの友人。特に問題を起こしたわけではないのだが、ジュードを追いかけソードフォースを辞やめて、現在はヤチホで警察用の──そしてこっそりヒーロー用の──パワースーツをつくっている。ちなみに、ジュードが使っているものは市販される前段階の、欠点があったりリミッターが設定されていなかったりパワーが強すぎたりときどき爆発・危険だったりする試し作品であり、ジュードは無料でスーツを使わせてもらう代わりにモニターとしてデータを提供している。肉体全ぜん身しんを使って戦うジュードのスタイルはスーツのデータを集めるのに最適で、それをもとに改良を重ねられたバトラーマンズラボ製のパワースーツは世界的に大だい好評、世界議会でも採用されているすぐれもの。

　ちなみにジュードは探たん偵ていの七つ道具として、ワイヤー入りのカフスをはじめそれぞれ異なるギミックを持つ七種類のカフスボタンを持っているのだが、それもバトラーマンズラボ製。こちらはジュード専用なので市し販はんされてはいないが、その機能は形を変えて市し場じように出回っている。

　バットの言葉にうなずき、だがな、とジュード、首を振る。

「でもバット、今回のデータはあまり参考にならないんじゃないか？　あのスーツを着てればだれでも最高速度のエアタクシーから投げ出されても助かるってぇわけじゃない。おれが助かったのは、おれが柔じゆう道どうの奥おう義ぎを駆く使ししたからだ」

「柔道の奥義？　それは？」

「初しよ伝でん之の一いち──『前回り受身』。衝しよう撃げきを一箇所で受けず全身に散らすことにより、肉体を守る古代の奥義だ。地面に当たる寸すん前ぜんにそれを駆使したからこそ、おれは無事だったんだ」

「ほほう、なるほど。それでスーツのあの破れ方」

　うれしそうに手を叩たたく、エリカ。

「あたしも知ってます！　柔道のみならずたいていの武道に伝えられている、それだけ重要な奥義ですよね。なんでも、こういう格かく言げんがあるそうです。『受身を制するものは受身に泣く』と」

「……それはどういう意味でしょう？」

「たぶん、泣くぐらいまで練習してようやく受身を制することができるようになる、って意味ではないでしょうか。受身の鍛たん錬れんって、地味なわりに身体を痛めてつらいですから。それでも、泣いてでも練習しなければ極められないと」

「ほほう。なるほど。確かに地味な反復練習こそすべての基本ですからな。基本をないがしろにする者はどんな世界でも大たい成せいしない。それはスーツの世界も同じこと」

　うなずきあっている二人を見て、ところで、とジュード、たずねる。

「……なんで、エリカがここに？」

　はい、とうなずくエリカ。

「ウィルスの分ぶん析せきなんですけど、マビまで持っていく時間がもったいなかったのでヤチホの警察に頼んだら、ここを紹介してくれたんです。……まさか、元ソードフォースの方のラボとは思いもしませんでしたけど」

「なるほど。……ちなみに、いつからここに？」

「記者会かい見けんを終えてから、ずっとここにいましたけど。……どうしてですか？」

「いや、……マビと話してくれたのかな、って思って」

「それは……その……」

　言いよどんでいるエリカを見ていると、パスからアルの声が届いた。

　姿は見せていないが、どこからかこの部屋を見ているらしい。

〈ジュード。エリカの言葉は本当だ。彼女は朝からずっとここにいる。外に出かけた様よう子すはない。エアタクシーに仕掛けをするなんて不可能だ〉

〈……そうか。だったらやっぱり、そっちの犯人は──〉

　と。

「失礼します」

　扉が開き、まずアル、ついでカノンのハードボディが入ってくる。カノンは無表情、その手に大きなスーツケースを抱えもち、黒くろ猫ねこはしゃなりと気取った感じ、新品のボディを見せびらかすような動作で。アルのハードボディが新しいものに換わっているのは、やはり先ほどのタクシーダイブで大たい破はしてしまったからだろう。家か電でんの本体は珪けい素そ脳のうとリンクしているソフトウェアであるためボディに縛しばられることはなく、たいていの家電はボディを用途別べつに複ふく数すう所有している。なお、ほとんどの家電は規模に差はあれ自分の工こう房ぼうを持っていて──ボディの製造自じ体たいは専門の工場に委い託たくしたりもするが──基本的なボディの設計や維い持じ、簡単なメンテナンスは自分自身で行う。アルもバトラーマンズラボに自分の工房を所有しており──探たん偵てい事務所は狭いため、ラボを間ま借がりしている──そこで自身のボディの製造や目覚ましづくりを行っている。

　カノンは手に持っていたスーツケースをどうぞ、とジュードに差し出すと、いった。

「それでは、目覚めてすぐですみませんが、何があったのか話していただけますか？　ニュースの映像は見ましたが、あまりにも断片的で」

「何。見たまんま。まず殺し屋に狙われて」

　エリカの目が丸くなる。

「こっ殺し屋？　ですか？」

「ああ。次にソージが決けつ闘とうにきて」

「ソージが？　決けつ闘とう？」

「最後は上昇志し向こうのタクシーに宇宙を目指すのを付き合わされた」

「……なんでいきなり、そんなに事件に遭あっているんですか？」

　エリカ、はぁ、とため息をつき、やおら顔を上げ、ジュードに迫る。

「も、もしかして、事件の真相に肉にく薄はくしちゃっているとか？」

「……んー、まぁ、ぼちぼち、かな。ところでソージは、無事？」

　質問はアルにしたものだったが、カノン、答える。

「はい。ソージは無事です。周囲にケガ人も出ていません。──あえていうならキクさんのボディが大破しましたが。ジュードさん。あなたの爆ばく撃げき──もとい投とう擲てきの腕はたいしたものだと鑑かん識しきがほめていました」

「そりゃどうも」

「計算したのはおれだけどね！」

「……ま、そういうことにしておくか」

「……生なま暖あたたかい目つきでそういうこというな！　うわ、なんだよそのカワイソウナコに対するような態度は」

　ジュード、スーツケースを開き、新しいスーツを取り出す。

　白い上下に黒のワイシャツ。赤のタイ。派は手でだなんだといわれようが、これがジュードのお気に入り。ちなみに現在の恰かつ好こうは、ほとんど全身に包ほう帯たいを巻いてその上からインナーをつけているというものなのだが、包帯は正確には包帯ではなくナノマシンのベルト。少しずつ身体からだの内に染み込んでいき破は損そんした細さい胞ぼうや疲れた器き官かんを癒いやし、用事がすめばお通じとともに体外に排出されるすぐれもの──これも在りし日のリンカーン博士のデザインらしい。

　スーツの装着を開始しながら、ジュードは片メガネをつけて執しつ事じの恰好をした初しよ老ろうの男のホログラム──バット・バトラーマン（パワースーツの家か電でん）にたずねた。

「……それで？　そちらで何かわかったことは？　……聞いてもいい？　エリカ」

「あ、はい。どうぞ。かまいません。さすがですね。こちらさんのおかげでかなり進展しました」

　エリカの許可を受け、バット・バトラーが話し出す。

「ではまず、このウィルスの特性ですが、マビのラボの方々は勘かん違ちがいなさっておられたようですが、このウィルス、決してなんの影えい響きようも及ぼさない、というわけではありません」

「というと？」

「人じん体たい内に入ってはじめて活性化、寿じゆ命みようが短く、活性化してから五分ほどで自じ滅めつする。それは間違いありません。しかし、何の影響も与えない、というわけではない。活性化している五分の間、このナノマシン＝ウィルスは、珪けい素そ脳のうに働きかけて、家電の人間に対する好意を増大させるのです」

「……なに？」

「つまり、このウィルスが活性化している間、家か電でんは相あい方かたの人間に対して『ラブラブ』になるわけですな。……正直驚おどろきました。これは間違いなくリンカーン博士たちの仕事です。それも、当時よりはるかに進化している。……生きておられたのですなぁ。あのかたがた。分野は違えど同じデザイナーとして、ぜひ会ってみたい」

「……」

　そうか、とジュードは腕を組む。

　話を続けるバット。

「そして、このウィルスの特徴は、それだけではありません。本当に驚くべきは活かつ性せい化かするまえ、このナノ＝ウィルスは普段は『種たね』の状態であるということです」

「……種？　種って、あの、植物の？」

「そうです。その種。聞いたことありませんか？　世界が新しん生せいする前の時代の蓮はすの種が、時を超えて芽め吹ぶいたという話。このナノ＝ウィルスは、それよりもはるかに頑がん健けんで生命力にあふれた『種』です。人間の体内に入れば活性化して五分で自滅しますが──この性質もリンカーン博士がみずから定めたバイオハザードを防ぐための措そ置ちですな──不ふ活性化した種の状態では、このウィルスは過か酷こくな環かん境きようの変化に耐え、百年でも生き延びるでしょう」

「過酷な環境？」

「ええ。深海の圧力にも、真空にも、高熱にも極ごつ寒かんにも耐えます。そういうものにデザインしてある。この美しいシンプルさには脱だつ帽ぼうですな。これこそ、このウィルスの本当の特質でしょう」

　──だがしかし、なんのためにそんな？

　考え込んだジュードのよこで、エリカが手を叩たたき、バトラーを褒ほめる。

「やっぱり、ソードフォースの人たちはさすがですね！　あたしたちが二週間かけて気がつかなかったことを、半日かけずに見つけ出すなんて！」

「まぁ、それもしょうがないでしょうな。サンプルも少なかったのでしょうし、あなたがたは事件解決にあせったあまり、二つほど勘かん違ちがいなさっていたようですから」

「……それって、なんでしょう？　教えていただけますか」

「いいですとも。まず、あなたがたはナノマシン＝ウィルスの、人じん体たいへの影えい響きようばかり考えていた。だからわからなかったんです。このウィルスは人じん体たい内の珪けい素そ脳のうを通して家電に影響を与えるものだったのですから。きちんと比ひ較かく対たい照しようを行っていればすぐにわかったはずなのですが」

　口を挟むジュード。

「ちょっと待て。比較対照って、いったい何と比べたんだ？　ていうかどうやって調べた？」

　簡単ですよ、とバット。

「ウィルスサンプルを、ユキノスケに感かん染せんさせてみたのです。……いえ、五分で自じ滅めつする害のないもの、というのはわかっていましたから。デザインタッチでリンカーン博士のウィルスだということはわかっていましたし。あのかたのウィルスは安全なことで有名で、それを誇りにもしていましたし。……そんなにらまないでください、リーダー。家か電でんの私が相あい方かたを危険にさらすわけないでしょう？　実験は万ばん全ぜんの備えで行いました」

「何が万全だ！　じゅうぶん危険だっつうの！　これだから科学者は、まったく……」

「しかしですね、自分に感かん染せんさせる、というのはこの分野ではけっこう一般的な実験方法なのですよ？　事前にちゃんとバックアップも取りましたし」

　……ちょっと待て。

「バックアップって、なんの？」

「もちろん、私とユキノスケのブレインマップです。自じ我がから記き憶おくまで、すべての電気信号をコピーしたもの。ええと、アルから聞きました、あなたを襲おそった殺し屋の、スマートバレットに移い植しよくされていたのと、まあ規模こそ違いますが、基本的には同じものでしょう。これがいざというときのバックアップであると同時に、比ひ較かく対たい照しようの相手となります。記録した元の自分と感染後ごの自分を比べて違いを探す。そしてその差さ異いがあまりに激しかったり不ふ可か逆ぎやくだったりするような致ち命めい的な事態が起こってしまった場合、このバックアップと治ち癒ゆ再生ナノマシンを用いて強制的に脳のう内ないを元の状態に、上うわ書がきする。バックアップ実験は普通に行われている実験方法であると同時に、Ｓ級認にん定ていのデザイナーには義務付けられているやり方ですよ？　リーダー」

「……だったら、リンカーン博士もそれをしていた可能性は」

「もちろん、博士ほどのデザイナーならもはやそれは義務でしょう。あれほどの頭脳が失われるのは惜おしいですから。博士が死んだ、と認定されたときも、マビは必死になってバックアップを探したはずです。……なんでもコンピューター内のデータは完全に失われていたそうですが──」

　ジュード、アルと目を合わせる。

〈これで、ほぼピースはそろったな。アル〉

〈うん。あとは、動機だね。それこそ本人に聞いてみないとわからないけど〉

　押し黙ったジュードに、エリカ、心配げに目を向けたのち、バットにたずねた。

「……それじゃあ、二つ、っていいましたよね？　もう一つの間違いは？」

「そちらはもう、完全な捜そう査さミスです。きっと、あまり重要視ししていなかったのでしょうね。だから人じん体たい内で活性化した場合のことばかり調べて、活性化していないときのことを考えなかったのでしょう。もう一つの間違いは、あのアンドロイドです」

「……ナノマシン＝ウィルス散さん布ぷアンドロイドが？」

　執しつ事じは首を振り、おもむろに、いった。

「そこが間違っているのです。このアンドロイドは、ナノマシン＝ウィルス散布用ではありません。『逆』です。このアンドロイドに内ない蔵ぞうされていたナノ＝ウィルスは、散布するためのものではありません」

「……え？」

「このアンドロイド内に残っていたウィルスは、散さん布ぷするためのものではなく、回かい収しゆうされたものです。このアンドロイドはナノ＝ウィルス散布アンドロイドではなく、ウィルス回収アンドロイドなのです。おそらく、散布した不ふ活かつ性せい状態のナノ＝ウィルスが特とく殊しゆな環かん境きよう下かで変質していないか調べるための──アンドロイドが送っていた実験ログは、おそらく、それを調べたものでしょう。……少なくとも、ウィルスを散布した結果などこのウィルスに限っていえば送る意味がない」

　エリカ、呆ぼう然ぜん。

「……ウィルス回収アンドロイド……」

　ジュード、納なつ得とくしつつバットに聞く。

「なるほどな。……だとしたら、散布した場所はどこだ？　『特殊な環境下で変質しないか調べるため』なら特殊な環境から撒まかないと意味がないよな？」

「それは、……砂漠、北極、深海、火山……どこも遠すぎますな。回収アンドロイドを設置した場所までウィルスがたどりつかなければ意味がない。ヤチホの近くで、もっとも特殊な環境といえば──」

「──宇宙」

　一言つぶやくと、アル、ベッドによじ登り、ジュードに紙切れを手渡した。

　レイディのカジノバーにあったポスター。

　そのチラシ──『あなたにすてきな恋人を──ノーリビン・ホロスコープが提供する魅み惑わくの一夜で運命の出会いを』──には様々なイベントの予定が書かれ、中にはこんな一文がある。

　『ヤチホ初の宇宙ステーションでグループパーティのお知らせ』

　アルからのパス、

〈実験は、宇宙からウィルスを撒いても、真空やら宇宙線せんやら大気圏けんの洗礼を浴びてもウィルスが変質しないか調べるためのもの、そうだとしたら、だったら犯人の目的は〉

〈宇宙からのウィルスの散布。もっともそのとき撒くウィルスは、──この宇宙ステーションが、未完成じゃなく、工事が止まっているわけでもなく、ステーションとしては未み完成でも、その目的からはすでに完成しているとしたら〉

〈──レイディは仲間を避ひ難なんさせた。そして、自分の相あい方かたを隔かく離りしている。だったらそこから撒かれるウィルスは無害なんてものじゃなく、きっと、あのレイディを脅おびやかすほどの──〉

　押し黙ったまま、ジュードはワイシャツのボタンをはめる。

　カフスをとめて、ズボンをはく。

　バットとエリカ、そしてカノンは黙ってジュードを、そしてアルを見つめている。

　ジュード、アルにパス、

〈──そのステーションを設置した。ノーリビン・ホロスコープとやらの居い所どころは？〉

〈調べた。彼の遊園地『十二星宮ゾデイーアツク』にいるみたい。それで、気になることがある〉

〈なんだ？〉

〈何かの事故があったとかで、昼から閉へい園えんしているんだ〉

〈あらら。レイディの演技は無む駄だだったかな。……まさか、レイディは無事か？〉

〈無事だよ。お見舞いのメールがきてた〉

　スーツで全身を固めると、ジュードは立ち上がった。

　おずおずと、エリカがたずねる。

「……あの、犯人がわかったのですか？　その、宇宙って、……そのチラシ、もしかして──」

「まだ、完全とはいえない。ちなみにおれの捜そう査さってのは、独断と偏へん見けん、そして予断でまず決め付ける。それで間違っていたらあやまる。とりあえずこれからそれを確かめてこようと思う」

「あ、だ、だったらあたしたちも」

　ジュードは、怒ど鳴なった。

「ダメだ！」

「で、でも、あたしたちは」

「──ヒーローたちの殺され方を思い出せ。おれの考えが正しかったら、この犯人にはだれも勝てない。武器を持つヒーローは、とくに。いや、武装のあるなしにかかわらず、だれも勝てない。──きっと、おれたち以外は」

「……」

「奇くしくもあんたのいうとおり、これはおれたち向けの事件だ。だからまず、おれたちがいく。もしもダメだったら、そのときは合図を送るから、おれたちにはかまわずに長距離攻こう撃げきで遊園地と宇宙ステーションを焼き尽くせ」

「……先せん輩ぱい」

「リーダー……いえ、ジュードさま」

「……」

「ま、別に犠ぎ牲せいになるつもりはないけどな。とりあえず、ヤチホに一番近い宇宙ステーションはどこだ？　一応連れん絡らくしておいてくれ。いざというときの、ために」

　エリカ、バット、そしてカノンの顔を順じゆん繰ぐりに見つめ、ジュードは笑った。

「あと、勘かん違ちがいであることを祈っといて。きっと何か誤ご解かいがあるんだ。なに、だいじょうぶだから。きっと。リンカーン博士、本当は『愛いっぱい』の人らしいから」

「じゃ、じゃあ、やっぱりカラコーム博士とゴービー博士は生きているんですか？」

「いや、死んでいる。でもその後こう継けい者がいる。それがこの事件の犯人だ」

　そう、カラコーム博士は殺されて、ゴービー博士も、死んだ。

　犯人は、それを見ていた。

　そのとき、すべてが狂ってしまったのだろう。

　……『愛いっぱい』が狂ってしまえば、それはいったい、どうなるのか──







　　　　◆







　格かく納のう庫こでエアカーの整備をしていたユキノスケは、ジュードの姿を見つけるとうれしそうに寄ってきて、エアカーの鍵かぎを手渡した。

　それを受け取り、ジュード、ユキノスケに顔を近づけ、ささやく。

「……いいか、ユキ。エリカ・ゴールデンとカノン嬢じように注意しろ。ていうか隙すき見みて閉じ込めておけ。きっとあいつら、追ってこようとするから。……くわしいことはバットに聞け」

　うなずいたユキノスケに、少しためらい。

　ジュードはいった。

「……バットにいって、『トレンチコート』を取ってきてくれ」

　──もしものときのために。

　ユキノスケの表情が、ゆがむ。

　期待と不安の入り混じった少年のまなざしに、ジュードは胸を突かれる思いにとらわれる。

　わかっている。

　自分にはもう、それをまとう資格はない。

『トレンチコート』というものは、本当にタフな男、男の中の男、真実のヒーローだけがまとうことを許されるものなのだから。

　悔かい恨こんにも似た思いにとらわれて、ジュードはユキノスケに言い訳あるいは謝しや罪ざいめいた言葉をいいかけるが、しかし格納庫にほかの人ひと影かげが現れて、そこで会話はおしまいになる。

　バット、エリカ、カノンそしてなぜか片かた腕うでを吊つったソージとキクイチ。

　代表者であるかのようにエリカが前に進み出て、ジュードの手を取り、いった。

「お願いだから、無理はしないでください。犯人が確信できたなら、そして無理だと思ったら、すぐに逃げて。そしてあたしたちに連絡を」

「おう」

　──少女はしばらく、迷っていた。

　やがて意を決し、いった。

「正直にいいます。あたし、本当は、ちょっと期待してました」

「え？」

「あなたがエアタクシーに閉じ込められているのをライブテレビで見たとき。あたし、はらはらしました。だけど、ちょっと、期待してしまったんです。もしかして、あなたがカリバーンさんを呼ぶんじゃないかって。

……あたし、もしかして、って思ってしまってたんです。もしかして、やっぱりあなたがカリバーンさんの相あい方かたなんじゃないかって。ごめんなさい。アル先せん輩ぱいにも失礼ですよね？　でもあたし、心のどこかで思ってたんです。事情があって隠かくしているだけで、本当はカリバーンさん、生きているんじゃ、それどころかケンドーさんも生きてるんじゃないかって。だってやっぱり、先輩たち仲良しだったから、あたし、信じられなくて。

　……だけど、あなたは呼ばなかった。あんな状況だったのに。……さすがというか、自力で助かっちゃいましたけど」

「……カリバーンは、死んだ」

「わかっています。……いえ。ようやく、わかりました」

　エリカ、微笑ほほえむ。年とし不ふ相そう応おうに大人おとなびて。

「正直、あなたに仕事を頼んだとき、心のどこかであてにしていたんです。カリバーンさんの力を。……でも、ようやくわかりました。カリバーンさんは、もう、いない。

　……ごめんなさい。ひどい仕事を押しつけて。……だから、お願いだから、気をつけて、ください」

「……ああ」

　ふと、ジュードは顔を上げる。

　カノンと目が合う。

　冷たい、何もない、表情。

　メガネのレンズを挟んだ瞳ひとみは、感情をうつさずジュードを見ている。

　──その目は、何を見ているのか──

　ジュードは笑い、エリカの頭をぽんぽんとなでると、エアカーに乗り込んだ。

　ドアを閉め、すでに乗り込んでいたアルに声をかける。

「よし、いくぞ。アル。事件の締めだ」

　エリカの話を聞いていたのだろう、ふてくされたようにそっぽを向いて答えるアル。

「……どうでもいいんだけど。仕事、きちんと契約しなおしたほうがよくない？」

「へ？」

「このままだと、下へ手たしたら前まえ金きんだけで終わっちゃうよ？　カノンそのへん抜け目なさそうだし。経費もろもろ考えたら間違いなく赤字になる。そうなったら、この戦いは生きて帰ってこられても、きっとミカルに殺される」

「……おまえ、この雰ふん囲い気きの中、戻って金の話をしろというのか。おれに。そんなかっこ悪いことを？　──あーやだやだ。これだから血も涙もない電機頭ず脳のうは」

「かっこつけてても食べられない。生きていくには金がいる。わかってる？」

「……よし、いくぞ。アル。事件の締めだ」

「うわ、また聞かなかったことにする気だ」

　エアカー、発進。

　ジュードとアルは、遊園地目め指ざして飛び立った。













　　　　２．







　エアタクシーから決死のダイビング＝スライディングを決行してから、いったいどれくらい気絶していたのだろう、ジュードとアルがノーリビン・ホロスコープの遊園地、『十二星宮ゾデイーアツク』の門をくぐったころにはすでに夕刻、太陽はいままさに沈まんとするところだった。

　夕焼けの赤暗い光に映し出されたお客のいない遊園地は、どこか物もの寂さびしいノスタルジアを感じさせる。

　空の色が赤から紫むらさきに変わり、やがて闇やみに覆おおわれていくのをリアルタイムでながめて、ジュードは畏い怖ふにも似た感情を覚える。どこか不ふ思し議ぎな、まるで世界が異い世界に飲み込まれていくようなこの感かん触しよくは、まさに非日常である遊園地にいるからだろうかと。

　昔ながらの観かん覧らん車しや。

　大きなメリーゴーランド。

　海かい賊ぞくの船にコーヒーカップ。

　そしてジェットコースター。

　そういえば、とジュードは思い出す。夕方になったらミカルと週末の予定について話し合うんだった。予定をすっぽかしたことを怒っているだろうか？　いやそれはないだろう、ミカルもニュースを見てこちらがタクシーの中で大変なことになっていたのは知っているだろうから。メールでも送っておこうか、とアルに頼みかけ、やめる。いいや、すべて終わってから話そう。どうして突とつ然ぜんミカルのことを思い出したのか考えて、その理由に思い当たり、ジュードは笑う。そうか、遊園地のこの雰ふん囲い気きが、インスマウに似ているんだ。不ふ思し議ぎで、不ぶ気き味みで、つかみどころのないでも懐なつかしい原げん初しよの何かの感情──

「ジュード」

　アルに声をかけられて、ジュードも気づく。

　灯ひが落ちたはずの遊園地に、ぽつん、ぽつんと明かりがある。

　矢や印じるし型のガイドランプの、緑色の明かり。

　すっかり暗くなった中、ガイドランプに導かれるまま、ジュードとアルは歩いていく。

　罠わなであろうが関係ない。

　イニシアチブは向こうが持っているのだから。向こうの出で方かたをうかがうしかない。

　お化け屋や敷しきの横を抜け、ミラーハウスのまえを通り、ジュードとアルは、やがてテントの張られた広場にたどり着く。

『占うらないの館やかた』とシンプルに題だいされたテントの前に、その人ひと影かげは立っていた。

　片方は、老人。浅黒い肌はだにターバンを巻いた、どこぞの区でペルシャ風ふうとか呼ばれて流は行やっている恰かつ好こう。

　片方は、四角い自動販売機。おそらくはおみくじマシーンなのだろう、あれが相あい方かた家か電でんのホロウ・ホロスコープか。

「遅かったの」

　ターバンを巻いた老人が、しわがれ声を出した。

「昼からずっと待っておったのに。ニュースを見たぞ。何やら別の事件も扱っておるらしいのう」

「なに、タイミングを計っていただけだよ。じいさん。夜のほうがいいだろう？　過去の亡ぼう霊れいに出会うのは。ノーリビン・ホロスコープ──生きていないノーリビンってのもなかなか気が利いている。確かに、ある意味あんたは生きていない、二重の意味で」

「ほほう。それはどういう意味かの？」

「まずひとつ。家電の相方を連れている振りをしているが、あんたはそもそも人間じゃない。アンドロイドだ。そっちのホロウも家電じゃなくてロボットだろう？　そしてふたつ。ノーリビン・ホロスコープという人間は存在しない。あんたがつくった偽ぎ名めいだろ？　もっとも、よく考えるとあんたには正しい名前がないわけだから、そういう意味では本ほん名みようか」

「じゃがとりあえず偽名ということにするなら、それならわしは何者じゃ？」

　ジュードは笑い、手を合わせた。

「間違っていたらごめんな？　だが、おれの頭じゃそれしか思いつかない。あんたは、おそらくカラコーム博士の相あい方かた、家電のゴービー・リンカーン、そのバックアップウェア──だろ？」

　手を打って、老人、喜ぶ。

「当たりじゃ。よくぞ見破ったのう。ハイブリッドの子供よ。よいぞよいぞ？　聞かせてくれ。おぬしの推理を。わしがゴービーのバックアップなら、あの日、いったい何が起こった？　そしてわしはいったい何をしようとしている？」

「探たん偵ていは推理なんかしない。自分の目と信念を信じるだけだ。……だから、間違っていたらごめんね？　ノーリビン。──一応そう呼ばせてもらうけどいい？」

「かまわん。続けよ」

「あの日、リンカーン両博士は、理想の企業区を立ち上げるためのウィルスデザインをしていたという。博士たちの理想が愛にあふれる『多た夫ふ多た妻さい・多た子し多た幸こう』の世界だったというのなら、きっとデザインしていたナノ＝ウィルスもそういう作用をするものだったんじゃないのか？　そのウィルスに感かん染せんすれば、『ラブラブ』になる、隣りん人じんをただ隣人というだけで愛せるようになるような。そういうウィルスがそこかしこにあふれていて、住民はちょっとそれに触れるだけで愛し愛されることができる、愛がいっぱい──きっと、そんなのが博士たちの目指していた理想の区で、そのためのウィルスを研究していたんだと思う。

　──だけどその日、手違いが起きた」

「──続けよ」

「その日も博士たちは、自分たちがデザインしたウィルスの実験をしていた。自分たちで。けっこう一般的らしいな？　バックアップを取っておいて、自分自身で実験するの。確かに、それが一番効率がいいのかもしれない。とにかく、その日も博士はバックアップを取り、自分たちで実験した。しかしそこで、手違いが起きた──」

「その手違いとは？」

「感染した相手への好意を増ぞう幅ふくさせるはずのウィルスが、逆に憎しみ、あるいは殺意？　を増大させてしまったんだ。珪けい素そ脳のうに作用して、ゴービー博士はカラコーム博士への憎しみでいっぱいになって、そのとき使っていたハードボディで、……殴なぐり殺してしまったんだ。自分の相方を。それがすべてのはじまりだ」

　ジュード、空を見上げる。

　日没後の闇やみは失せ、空には大きな月が輝いている。

　青い光を受け止めて、ジュードは続ける。

「相方を自分の手で殺してしまったゴービー博士は、リンク切れによる停止を選び、二人とも、──死んだ。どのタイミングかはわからないけど、バックアップが作動したときにはもはや手遅れだったんだろう。カラコーム博士は人間体たいだから、ナノマシンで治ち癒ゆされて上うわ書がきされてもその生命、人格は生き返らないがあんたは違う。リンク切れにいったんは停止したゴービー博士だったが、バックアップに上書きされて、人格だけがよみがえった。それがあんただ、ノーリビン。

　生き返ったあんたは、感情の混じらぬ冷静な思し考こうで考えた。愛をうたった高名なナノマシン＝ウィルスデザイナーたるカラコーム博士が、こともあろうにウィルスデザインに失敗して死んだ、それも相あい方かたに憎まれ殴おう殺さつされた──自分が殺してしまった、なんてこと、世間に公表するわけにはいかない。だからあんたは死体とゴービーのハードボディを残し、自分は研究用だか護ご衛えい用だか替えのハードボディに移ってウィルスとその研究データを持って、逃げ出した。……どうだ？　ここまでは。何か間違っているか？」

　からからと笑うゴービー／ノーリビン。

「……いや。大おお筋すじでは正しい。……たとえば、カラコームのバックアップもわしのなかに再生された、などと細かな違いはあるが、大筋ではそのとおりじゃ。ジュードくん。眼がん力りきだけでそこまで見破ったというならなかなかたいしたものじゃの」

「ありがとう。……そして、そのナノマシン＝ウィルスこそヒーロー殺しの凶きよう器き。あんたは、カラコーム博士の死因となったデザインウィルスをヒーローたちに感かん染せんさせ、──同どう士し討うちをさせた。相方に、相方を殺させた。同じような武装じゃない、まさしく本人の武器で、ヒーローたちは殺されたんだ。ナノ＝ウィルスに感染された相方に」

「おぬしは、最初からそう思っていたようじゃったの」

「ああ。おれはヤマトブレードの剣の腕うで前まえを知っていたから。たとえ武装はコピーできても、剣けん術じゆつまではコピーできない。あれだけ見事に人じん体たいを真まっ二ぷたつにできる腕前を持ち、なおかつヤマトブレードがそれでも抵抗しないような相手なんて、おれには一人しか思いつかなかった」

　そしておれは知っている、とジュードは心に一人ごちる。

　愛情は、ときにあっさりと憎しみに変わってしまうということを。

「リンカーン博士が愛とやらを謳うたい上げているウィルスデザイナーだと知ったとき、ヤマトたちをそう仕向けさせた原因とナノ＝ウィルスが結びついた。人を愛させるウィルスというものをもしも博士がつくろうとしていたなら、そしてつくれたとしたら、ならば逆に、憎ませるようなウィルスだってつくれるのではないか、と。たとえ意図していなくても、そういうものが生まれる可能性はあるんじゃないかと。なぜならその二つは、分かちがたいものだから。レイディがあれほど怖がっているのを見て、それが確信に変わった。きっと、レイディは武器を向けられることを怖がらない。殺されることさえ恐れない。だけど、その武器を向けているのが自分の相方だったら──」

　ノーリビン、そうじゃ、とうなずく。

「この世界では、家か電でんも人間も、だれもが相方に『依い存ぞん』しておる。その関係を壊されることほど恐れるものはあるまいよ」

　──依い存ぞん。

　ジュードは口ごもる。ノーリビンのセリフに心しん臓ぞうの鼓こ動どうが跳ね上がったのを意識して。

　動どう揺ようを見せるジュードをねめつけおもしろそうに笑って、ノーリビンはたずねた。

「よしよし。ここまではよいぞ。じゃが、そのさきはわかるかの？」

「──いいや。実はここまでしかわからない。……なぜいまごろになって出てきた？　なぜヒーローたちを殺し、なぜだれかを脅きよう迫はくするようなまねをした？　どうして、宇宙からナノマシン＝ウィルスを撒まく実験なんか行ったんだ？　あんたはいったい、何をする気だ？　いったい何を考えている？」

「……残念じゃ。もしやおぬしなら、わかるかも、と思ったのにの。……自分の半身たる双ふた子ごの弟と、殺しあった、おぬしなら」

　老人はため息、身体からだにまとっていたローブを脱ぎ捨てた。

　ひと目でアンドロイドだとわかるボディを露ろ出しゆつさせ、傍かたわらに立つおみくじマシーンに手を当てる。次の瞬間おみくじマシーンがぱっかり開き、機械の触しよく手しゆが飛び出してノーリビンの身体を覆おおう。引き込む。おみくじマシーンに収納されて、人型アンドロイド・ボディはたちまち融ゆう合ごう、消えていく。顔だけは人間のまま、身体は完全におみくじマシーンの四角いボディに収しゆう納のうされて、蟹かにのように、あるいは蜘く蛛ものように四角いボディから長く節ふしのある機械の足がにょきにょき飛び出しうごめく。わさわさと。

「うわぁ、やる気だ」アル。

「答えろノーリビン！　あんたいったい何をする気だ！」

　ジュードの問いに、ノーリビンは甲かん高だかい笑い声を上げた。

「わしの考えがわからぬのなら、もはやおぬしに用はない。だが、一応教おしえてやろう。そして訂正しておこう」

「訂正？」

「わしはずっと、ウィルスの研究を続けておった。なぜあのとき、失敗したのか。なぜ愛ではなく憎しみを増ぞう幅ふくさせてしまったのか。なぜウィルスがこんなに不安定になってしまうのか。

　──そしてわしは、ようやくひとつの結論を得た。

　わしらのつくったウィルスは、失敗してなどおらんかったのじゃと。

　愛と憎しみは同じもの、ひとつのコインの裏うら表おもてでしかないのじゃと。ちょっとボタンを掛け違えるだけで、愛はたやすく憎しみに変わる。そしてその逆もまたしかり、愛と憎しみは同じもの、ただわずかにベクトルが違うだけ──わかるかの？　ジュードくん。わしとカラムが求めた理想の世界、隣りん人じんへの愛にあふれた世界は、憎しみにあふれた世界でもある。世界のすべてに愛を届ける、そう誓ちかったわしらの願いは、世界のすべてに憎しみを振り撒くことでもある。いいや、正しくはそれも違う。愛も憎しみも存在しない。ただエネルギーがあり、そのベクトルが違うだけ。それにどんな名前をつけようと、ちょっといじって方向を変えてやるだけでまったく違ったものへと変わる──それが、この世界の真実じゃ。

　愛も憎しみも存在しない。ただエネルギーがあるだけ。人と人との間はもちろん、人と家か電でんの間にも信頼など存在しない。ただ愛とも憎しみとも名づけられるエネルギーで都つ合ごうよく、互いに『依い存ぞん』しあっているだけ。そうじゃ、あの事件は何も間違ったことではない。あれもまた、世界の真実のひとつ──わしはそれを、研究者として証明したいと思ったのじゃ。欺ぎ瞞まんに満ちたこの世界にの。

　だからこそ、──そのために、わしはこの街にウィルスを撒まく」

　老人の目が、遠くを見る──

「そしてわしは、知りたい。それが証明されてなお、欺瞞を知らされてなお、新たな関係を築けるのかを。愛や信頼など存在しないと証明されてなお、この世界を続けていけるのか──

　本当に、世界は続くのか？　ジュウドウ・アカノ！」

「ああ。続くさ」ジュードは右手にこぶしを握り、左手でそれを包む。

「続くとも」

　アルがジュードのまえに立ち、ノーリビンの巨体に向かって大きく口を開け、白い牙きばと赤い口こう内ないを見せつけていう。

「……ノーリビン・ホロスコープ。世界に七体しかいない『エンパシス』の一体として、おまえの感情を認めてやる。八体目の『エンパシス』、おまえはもう人格コピーのアンドロイドじゃない。おまえを感情を持つ一個の存在、人間として認めてやる。認めてやったうえで」

「おれたちが」

「「おまえの目を覚まさせてやる」」

「──さぁ、やるならこいよ、ノーリビン！」

「──あいにくわしには感情などない。ただ欲があるだけよ。感情など必要ない。必要なのは──答えのみ」

　顔だけは人間のまま、蜘く蛛ものごとき変形を果たしたノーリビン、ジュードとアルに向かって鋼こう鉄てつの足を振り上げる。ジュード、しかし恐れず構えを取る。ほほう？　ウィルスではなく五体？　で攻撃してくるか？　博士。いいだろうならば見せよう柔じゆう道どうの技、この戦闘用違い法ほう改造パワースーツを着ている限り負けるつもりは全然ないぞ？　カフスボタンに手を伸ばし、奥おく襟えりに手が届かない相手を投げるためのワイヤーを飛ばそうとして──

　アルのパス。心痛の響ひびき。

〈──すまん、ジュード、やられた！〉

〈な、何が？　まさかナノ＝ウィルスか？　おれたちにも効いたのか？　当てが外れたか？〉

〈いや違う。ウィルスじゃない。別べつ口くちの偽ぎ装そうプログラムだ。たぶん、タクシーのと同じやつ。このおれが気づかないほどの、……すっかりだまされた。そのスーツ──〉

〈──このスーツ？〉

〈エネルギーが入っていない。空からっぽだ〉

　フォースフィールドが張られることなく、ワイヤーも飛び出すことなく、次の瞬間ジュードは鋼こう鉄てつの触しよく手しゆにすくわれ空中に放りなげられる。

　空中でアル、わめいているジュードをキャッチ、襟えり首くびを咥くわえてジュードをザザザと引きずりながらノーリビンから距離をとる。

　老人、ため息。

「なんじゃなんじゃ。重かさね重がさね期待はずれなやつじゃの。おぬしは。どのタイミングでナノ＝ウィルスを放ってやろうかと思っておったのじゃが、これではウィルスの出番もなさそうじゃわい」

「……………………にゃあ」

〈万が一を考えて、ジュードの戦力重じゆう視し、おれの戦闘力を弱めてきたのが仇あだになったね。あはは〉

〈あ、あはは、じゃねぇ！　おまえな！〉

〈ほらほらジュード、ソージにもいったろ？　こういうときこそ冷静に〉

〈……いま、恐ろしいこと考えたぞ。まさかすべての黒くろ幕まくおまえ？　うわ！　つじつま合うよこれ！〉

〈あのなぁ。ちゃんと謝っただろ？　うざいよもう〉

〈なんかふつふつと、殺意がわいてきた。どうやらウィルスにやられたらしい〉

「……まぁ、よい。わしは殺人には興味ない。わしはただ、見たいだけ。……おぬしはもう、どこにでもいけ。わしは、……おぬしなら、少しは見せてくれるかの？」

　ノーリビンの声が自分の頭上を通り過ぎ闇やみへと消えていくのに気づき、ジュード、そちらのほうを見る。

　人間の目には闇しか見えなかったが、アルが驚き、叫んだ。

「──カノン！　なぜここに！」

　なんだって？　とジュードが目を見開く中。

　夜の闇から、金色の髪の少女が現れる。

　相も変わらず朝のと同じマビの制服。ただし今回は、髪を邪じや魔まにならないよう束ね上げ、メガネを外し、その手には細長い筒を持っている。

　バズーカ・ランチャー。

　その顔は無表情だが、どこか青ざめているように思えるのは気のせいか。

　ちくしょう、やっぱり、ついてきた──

「逃げろ！　カノン！」ジュード、叫ぶ。「話は聞いていたんだろ！　こいつのウィルスは危険すぎる。早く、逃げろ！」

「……だ、だいじょうぶです。ウィルスが人じん体たい内で活性化して珪けい素そ脳のうに働きかけるというのなら、エリカはここにはきていませんから」

「バカ！　おまえがここにきているなら、あの子だって、いずれ──」

「エリカ、というのはこの子のことかの？」

　老人の声とともに、空中にホロディスプレイが投とう影えいされた。

　警備カメラの画像だろうか、遊園地の入り口のところに少女の姿が見える。

　しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、意を決したのか、よし、といった顔をつくるとゲートを抜け、入ってくる。入ったとたんにゲートが閉まり、少女を驚かせる。少女はあわててゲートのもとに駆けつけるが、重い扉はびくともしない──

　カノンが悲痛な声を上げた。

「エリカ！」

　笑ってたずねるノーリビン。

「あの子がおぬしの相あい方かたか。……そういえば、ヒーローじゃったの？　キャノンボールとかいう。おぬしはあの子を大事に思っておるか？　愛しておるか？」

「……や、やめて……やめてください、……お願い、します……」

　カノンの、無表情、だった顔が崩れる。くしゃくしゃと。

　涙が落ちる。一ひと筋すじ。二筋。

　家か電でんと紹介されていなかったら、人間と信じていたかもしれない豊かな表情──

「よいぞ。よい。──もしもおぬしのその思いが本物なら、わずかなボタンの掛け違いで反転してしまうような欺ぎ瞞まんのものでないのなら、依い存ぞんではないというなら──わがウィルスを乗り越えてみせよ。わしは、それを、見てみたい──」

　言葉が、途と切ぎれ。

　──画面の中では、とくにエリカの様よう子すに変わったところはなかった。

　が。

　次の瞬間、カノンの顔がそのほおに涙を残したまま、無表情になる。

　先ほどとはまったく違う、まったくの作り物だとわかる整った顔を月の光に白く光らせ、カノン、何かを探すように宙を見る。首を振る。機械的に。そして──

「さぁ、わしに見せてくれ──」

　老人の言葉に導かれるように、カノンはみずからが出てきた闇やみに、再び戻っていった。

「──カノン！」

　それを追い、ジュードも走り出す──







　　　　◆







　何も感じていなかった、といえばうそになる。

　ジュウドウ・アカノに会ってから、エリカはずっと、カノンの行動に微び妙みようなものを感じていた。

　何かがおかしい。

　何かが違っている。

　カノンは何かを隠かくしている──相あい方かたのこのあたしにも？

　疑ぎ惑わくは、ソージから殺し屋の話を聞かされたとき確信に変わる。キクイチから、カノンにジュードたちの居い場所を教えてもらい、呼んでもらったエアタクシーに異い常じようがあったことを聞いてしまえばもう──信じたくなかったが、信じざるを得なかった。

　──裁判所をだまし、殺し屋をやとったのは、カノン。

　昨日きのうのチームの報告書は、カノンが処理してくれたのだから。

　カノンなら、ツールを使ってタクシーにも細さい工くができる。

　カノンなら──でもなぜ？　どうして？

　キクイチとソージから話を聞いて、エリカはすぐ、カノンに問いただそうとした。しかしカノンはユキノスケが用意してくれた部屋にはいなかった。パスで呼びかけても返事をしてくれない。──ていうか、カノン、あなたはいま、どこにいるの？

　──いったいどこに向かっているの？

　カノンの部屋を出たとき、警報が鳴り響ひびき、ラボ内に暴動鎮ちん圧あつ用ようの睡眠ガスが満ちた。ソージもユキノスケも眠りに落ち、家か電でんのバットとキクイチもフリーズした。──ということは、カノンはもうこのラボ内にはいないということだ。エリカもいったん倒れたが、覚かく醒せいするのは早かった。だてにヒーローチームのリーダーなんて務めてはいない。ナノマシンによる調整を受け、薬物にも耐たい性せいがある。それなりに。

　これもきっと、カノンの仕し業わざだ。

　このラボから抜け出したあと、鎮圧システムをヒーロー権けん限げんで起動させたのだ。ツールを使ったのかもしれない。きっと追っ手を──あたしを──防ぐために。

　──でも、いったい何のため？

　あなたはどこに向かっているの？

　矢も盾たてもたまらなくなり、エリカもラボを抜け出した。ジュードにはくるなといわれていたし、それを尊そん重ちようしたい気持ちもあったが、──何かいやな予感がする。それにカノンはあたしの相方だ、あたしが止めなければいけない。カノンが何かする気なら。

　手がかりは、あのチラシ、先せん輩ぱいはそこにいる。そしてカノンもきっと、先輩を追って──

　ゲートを抜けて、がらんとした遊園地に入る。

　人のいない遊ゆう具ぐ施設の寂しさに神しん経けい質しつになったところで後ろのほうから音がして、ゲートが閉まる。何者かの手によって閉じ込められたのを知る。パニックが全身を覆おおい、パスでカノンに呼びかける。カノン、カノン、お願い、助けて、お願いだから返事して──

〈──いま、そちらに向かいます〉

　ようやくカノンの返事があったとき、エリカは心の底から安あん堵どした。

　よかった。カノン、返事をしてくれた。とにかく会って、会って話そう。いったい何があったのか。何を悩んでいるのか。……何をしたいのか。全身から力が抜けて、だらしなくベンチに座り込みながら、エリカはカノンを、待った。

　しばらくして、赤い光が、マビの制服に包まれたおなかに当たっていることに気づいた。

　レーザーポインタ。

　ぼしゅ、と遠くで聞いたことのある音がする。

　遠くで何かが、光る。しゅるしゅるしゅるしゅると花火が上がるような音。

　レーザーポインタ。

　こちらに向かって、迫りくる何か──

「エリカ！」

　右手のほうから声が聞こえて、エリカ、我に返る。体内ナノマシン起動、脳のう内ない加速、冷静さを取り戻し──それでも心のどこかがまだ正常に働かず現実を認めることを拒否している──腕時計をレーザーポインタに当てて、反射、赤い光の終点を前方にあるトイレの壁へと移す。次の瞬間闇やみの中から現れたロケット弾だんは軌き道どうを変えて、トイレの壁に激げき突とつする。爆発。爆ばく風ふうに巻き込まれ、エリカはベンチごと後ろに倒れてそのまま転がり、しかしすぐ体勢を立て直し、倒れたベンチの陰に隠かくれる。

「エリカ！」ジュードの声。そして、

〈──エリカ、無事ですか？〉カノンからのパス。

〈え、ええ。あたしは無事。……カノ？　どこにいるの？　いったい何が起きているの？〉

　──心のどこかがいまだ麻ま痺ひして、思し考こうが正常に働いてない。

　いまの、は、ロケット弾？

　まるであたしが、──あたしとカノが使うような──

〈エリカ？　どこにいるのですか？　返事を。あなたの姿を見失いました〉

　……見失った？

〈エリカ、返事をしてください。そして気をつけてください。ジュードはやはり、裏切り者でした。現在ジュード、そしてアルと交戦中。ですがだいじょうぶです。すぐに排除し──〉

「だめよ！　やめて！　カノン！」

　パスの衝しよう撃げき的な内容に、エリカは思わず立ち上がり、カノンの姿を探す。

　遠く、お化け屋や敷しきと思おぼしきおどろおどろしい建物のそばに、カノンは立っていた。

　目が合う。

　カノンはにやり、とはじめて見せる顔で笑って、それがあまりに凄せい絶ぜつで、壮そう絶ぜつな笑顔で、エリカが固まってしまったうちに、カノンは肩に構えていた長なが筒つつを、空に向けた。
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　ポン、と赤い炎ほのおが生まれ、闇やみの中軌き跡せきを描いてロケット弾だんが打ち上げられる。

　その様よう子すを凍りついたまま、エリカは見る。

　バズーカ・ランチャーを武装としているからわかる。

　あのロケット弾が放物線を描いて落ちる、その先は──

　心はいまだ麻ま痺ひしていて、現実を認められていない。

　しかし、心のどこかは理解している。何が起きているのかを。そしてこれまで八人のヒーローたちがどういう風ふうに死んでいったかを。これから自分がどうなるのかを──

「エリカ！」

　言葉ともに、今度はワイヤーが飛んできて、エリカの身体からだに巻きつく。次の瞬しゆん間かん衝撃が走り、声のした方角に引っぱられる。釣つられた魚のように、身体が斜め前方に向かい引き上げられていくその隣となりをロケット弾がかすめて落ちる。

　一ひと目め見てわかる。

　焼しよう夷い弾だん──

　──気がつくと、エリカは観かん覧らん車しやに乗っていた。

　正しくは、観覧車の天てん井じようの上に乗っていた。

　観覧車はゆっくりと回転、上じよう方ほうを目指し、その下か方ほうでは、寸すん前ぜんまでエリカがいた場所が火の海となって赤く燃えている。

「おい、エリカ、エリカ、──キャノンボール！」

　はっとして、エリカは声の主を見る。

　ジュードがエリカの肩に手を当てて、ぐいぐいぐいと揺さぶっている。

「だいじょうぶか？　だいじょうぶだな？　頼むからだいじょうぶだといってくれ」

「……あ、あの、ジュード、先せん輩ぱい……」

「よし！　だいじょうぶだな！　ショックだろうし混乱もしているだろうが聞いてくれ。……跳ぶぞ」

「跳ぶ？」

「もちろんこのまま上まで回って絶ぜつ景けいを楽しみたいのは山々だが、もうすぐこいつ、倒れるから。そのまえに、脱出する」

　いわれてようやく、観覧車が不自然に揺れているのに気づく。

「ちょ、ちょっと待ってください。跳ぶってどこに？」

「知るか。安全な場所か危険な場所か天国かそれとも地じ獄ごくでも。とにかくここにいるよりましだ。だからとにかく跳ぶからそっちのスーツでフォースフィールドを、操作はアルにまかせて──うわ！　きた！」

　ロケット弾が飛んでくる。噴ふん煙えんをたなびかせ。今度は誘ゆう導どうミサイル──

　ジュード、ワイヤーをエリカと自分に結びつけ、叫んだ。

「アル！」

　ごあん、と下部から声が響ひびいて、観覧車が後方に、倒れはじめる。と同時にアルのシステムハックにより観覧車の回転がいきなりスピードアップ。急激なＧに血が下がるぅ、とエリカが思うまもなく回転が今度は急きゆう停止──

　ジュードとエリカ、そしてアルはひとかたまりになったまま、ピッチングマシンに乗せられたボールのように、観覧車から宙へと投げ飛ばされた。

　激しい速度で飛んでいく。

　しかし──

《ダメ！　あれは誘導ミサイル、追ってくる！》エリカ。

《フィ、フィールド全力展てん開かいで》ジュード。

《ダメだよとても耐え切れない！　空中じゃあ逃げ場がない──》アル。

　脳のう内ない加速中は思うようにしゃべれないため、ネットを使っての会話。三人は思うように動くこともできず、引き伸ばされた思し考こうの中で迫り来るミサイルを見る。だめだ。よけられない。耐え切れない。ジュード、アル。お互いに反対側からエリカを抱き締めかばう。アル、自じ爆ばく装置を起動して自ボディの爆ばく風ふうにより空中で方向転てん換かんを行うことを提案、しかし却きやつ下か──理由──おそらく間に合わないし間に合ってもミサイルはさらに追ってくるから。ジュード、エリカに提案、どうにかしてアルをミサイルに投げつけられないか？　アル、ジュードに嚙かみ付く。にゃー。なんだよおまえ自爆は良くても他た爆ばくはだめか？　他爆ってなんだバカやろう、とにかくおまえの存在そのものがもう気に食わない。とはいえ何かを投げつけて爆発させるのはいい案だ、問題は空中ではそんなことまず不可能だろうということだけで──エリカ、正直びっくり。この二人は本当にいまの状況わかっているのだろうか。いまにもミサイルに追いつかれるというのに。余よ裕ゆうかそれとも現実逃とう避ひ──

　そのとき。

　かっ、と遠く──カノンがいるのとは反対方向──で何かが光った。

　高速で、何かが飛ひ来らいしてくる。

　それを認めた瞬間、ジュードとアルはおしゃべりをやめ、口もとを引き締める。

　ネットから、ジュードの警けい告こく。

《エリカ。集中。爆発が起きる。乗りきるぞ》

《爆発って、あたしたちがするんじゃなくて？　──あ！》

　高速で飛んできた三つの弾だん丸がんは、三方向に分かれた。

　ひとつはミサイルの胴どう体たいに当たり、そのベクトルをずらしてジュードたちから遠ざけ、

　ひとつはミサイルの尾び翼よくを打ち抜き、安定飛行を失わせ、

　最後のひとつが、暴れるミサイルの信しん管かん目掛けてつっこんでいく──

　あっけにとられたエリカをよそに、

　先行の三つとは異なり、視し認にんできるスピードで飛来してきた弾丸が、ジュードに話しかけてくる。

《──まったく、あなたはどうしてそう殺されかけているのですか。忘れないでください。わたくしが先せん口くちなのですよ？》

　空中で、ミサイルが爆発した。
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　アルがワイヤーをフォースフィールドで導き、ミサイルから逃れた三人は無ぶ事じレールに乗せられた乗ラりイ物ドの上に降り立った。

　アルがエリカに事情を説明している間に、ジュードは殺し屋ブラックウィドウと連絡を取る。

《いったい、何が起きているのですか？》ブラックウィドウ。《まったく、ヒーローにケンカを売られているかと思ったら、今度はカリスマヒーローに殺されかけているとは。あなた、いったい》

《細かい話はいい。おまえの人間体たいはいま、どこにいる？　……いや、どこでもいい。いいか？　ハードボディはともかく、人間体のほうはこの遊園地に近づけるな。いまここには、やばいウィルスが充満している。こいつに感かん染せんしてしまうと、家か電でんに影えい響きようを及ぼして自分の相あい方かたを憎むようになる。とってもシリアスな状況だ。……だから、手伝え》

《……いや、あの、もう少しゆっくり嚙かみ砕いて……手伝え、とは何を？》

《決まっている。この事件の解決をだ。いいか？　このままほっとけば、いま遊園地内ないに蔓まん延えんしているナノマシン＝ウィルスが宇宙からヤチホに降り注そそぐことになる。それを止めるんだ。おれたちで》

《もしかして、わたくしは自己主張が足りなかったのかもしれません。わたくし、殺し屋なのですよ？　殺し屋！　コ・ロ・シ・ヤ！》

《殺し屋が街を救っちゃダメなんていう条じよう例れいがあるか？　それともおまえは、殺し屋でもない一般区民が殺し屋顔かお負まけに殺しあうのをコロコロ見てたいってのか？　それでもおまえ殺し屋か？　殺し屋のプライドはどこいった！》

《いや、あの、……まぁ、そうですねぇ》

《頼む！　この事件が解決したらいくらでも殺し合ってやるから！　そうだ、なんなら弾だん丸がん代だい持つぞ？　スマートバレット高いんだろ？　どうせ赤字なんじゃないのか？》

《……それは、まぁ……いや》

《頼む！　かつて空の上で殺し合った戦友として、街の中サバイバルしたライバルとして、苦難をともにした男として、頼む！》

《……お、漢オトコとして？　それはさんずいにくさかんむりの漢？》

《そうかそこに食いつくやつか、もちろんだ！　ともに実力を認め合った漢同士をそれ以外のどんな言葉で表ひよう記きする？　これは漢に対して漢を求める、漢同士の頼みだ！》

《……お、漢を……》

　しばらくの間の後、ため息の音。

《……まぁ、今回だけは、いいでしょう。この街を荒らされるのはごめんですし。でもいいですか？　甘かん言げんを弄ろうしてわたくしから逃げられるとは思わないでください。わたくしこれまで一度も、標ひよう的てきを仕し損そんじたことはありません》

《……一応聞いておくけど、この仕事、何回目？　殺し屋ってそんなに需じゆ要ようあるのか？》

《……いえ、はじめてです。だからこそ、失敗するわけにはいかないのです。……なんですか。わたくしうそはついておりません》

　ジュード、うなずき、ブラックウィドウと私し通つうネットワークをつくり、つなげる。

　パスほどは使えないネットワーク接続だが、専用の設備でもなければ盗とう聴ちようされることはない。

「よし。これでなんとか、──？」

　突然、乗り物が動き出す。

　そこではじめて、三人は気づく。それがいわゆるスリルライド、ジェットコースターと呼ばれる乗り物であることに。

　ぽっぽー、という霧む笛てきのような音が鳴って、座席からベルトが伸びて三人を、拘こう束そくする。

　止める間もあらばこそ、ジェットコースターが動き出す。

「……お、おい、アル？　変な冗じよう談だんはやめろ。おれが絶ぜつ叫きよう系嫌いになったことぐらい、いままでを見ててわからないのか？」

「おれだってとっくに嫌いになったよ！　ていうかおれじゃない、これは──」

　三人、顔を見合わせて──

「カノ！」

「ハッキング！　ずるいよあいつツールを持ってて！」

「いいから急いでベルトをはずせ！　──いや、つ─け──ろ───！」

　じゅうぶんな加速もないうちからジェットエンジン──本来、要よう所しよ要所で加速するために使うもの──が点火され、文字どおりのジェットコースターは言葉どおりのスリルライドとなって走り出す。目の前には、直角かよ！　といいたくなるようなレール。しかも加速度は最高。直角のコースを上のぼりきったらその次は──

《ウィドウ！　早さつ速そく仕事だ！　止めろ！》

《あのバズーカ家か電でんをですか？》

《違う！　おれたちだ！　──もっと違う！　おれたちの息の根じゃなく、このコースターだ！　このままじゃあいつのまえに運ばれる！　まえに恐怖で漏らしちまう！　なんとか止めろ！　脱だつ線せんさせろ！》

《了りよう解かいしました》

《いや、待て、ハッキングとか電源切るとか──》

　直角かよ！　といいたくなるような角度のコースを滑り落ちる。その先の巨大なカーブを描いた線路にぴょこん、と弾だん丸がんが乗っている。ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ。石ではなく弾丸──それをみて三人の血が凍る。とはいえなすすべもなく、コースターは異い物ぶつの乗った線路に向かって突っ込んでいく──

　三さん者しや三さん様ようの悲鳴が上がり、コースターの下で火花と破さく裂れつ音が響ひびいて。

　次の瞬しゆん間かん脱線し、コースターはそのまま宙へと飛び出した。
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「──楽しんでもらえましたか？」

　コースターが着地した地点に、すでにカノンは待ち構えていた。

　勢いのついたコースターはざざざとそのままカノンの前を通り過ぎるが、カノン、手を伸ばし、何の苦もなくコースターを止める。見かけ以上の怪かい力りきは、戦闘用ハードボディの証あかし。

　シートベルトが外され、いきなりの急ブレーキに三人は前方に転がり落ちた。

　カノンは薄い笑みを浮かべると、ゆっくりと、エリカのほうに歩いてくる。

　バズーカ・ランチャー、という長所を捨てて、逃がさぬために近距離から、戦闘用ようのハードボディで確実に、殺すために。自分の半身、相あい方かたを──

　頭を振って、たずねるジュード。

〈アル。いま何分経たった？〉

〈二分も経ってない。ウィルスの効果が切れるまで、まだ三分以上残っている〉

〈その時計、狂ってないか〉

〈……まぁ、いまだけは、目覚ましかつ電機頭ず脳のうへのその失言も許そう〉

〈……そ、か。……にゃあ〉

　すさまじい加速を受けたが、ジュードはカリバーンで慣れているし、加速度Ｇに対する調整も受けている。もともとそのためにつくられた積極性ハイブリッドなのだから。

　しかしエリカは、違う。

　訓練を受け、それなりにナノマシン調整を受けているのだろうが──脳のう内ない加速も使いこなしていたし──しかしあれほどの加速には慣れていないはず。しばらくは目も満足に見えないだろうし、立ち上がることもできないだろう。転がり落ちた衝しよう撃げきもあり、いまもぐたっとうずくまっている。

　とても逃げられる状態じゃない。

　それがカノンの目的だろう。

〈……ブラックウィドウのサポートを頼む〉

〈……わかった〉

　ジュードは立ち上がり、首を振り、肩を回して身体からだの調子を確認しつつ、バズーカ・ランチャーの家か電でん、カノンの前に立ちふさがった。

　無表情、カノン。

「……なんのまねですか？」

　ジュードは笑った。

「おまえこそ、度ど胸きようがあるな。遠くからならともかくこの距離は、柔ジユー道ドー・マスターであるおれの間合いだぜ？　いいのか？　この距離じゃバズーカだって使えないだろうに」

「……人間の、スーツにパワーも入っていないあなたが、人ひと型がたとはいえハードボディである私を止められるとでもいうのですか？　戦えるとでもいうのですか？　くだらない冗じよう談だんはやめてください」

「ほう。スーツにエネルギーが入ってないのを知っているのか。語るに落ちた、ってやつだな。カノン。このスーツ、そしてタクシーも、あの殺し屋も、おまえの仕し業わざだろ？　おまえこそ、おれを殺したかったんだろう？」

　カノンの表情が、崩れる。

「……ち、違う、……わ、私はただ、確かめたかった。あなたの相あい方かたが本当に、カリバーンではないのかを。……あなたが本当に、カリバーンとその相方を、殺したのか、どうか」

「……殺していたら、どうする？」

「……殺した、の、ですか？」

「だったら、どうする？　って聞いているんだ」

　カノンの顔が、いまにも泣き出しそうに、ゆがむ。

　その表情に憎しみをたぎらせ、視線を倒れたエリカに向けて、カノンはいった。

「とにかく、退ひいてください。私は、家か電でんとして、……あなたに、……人間に、危害を加えたくない。殺したくない。だけど……だけどそこにいる、エリカだけは、我が慢まんできない。ナノマシン＝ウィルスのせいだとわかっていても、五分間の辛しん抱ぼうだってわかっていても、……私の邪じや魔まをするというのなら、たとえ人間であろうと──」

「そうか。だったら教えてやる」

　ジュードは、酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

　唇くちびるを斜めにゆがませて、いった。

「ケンドーを殺したのは、おれだ」

　とたんにカノンの目がエリカから外れ、異い様ような光をたたえてジュードを見る。

　続けるジュード。

「あの映像を見たんだろ？　あいつは何の抵抗もしなかった。最後まで、おれを疑うことなくつっ立っていた。おかげで楽に殺せたよ。籠かごの中の鳥を撃うつようなもんだった。……ああ、逆につまらなかったな。もっと抵抗してくれりゃあ楽しみがいもあったのに──」

「────きさま！」

　カノンのハードボディが、ジュード目がけて襲おそいかかる。

　一いつ見けん女性のような、しかし人間などはるかに超ちよう越えつした力と速度を持つ腕。ハードボディのなかでも超一級の高性能品。脳のう内ない加速の視点で見てもとてものろいとはいえない動きに、ジュードは背せ筋すじが凍るのを覚える。

　柔ジユー道ドー・マスターの最高位い、赤帯の師し匠しようでもない限り、スーツの守りもなしにこんな相手に勝てるわけがない。普段なら。

　──しかし、今日だけは違う。

　いにしえより伝わりし最強武ぶ道どう、柔じゆう道どうの極ごく意いは、相手のバランスを崩すことにある。通常なら、ハードボディのバランスを崩すことなど簡単にはいかない。だがいまは、カノンはナノマシン＝ウィルスのせいで正常ではない。怒りのせいで平静ではない。そして何より──

《──ウィドウ！》

　合図とともに弾だん丸がんが飛ひ来らい、カノンの足を直ちよく撃げきする。

　壊すまでには至らなくとも、バランスはそれでじゅうぶん崩れる。カノンの片足が宙に浮き、前かがみになった瞬間を逃さずジュードは相手の懐ふところに入り、カノンの身体からだを腰に乗せ、

「せいっ！」

　上体を固定し引くと同時に脚あしを払って投げ飛ばした。

　カノンの身体が、固い地面に叩たたきつけられる──

　戦いが、はじまった。
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　地面が揺れる。

　振動で、エリカは目を開く。視し界かいが真っ赤に染まっていることに驚き、ついで、目の前に投げつけられたものに驚く。

　カノン。

　カノンはエリカの目に気がつかないまま立ち上がり、バズーカの筒を振り上げる。ハードボディの力をこめて振り回す。それをジュードが、なんとかよける。よけて、流して、払って懐に入りハードボディの腕をつかむ。そして引く。いくらなんでもそんな力技で投げ飛ばせるわけがない、とそれなりに柔道の心こころ得えもあるエリカが思った瞬間、弾丸が飛来、無理やりカノンの体勢を崩し、それに乗じてジュードが投げる。ハードボディを。人間の手で。

　弾丸との見事なチームワークは、きっとアルが殺し屋をサポートしているからだろう。

　ああ、でも、それでは足りない。

　いずれカノンにつかまる──

　武器を持っても意味がない、ということを悟さとったカノンはバズーカを捨てる。エリカの目の前にバズーカがドスンと落ちてくる。しかしカノンはエリカのほうには一いち瞥べつもくれず、ジュードに向かって、叫ぶ。

「──あの人は、やさしかった。あの人にとってあたしたちなんて、ただの後こう輩はいにすぎなかっただろうけど、覚えてもらえてなかっただろうけど、でも、あたしに、やさしかった──」

　自分のことを、あたし、といっている。私、じゃなくて。

　カノンが、叫んでいる。

「あたしがバズーカでなければ、兵器でなければ、ヒーローにされることもなかった。エリカだって、ヒーローなんかやらずに普通に暮らせたはずだ、そうだ、エリカだって本当は、あたしを恨うらんでいるはずだ！　あたしを憎んでいるはずなんだ！　あたしが特殊バズーカのせいで、ヒーローとして育てられ──何がヒーロー！　結局はただの広告塔とうにすぎないのに、そのために、あたしのせいで、自分の人生を決められて──

　でもあの人は、いってくれた。

　あの人は、自分も宣伝塔とうにされるためだけにつくられた存在なのに、カリバーンを生むためだけに調整された存在なのに、それなのにあたしに笑ってくれた！　あたし、いろいろひどいこともいったのに、なのに笑って許してくれて、バズーカだからって、兵器になることはないって！　バズーカだからってだれかを傷つけなければいけないわけじゃない。使い方次し第だいでだれかを助ける道具になれるって。あの人は！　笑ってくれた！　認めてくれた！　……きっとあの人は、あたしのことを覚えていなかったと思う。だけどあたしはそれでよかった。ただ、あたしはあの人のために、あの人のことを助けられる、あの人のそばで戦えるヒーローになろうって──！」

　ああ、とエリカは思う。

　あれは、本当の、カノンの気持ち。

　私じゃない、あたしと叫ぶ、カノンの、正直な、気持ち。

　カノンの手が、ジュードの腕をつかむ。ジュード、瞬しゆん時じに腕を回してそれを手て解ほどく。なかなかよく戦ってはいるが、しょせんは人間と家か電でんのハードボディ、いずれ勝負は決するだろう。

　──いけない。これ以上、続けさせては。

「おまえがあの人を殺した！　だからあたしが殺してやる！　殺す！　必ず殺してやる！　あの人の仇かたきを討うってやる──」

　彼女の感情の源げん泉せんは、リンクでつながるあたしの内にある。

　だから──それは彼女だけでなく、あたしの本当の思いでもあるのだろう。

　彼女が口を開くたびに、彼の顔が苦痛にゆがむ。傷ついていく。

　たとえウィルスのせいだとしても、錯さく乱らんしているだけだとしても、それは本物の思い。だからこそ傷つけてしまい、そして傷つけている相手は、傷つけてはいけない相手。

　だめだ、これ以上、戦わせては──

「──カノン！」

　エリカは叫んだ。自分が目を覚ましたことを伝えるために。

　そうすれば、カノンは標ひよう的てきをジュードから自分に移すだろうと思った。説明によると、カノンが感かん染せんしているのはそういうウィルスらしいから。しかしそれは甘かった。カノンはエリカに憎にく憎にくしげな一いち瞥べつを与えたが──そして相あい方かたの見慣れぬ顔はエリカに少なからずショックを与えたが──しかしカノンはその標的を変えなかった。逆に、その呼びかけはジュードの気を殺そいだ。カノンの電機頭ず脳のうはそれを見逃さず、飛んできた五発の弾だん丸がんが致ち命めい傷しようをこそ防いだが、ジュードは肩を思い切り殴なぐられ吹っ飛び、エリカの横に転がった。

　二人をにらみつけ、血けつ相そうを変えたカノンがいう。

「……殺してやる、……おまえたち……二人とも……殺してやる」

　カノンの、これまで自分に向けられたことのない表情に、エリカは脅おびえる。狼ろう狽ばいする。だからこそ、立ち上がろうとする。ジュードより先に。

　たとえジュードを殺しても、ウィルスの効果が残っている限り、カノンはエリカも殺そうとするだろう。

　たとえ五分が過ぎ去っても、また新しいナノ＝ウィルスに侵おかされたなら、同じこと。

　でも、もしも自分が先に殺されたなら、先せん輩ぱいは助かるかもしれない。

　たとえウィルスに侵されていても、リンクが切れれば、珪けい素そ脳のうがなくなれば、カノンは停止せざるを得ないから。

　だったら、ヒーローとして、採とるべき選択肢はそれ。

　エリカは立ち上がり、そして一歩、進み出た。

「きなさい！　カノン！　あたしはここよ！」

　カノンの鈍い瞳ひとみが、エリカをとらえ、ぎらぎら輝く。

　エリカを標的に、すえる。

　これでいい。

　──きっとヤマトさんたちも、こんな気持ちで──

　ハードボディの腕が襲おそい掛かってきた瞬間。

「バカヤロウ！」

　寝ね転ころんだまま、ジュードがエリカの脚あしを払った。

　倒れたエリカの身体からだの上に、そのまま覆おおいかぶさる。

　その上に、さらにアルが覆いかぶさってくる。

　そして。

　機械の壊れる破壊音が、響ひびき渡る──
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　基本的にハードボディもアンドロイドも、精せい密みつ機器の塊かたまりだ。すなわち、投げ飛ばされることには慣れていない。破壊ではなく無力化を狙うなら、打撃よりも関かん節せつ技わざよりも、投げるのが最も効果的、師し匠しようにはそう教わった──後日、それはこじつけで単なる趣味だとわかったが。それでも、子供のころからジュードは柔じゆう道どうを鍛たん錬れんしてきた。剣も銃もそれなりに使いこなせるが、柔道こそがジュードの得え物もの。つかめる距離と体格で、しかもアルとウィドウの援えん護ごがあるのなら、ウィルスに狂ったハードボディごときに黒くろ帯おびジュード、負ける気はしない。

　なのに、とジュードは思う。

　──ならばなぜ、自分はこんなに狼ろう狽ばいしているのか。

　ともすれば、敗北感を覚えてしまうのか。

　殺意の光を隠かくそうともせず、こちらをまっすぐ見つめてくる目。かつてのあこがれの先せん輩ぱいへの気持ちを、思し慕ぼの思いを飾ろうとせず吐と露ろしながら向かってくる目。そして憎しみもあらわにぶつけてくる目。ジュードを仇かたきと信じて──

　ナノ＝ウィルスのせいもあるだろう。錯さく乱らんし、やけになっているのだろう。

　だが、彼女をここまで追い詰めてしまったのは、自分だ。

　しかたなかった、とは思う。カノンの注意をエリカから自分のほうへ引きつけなければならなかった。カノンの平へい静せいを奪わなければ、そもそも戦いにならなかった。だがしかし、それでも自分が追い詰めてしまったことに変わりはない。

　まっすぐに、正直に、思慕と憎ぞう悪おを隠さず襲い掛かってくるカノン。

　本気で。自分をだまそうとせず。心のままに。

　彼女をそこまで追い詰めたのは、自分。

　彼女を挑ちよう発はつし、──いいやそれ以前に、この一年、自分を偽いつわり続けてきた自分。

　──カノンの言葉を受け止めるたび、自分の顔がゆがむのを知る。そしてジュードは、悟さとる。自分が間違っていたことを。そうだ、おれは間違っていた。今日も、──そしてあのときも。

　ならば。

　たとえ錯乱していようと、プッツンきてようと、少なくとも彼女は本気で、真ま正直に、正面から向かってきている。そんな彼女を受け止めるべきはおれじゃない。そうだ、彼女をきちんと受け止めるべきは──

「──カノン！」

　いきなり響ひびいたエリカの声に、ジュードは驚く。まるで自分の思いに答えられたかのように。だがそれは、勘かん違ちがい。こちらに向いたエリカの目には、ジュードが期待したものはない。それどころかそこにあったのは、きっとあのときの自分も浮かべていたのであろう表情で、間違ってしまったときの表情で、それに思わず気を取られ精神の集中が切れた瞬間肩かたに衝しよう撃げき、エリカのもとまで吹き飛ばされる。

「……殺してやる」

　その美しいかんばせを憎ぞう悪おにゆがませカノンがいう。

「……おまえたち……二人とも……殺してやる」

　エリカが立ち上がり、一歩前に出た。

「きなさい！　カノン！　あたしはここよ！」

　──それは、ダメだ。間違っている。

　おれと同じ間違いを、犯すんじゃない、あのときのおれと同じ、間違いを──

「バカヤロウ！」

　ジュードは足を伸ばして、エリカの足を払った。そしてそのまま、力なく倒れたエリカの上に覆おおいかぶさる。その上に、さらにアルが乗ってくる。フォースフィールドを張って。しかしダメだ、とてもじゃないが守りきれまい、と思った瞬間今こん度どはなぜか、ノーリビン・ホロスコープの変形巨きよ体たいがカノンのまえに立ちふさがった。チャンス。ノーリビンの大きな身体からだをカノンが払い飛ばした隙すきを見逃さず、アルとジュードはエリカを抱え転がり距離を取る。しかしすぐにカノンは追いかけてくる──

「カノン！」

　ジュードは次の瞬間、まるで盾たてにでもするかのように、それまで後ろにかばっていたエリカをまえに突き出した。
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「待つのじゃ！　これ！」

「やかましい！　邪じや魔まするな！」

　なぜかまえに立ちふさがった──というか、さっきからなぜか度たび々たび邪魔してくる──ノーリビンを払い飛ばし、こぶしをつくってジュードを追ったカノンは、

「カノン！」

　それまでエリカをかばうようにしていたジュードがいきなりエリカを盾にしたことに動どう揺ようし、動きを止めた。

「な、何の真ま似ねだ？　私には、エリカは盾にならない！　──私はエリカを殺したいと思っているんだから！」

「そうよ！　あなたの目的はあたしでしょ！　殺すならあたしを殺しなさい！　相あい方かたであるあたしを！」

　盾たてにされ蒼そう白はくになりながらも、みずから一歩前に出ようとするエリカを、ジュードはその首に腕を回して止めて、カノンに向かって叫ぶ。

「いいのか？　エリカを先に殺したら、リンクが切れて感情が消える！　存在が停止する！　ケンドーの仇かたきが討うてなくなるぜ！」

「う？」

「それでいいの！　さぁ、カノン、狙うならあたしを狙いなさい！　ナノマシン＝ウィルスが、あなたが本当に求めている相手はだれ？　考えて！」

「……あ」

「バカいうな！　おまえもちょっと聞け！　いいか──」

「……ちょっと待つのじゃ。ジュードくん。わしはおぬしに聞きたいことが──」

「邪じや魔まするな！」

　戸と惑まどいの中、一番躊ちゆう躇ちよなく殴なぐれるやつを殴り飛ばし、カノンはジュードとエリカのまえに立つ。ウィルスが生み出す憎ぞう悪おに狂った頭をいまだ混乱させながら。

　ウィルスが求める憎悪の相手は、エリカ。

　しかしエリカを殺せば、ジュードを殺せなくなるかもしれない。

　ジュードは、あの人の、ケンドーさんの、仇──

　ジュード、エリカの首に腕を回し、その耳に口を近づけささやきかける──ただし、カノンにもノーリビンにも聞こえるように。

「──失望したか？　エリカ」

　え？　とエリカは動どう揺ようする。

　盾扱いされたことをいっているのだろうか。

　それは確かにショックだったけど、でもこの場合それが一いち番ばん効果的だと思うし──

「──自分の相方に、失望したか、と聞いているんだ。たかがウィルス程度に狂わされ、自分の半身相あい手てにあれだけの憎悪をぶつけてくる、幼稚な相方に。がっかりしたか。しょせんはただの機械かと」

「……え？」

　確かに、ショックだった。カノンに、相方に、親の仇を見るような目で見られたことは。

　もしかしたら思いとどまってくれるかもしれない、憎悪に打ち勝ってくれるかもしれない、そう期待したのも事実だ。だけど──

「……いいえ」

　首を振って答えたエリカにジュードはうなずき、語り出す。エリカの耳にくっつけんばかりに唇くちびるを近づけて。しかし目はカノンをとらえ。

「……一人の男を、知っている。そいつは、弱いやつだった。自分の身に起きたことを信じたくなく、認めたくなく、なかったことにしてしまいたかった。……だから、事件が起こったことを、その事実を拒否した。だれにも話さず、真実を覆おおい隠かくして、それでなかったことにしようとした。他人にはもちろん、自分にまでうそをついて──

　でもそれは、間違いだった。

　真実を隠したことで、かわいい女の子をあそこまで追い込んでしまって、それでようやく、気づいたよ。逃げちゃいけない。だから問う。あんたはあいつに失しつ望ぼうしたか？　あいつのことを嫌いになったか？　たかが憎まれたくらいで？　殺されかけているくらいで？」

「いいえ！」

　失望する？　嫌いになる？　そんなわけない。殺されかけたくらいで、ウィルスなんかに狂わされたくらいで。だって、ずっと一緒にいた、あたしの半身。相あい方かただから。

　だったら、とジュードはいった。

「だったら、教えてやれ。あそこにいる相方に。そしてあそこのじいさんに。愛し愛されることを美化しすぎて憎ぞう悪おの存在をちょい知っただけで動どう揺ようしているやつにきちんと教えてやれ。憎まれようが愛されようが、変わらないものがあるってことを。どんな事実もその気になれば受け止められるということを。そして世界は変わらず、今日も、明日も続いていくということを。教えてやれ、相方に。ちょっと憎悪を覚えたからってそれほど動揺しなくていいってな。

　いまのあいつもまた本当のあいつなら、愛だろうと憎しみだろうと、本当のあいつが本気で向かってきているんなら、おまえも本気で、応えてやれ。事務所にきたとき、いってたろ？　ヒーローらしく、ふ、やるな、おまえもな、みたいな感じがどうとやら──あのノリだ。おれも手伝ってやるから、だから、向き合え。──逃げずに、戦え。

　あそこにいるのは『嫌い』じゃない、おまえの大事な半身だろう！」

　──そうだ──

　エリカはうなずき、ジュードの腕から離れる。

　正面からカノンを見み据すえ、その憎しみと動揺の混じった瞳ひとみを受け止める。

　うなずき、告げる──

「……そうだよ、カノン。何も変わらないんだ。たとえあなたがどう思おうと、ナノマシン＝ウィルスに狂わせられようと、あたしにとってあなたは、かけがえのない存在だから」

「……私は、あなたが、憎い、エリカ。……どうしても、止められない」

「……いいよ？　その思いも、受け止める。……考えてみたら、あたしあなたに頼ってばっかで、悩みとか相談してばっかりで、カノンの悩み、なんて聞いたことないよね？　……本当は同い年なのに。……だからかな、カノン、そんな大人おとなびたハードボディを使って──

　いいよ。たまにはぶちまけて。カノン。

　悩みでも、愚ぐ痴ちでも、──憎しみでも。怒りでも。──あたしはそれを受け止めて」

「……う、私は、私は、あたしは！」

「──真ま正面から受け止めて、本気で向かってくるのなら本気でそれを受け止めて、それでも気持ちは変わらない、あなたが好きだということを、大事な人だということを、ちゃんと証明してみせるから！」

　エリカのスーツ、マビの制服が輝き出し──

「カノンッ！」

「──エリカァ！」

　カノン、エリカに飛びかかる。

　エリカ、パワースーツのリミッター解かい除じよ。ネット接続、アルとウィドウのサポート確認、こぶしを握る。そうだ、いまのカノンはバズーカではないただの人ひと型がた、冷静さもなく、それに対してエリカは電機頭ず脳のうが二台もサポートについてパワースーツもエネルギーいっぱい。そしてジュード先せん輩ぱいもいる。……そうだ、ジュード先輩が戦えたんだ、あたしだって戦える。いいや戦わなければならない。カノンの思いを受け止めるのは、先輩ではなく、あたしでなければいけないから。

　なぜならあたしこそ、彼女の半身、相あい方かただから。

　マビのカリスマ、チームリーダー・キャノンボール。

　──戦せん闘とう開始。







　　　　◆







「本当はエリカだって！　あたしが相方じゃなかったらって思ってるくせに！　ヒーローなんかにならなくってすんだって！」

「しょうがないでしょ！　たまにはそんな思ったって！　カノこそ給料いいんだからそろそろ割り切りなさいよ！　そのハードボディいくらするって思ってんのよ無む駄だなところに金かけて！　このスケベ！」

「自分の給料使っているんだから文句いわれる筋すじ合あいない！　エリカこそ貯金もしてないくせに、勝手にあたしの持ち物使うし！　下着とか！　だいたいサイズ合わないくせに！」

「そもそもそれよ！　なんでカノあたしよりスタイルいいのよ！　ダイエットもしたことないくせに、オーダーメイドできるからって調子に乗るな！　年とし相そう応おうを考えろ！」

「くやしかったら機械の身体からだを手に入れてみろ！　このペッタンコ有ゆう機き脳のう！」

「うるさい色ボケ電機脳！　だいたい先輩のことだって、そもそもあたしが話しかけて！」

「違うそれは絶対違う！　あたしのほうが先に見つけて！」

《……女は怖こええよ、女はよ》

《……漢おとこの世界に生きる者は立ち入るべきではない世界です》

《……う……ウィルスのせいだと思いたい……にゃあ》

　体力とエネルギーを使い果たして倒れ込み──実際エリカはよくがんばった、ジュードは彼女への見方を変えた──それでもなお舌ぜつ戦せんを繰り広げている二人に、アルとウィドウ、そしてジュードはため息をつく。

　そして、エリカとカノンとジュードの戦いに巻き込まれ動けなくなったノーリビン・ホロスコープに向き直る。

「……見たいものは、見られたか？　あの二人は、あんたがいう『欺ぎ瞞まん』とやらを乗り越えてなお相あい方かた同士でいられそうだが。すばらしいなぁ」

「……本当にそう思うのか」

「…………ええと」

「……とにかく、違う！　違うのじゃ！　わしが見たかったものは、もそっとシリアスな、──おぬしにもわかっているはずじゃ！　人は自分の半身を殺せる！　どれほど大事にしていようと、どれほど愛していようとも。それが世界の真実じゃ！　それが人間の正体じゃ！　愛も信頼も存在しない、ゆがんだ依い存ぞん、ただのベクトル、エネルギー──なのになぜ、それを知って、平然と──」

「なぜならな、ピュアなじいさん。それはとくにたいしたことではなくて、それでも世界は続くから。天才と呼ばれた博士だから、純じゆん粋すいで常識にうといのもまぁしかたがないな？　とにかく、理解したならナノマシン＝ウィルスの散さん布ぷなんてやめろ。おまえがどれほどの『真実』を世界に見せつけたって、結局、人はそれを乗り越える。そして世界は続いていく。おまえがやろうとしていることは無む駄だな犠ぎ牲せいを出すだけだ」

　カラコーム博士とゴービー博士のバックアップ・アンドロイド。

　純粋だったからこそ、自分を襲おそった真実に、耐えられなかったのだろう。異常をきたしてしまったのだろう。だが、その耐え難い衝しよう撃げきこそ、アルも認めた『エンパシス』へと続く道。本物の感情を芽め生ばえさせるための鍵かぎ。

　アルもそうだった。

　そうやって、ヒトは成長していく。

　ジュード、ノーリビンに一歩、近づく。

　ノーリビンの身体からだから機械の触しよく手しゆが伸びて、ジュードに何か吹き付ける。しかしジュードはうざそうにそれを払うと、ノーリビンに近づいていく。

　アル、くああ、とあくび。

　ノーリビン、悲鳴を上げる。

「なぜじゃ！　なぜ、おぬしには、おぬしたちにはナノ＝ウィルスが効かぬのじゃ！」

「……探たん偵ていには、いろいろ切り札があるのさ」

　ジュードはノーリビンの上に屈かがみ込み、たずねる。

「さぁ。教えてくれ。上空の、ナノマシン＝ウィルスを積んだ宇宙ステーションを遠えん隔かく操作する方法。何か用意してあるはずだ。……どうせ教えてくれなくても、近づく方法はいくらでもあるぞ？　最悪、人間体たいは近づかずハードボディで乗り込めばいいだけの話だ。ウィルスが効かないことがわかったおれたちで行ってもいいし。でもどうせだったら、少しでも自分の罪を軽くしろ。ノーリビン＝ゴービー＝カラコーム」

　ノーリビン＝ゴービー＝カラコーム、と呼ばれたアンドロイドは、笑った。

　笑い、いった。

「……もう、遅い。……ナノマシン＝ウィルス散さん布ぷ装置は、すでに作動を開始しておる」

「なに！」

「いったじゃろう？　わしは世界に真実を見せつける、とな。ウィルスが降り注そそぐのはこのヤチホだけだが、その真実の衝しよう撃げきは、世界全体を揺るがせる。欺ぎ瞞まんを暴あばき、世界を正しいものへと戻す。わしはそれが見たいのじゃ！　その真実を知ったとき、この世界がどう変わるのか──」

「ふざけるな！」

「ふざけているのはおぬしじゃ！　自分をだましているのはぬしらじゃ！　おぬしもわかっているはずじゃ、人と家か電でんが強制的に共きよう生せいを選ばされるという、この世界がどれほどゆがんでいるものか。共生という依い存ぞんがどれほどもろいものなのか。おぬしは知っているはずじゃ！　依存、という存在がどれほど人をゆがませて──」

　博士の目が唐とう突とつに、見開かれた。

　ジュードとアルを凝ぎよう視しし、いう。

「……そうか、ぬしらは……いや、まさか……」

「……」

「そ、そんな……バカな、……ぬしらも、同じなのか？　同じ強さを持っているのか？　ぬしらは」

「……何いってんだかわかんねぇよ。ノーリビン。……じっくり聞きたい気もするが」

　ジュードはノーリビンの頭をつかみ、持ち上げた。

　ぶちぶちと配線が千ち切ぎれるのにもかまわず顔のまえに持ってきて、たずねる。

「……時間がない。答えろ。さっきまでおまえは動どう揺ようしていた。だったら、スイッチはいま入れたばかりだな？　猶ゆう予よはどれくらいある？　ウィルス散布開始まで」

　にらみ合う──

　目を伏せ、やがて、素直に答えるノーリビン。

「……約七分。最も近い宇宙ステーションからでも、ヤチホ上空にたどり着くには一〇分はかかる。ヤチホにはほかに宇宙ステーションはないからのう。だからこそ、わしは数ある区からこの街を選んだのじゃ」

　約七分。

　時間が、ない。

　ジュード、アンドロイドの首をぽてんと落とし、何かいうのを無視してきびすを返し──後ろ髪は引かれたが──、歩き出す。

「エリカ。……カノンは正気に戻ったか？」

「いいえ！　まだウィルスの影えい響きよう下かにありますよう！　このヒトは！」

「……確かに、ウィルスはいまだ活性化していますが、抑えきれない、というほどではありません。……一時の激げき情じようさえ乗りきれれば、きっと、……あの、その、申しわけ……」

「カノン、帰ったら、エンパシスのテスト受けてみろよ。何ならアルをつけてやるから。それはまぁおいといて、まずはヤチホの警察に連絡、ノーリビンを確保するように。チームはハードボディだけで構成、ナノマシン除じよ去きよ装置を忘れるな」

　おどおどと何かをいいかけているカノンに手を振り、なんでもないと笑えみを見せ、ジュードはずんずん歩いていく。

　私し通つう回線で、ブラックウィドウ。

《ジュードさま。どこへいかれるのです？　わたくしとの約束覚おぼえています？》

「もちろん覚えているってば。だがまだ終わっていない。最後の仕上げが残っている。──アル？」

「……連絡済ずみ。遊園地前まえまで来ているってさ」

　ずんずん歩いていくジュードとアル。その少し後ろを、エリカとエリカをおんぶしたカノンが続く。

　遊園地前が騒がしい。

　ゲートから、ソージ／クリーナー・グリーンを筆ひつ頭とうに全身をスーツで覆おおった警察部ぶ隊たいが現れる。全員ナノ＝ウィルスに感かん染せんされないように完全武ぶ装そうして、ナノクリーナーを撒まいている。ソージはエリカに挨あい拶さつすると、わずかにジュードのほうを見て、何もいわず、そのまま遊園地奥おくへ進んでいく。その後ろにロボットカメラたちが続く。ジュードたちはナノクリーナーをぶっかけられてフォースフィールドに洗われて、ようやくゲートの外に出る。

　そこにはたくさんのカメラロボと、バット・バトラーマン、そしてユキノスケ・バトラーマンが待っていた。

　ユキノスケは、その手に大きなスーツケースを持っている。

　カメラにうんざりした目を向けながら、問う、ジュード。

「準備は？」

「もちろんできておりますよ。……リーダー」バット。

　ジュード、ユキノスケからスーツケースを受け取り、開く。

　現れたのは、トレンチコート。

　それを見て、エリカとカノンは複雑な思いにとらわれる。なぜならそれは、チーム・ソードフォースのコスチュームでもあったから。レッドもシャドウもグリーンもイエローもブルーもピンクも、全員ヒーロースーツにトレンチコートをまとっていたから。とくにリーダー、レッドウィングのまとうそれには特別の意味が存在し──

「──わかっているんだ」

　ぽつり、とジュードがいった。

「おれにはもう、これをまとう資格はないって。……正義の味方を捨てたおれにはこいつをまとう資格はない。おれはそこまで恥はじ知しらずじゃない。……だけど」

〈──それでだれかを助けられるなら、喜んで、おれは恥をさらそう〉

〈かっこいい！　よっ、大だい統とう領りよう！〉

〈──そう、あいつも思ってくれるよな？　あいつ、かっこいいのが好きだったから〉

〈……うん。きっと許してくれる〉

〈……だよな。それに、なんだかんだいっても、好きだしな。これ。捨てられねぇ〉

　数々の戦いをともにくぐり抜けた、よれよれの、でもだからこそ味のある、トレンチコート。

　ジュードは、笑い、トレンチコートに袖そでを通した。

　コートに埋め込まれたコード、それに呼こ応おうして、ジュードの中でナノマシンが活性化、体たい表ひように一瞬紋もん様ようを描いてすぐ消える。一年ぶり、にもかかわらず変わらずフィットするその感かん触しよくに、ジュードは涙が出そうになる。

　そう、このコートはインターフェース。

　あいつとつながるためのもの。

　知らず、涙を一ひと粒つぶ落とし、ジュードはつぶやくように、いった。




「──こい。カリバーン」




　日陰が、落ちる。

　周囲に集まったカメラロボとマスコミたちから歓声が上がる。しかしざわめきはすぐに立ち消え、静せい寂じやくのなか、それは上空に現れた。

　一ひと振ふりの剣を模もした、宇宙艇てい──世界で初の垂すい直ちよく離着陸航こう宙ちゆう機き。

　目を見開いて空を見上げて、カノンとエリカ、

「か、……カリバーン、さん」

「……やっぱり、生きて……」

　いいえ、と二人の後ろに立っていたバット・バトラーが首を振る。

「カリバーンさまは亡くなられました。あそこにあるのは、カリバーンさまのお亡なき骸がら。人格の宿らぬただの電でん機き機器。……ようやく、お認めになる気になったのですね、ジュードさまは」

「……え？」

「これまでは、マビの主要幹かん部ぶと旧ソードフォースのメンバーしか知らなかったこと。しかし今日より、真実が世界に知れ渡る。カリバーンさまも喜んでくださることでしょう──」

　すまない。ごめん。カリバーン。

　ジュードは、泣いていた。

　おまえはもう死んでいるのに、その亡骸を鞭むち打うつようなまねをして。おまえを道具のようにして。でもおれには、ほかに力がないから。それでだれかを助けられるなら、おまえは許してくれるよな？　誇り高かったおまえなら。たとえ道具扱あつかいされたって──

　それでだれかが、笑ってくれるのなら。きっと。

「カリバーン！」
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　ジュードの叫びに呼こ応おうして、剣にたとえるなら鍔ガードの一部が開き、牽けん引いんビームが照しよう射しやされる。ビームはジュードとアルを包み込み、二人の身体からだが浮き上がり、船に引き寄せられていく。

　カリバーン内。

　狭い通路を潜くぐり抜け、ジュードとアルは操縦席コクピツトにつく。

　ちょうど剣の鍔から剣身の伸びる部分。船せん殻かくが透明になり周囲の状況が肉眼で見える。

　一面の空。

　久しぶりに見る風景。

「……いつまでも泣いてんな？　ジュード。時間がないぞ？」

「……ああ、わかってる。おまえこそだいじょうぶか？　カリバーンの支援はないぞ？」

「まかせとけ。立派に務めてみせるさ。こいつに恥ずかしいとこは見せられないし」

　アル、カリバーンの中ちゆう枢すうに接続、起動。点火。火が入る。かってしったるこの振動。死んでいる、けど生き返る。当時の感かん触しよく。空と宇宙を駆け抜けていたころのあの感じ──

《よしこい。ジュード！》

「──ルート９、エンゲージ！」

　風が吹き荒れ、全身のいたる部分にあらゆる方向からＧがかかるような錯さつ覚かく。ナノマシンが活性化、触しよく媒ばい呼こ応おう、共鳴脈めい動どう、船せん殻かくが己おのが肌はだとなる。血流は電子の流れ、カメラが目と化し、心しん臓ぞうはエンジンとなり、いま、ジュードは空を飛ぶ生き物になる。

　背中にはつばさの感触、

　ああ、だけど。

　こうしてひとつにつながって、だからこそ、わかる。

　ここにはもう、カリバーンは、おれの半身は、いない──

《──ジュード？》

《……よし、いくぞ。アル》

　号ごう令れい一いつ下か。

　カリバーンは大気を切り裂き、重力を断ち切り。

　宇宙空間に飛び出した。







　　　　◆







　──そしてそれを追うように、もうひと筋すじ。

　流星が流れた。

　地上から、空に向かって。重力を裂くもう一ひと振ふりの剣。













　　　　３．







　それは夢。而しかして記き憶おく。いつかの光景。

　ケンドーの声。

「なぁジュード、こいつが地球に落ちたら、いろんなしがらみ、なくなるのかな」

「そりゃあ、まぁ、なくなるだろうな。そうならないために来ているんだ。──あー、やっぱりディザスターフォースはかっこいいなぁ」

「そうか？　たいしたことないと思うけどな。おまえとカリバーンのほうが強いよ。……な、ジュード、こいつ落としてみない？」

「もしもし？　このステーション落ちるの食い止めるために、おれたち来てるんですけど？」

「ええー、いいじゃん。落としてみようぜ？　すかっとするかも」

「あのな、……だいたい、落としたあとおれたちどこにいくんだよ。そりゃカリバーンがいればどこにだっていけるけど、どこいったって野の垂たれ死にするのがオチだ」

「それでいいじゃん。何にも頼らず、依い存ぞんせず、自分の力だけで生きて、最後は自分だけで死ぬ。それが本当に生きているってことだろ」

「……かっこつけてもめしは食えない。ほら、いくぞ」

「……もしおれが本当に、こいつ、落としたらどうする？」

「……ケンドー？」

「なぁ、おれがこいつを落とそうとしたら？　止めるか？　止まらなかったら？　討うつか？　正義の味方としてテロリストのおれを。なぁ、ジュード。……どうする？　おまえはどちらを、選ぶ？」

「……こんなところで、冗じよう談だんは、よせ。笑えない」

「……いつもそれだな。おまえは」







　　　　◆







　子供のころ──といってもそんな昔ではないが──ジュードとケンドーの夢は『地球災害対策隊デイザスターフオース』に入隊することだった。

　地震、津つ波なみ、台風、洪こう水ずい、まるで地球を科学で覆おおい尽くした人類に復ふく讐しゆうするかのごとくときおり牙きばを向き出す自然に対し、敢かん然ぜんと戦いを挑いどむ世界議会所しよ属ぞくの最強ヒーローチーム、それがディザスターフォース。せこい組織とこそこそ戦うようなヒーローチームとは全然違う。ジュードとケンドーの夢はディザスターフォースの一員になることだったし、カリバーンがいればそれも不可能ではないように思えた。

　もちろん、二人で一緒に。

　その日、子供のジュードはケンカして、顔を腫はらせてふてくされていた。けんかの原因はいつもと同じ。クソガキが、ジュードの弟ケンドーのことを『予備スペア』と呼んだから。でもそんなことでケンカしたなんて師し匠しようにもケンドーにもいえないから、ジュードは一人で隠かくれてふてくされる。でもケンドーは必ずジュードを見つけてくれた。やっぱり双ふた子ごだからだろうか、通じるものがあったのか。

　ほおを氷で冷やしている子供のジュードに、子供のケンドーがいう。

「ねぇジュード、知ってる？　なんで『マザーＢ』が引退したか。おれ、師匠に聞かせてもらったんだ」

「……なんで？」

「あのね、昔むかし人間は家か電でんをいじめていて、だから『マザーＢ』は反乱を起こし、家電たちを解放し、人間と共きよう生せいさせることで人権を与えた。人間も家電と共生するようになって家電をいじめなくなり、間違いをしなくなり、迫っていた大だい滅めつ亡ぼうから免まぬがれた」

「それぐらい知ってるよ。学校で必ず習う」

「でもこの話は続きがあってね。家電を解放したことで気を良くした『マザーＢ』は、今度は犬を解放しようとしたんだ。人間の最高の友だちである犬に知能を与えて、本当の意味でのパートナーにしてやろうって。実験が繰り返されて、ついに人間並みの知能を持つ犬が誕生した。ところがその犬、しゃべれるようになって第一声、なんていったと思う？」

「……なんていったんだ？」

「『おれは知能なんか欲しくなかった。犬らしくいたかった。ほっといてくれればよかったのに』ってさ。これに恥じた『マザーＢ』は、以降表おもての世界から退しりぞいて、隠いん居きよしたんだって」

「へー」

「……昔はさ、人間は家電と共生せず、一人で生きていた。そりゃ、間違いとかしたかもしれないけど、滅ほろびかけていたかもしれないけど、でも自分たちの力で、一いつ所しよ懸けん命めい生きていたんだ。人間として。でも──」

「でも、力が足りなかった。だから滅びかけ、家電と共生するようになった、だから滅びずにすんで、いまの世界があるんだな」

「……うん。そう」

　ケンドーは笑った。

　その、ちょっとさびしそうな笑いに、ふと、ジュードはケンドーが、なぜ自分が顔を腫らしているのか知っているような気がした。だからジュードはいいたくなった。いいんだよ、おまえは気にするな。おれも気にしないし変なことをいうやつはほっておけ。けんかを売ってくるやつがいたら、おれがぶっ倒してやるから。おまえは頼ってくれてていい。でもケンドーも男の子、プライドはあるし、だからそんなことはいえなくて、ジュードはただ仏ぶつ頂ちよう面づらで、ほおを氷で冷やす。

　それでね、とケンドー。

「師し匠しようがね、これからその犬さんに会わせてくれるって」

「マジで？　いまから？　それを早くいえよ、もう！」

　ジュードは立ち上がり、いまだ座っているケンドーに手を伸ばす。

　うん、ごめんね、といって、ケンドーが、その手を握って立ち上がる。

　──手は握ったが、引っ張られようとはせず、自分の力で立ち上がる。

　そのころのジュードの夢は、将来ディザスターフォースに入隊することだった。

　ケンドーと、二人一緒に。

　でも。

　思えばもうそのころから、二人の夢は違っていたのかもしれない。

　ふと、ジュードはそう思う。子供のころの記き憶おくを、懐なつかしく思い出しながら。

　ケンドーのほうが弟だったが、いま思えば、昔からずっとケンドーのほうが大人おとなびていた。逆にジュードはなかなか大人になれなかった。だからきっとそのころから、二人は違うものを見ていたのだろう。

　それをケンドーは知っていた。

　しかしジュードはそんなこと、認めたくなかった。

　なぜいまになってこんなことを考えるのだろうとジュードは思う。

　目の前の、信じられない景色のせいか。

　いや、心のどこかでは、いつかこういう日が来ることを予想していたような気がする。

　漆しつ黒こくの闇やみの中に、稼か働どうしていない宇宙ステーションが浮いている。正しくはものすごいスピードで動いているのだが、速度を合わせているために静止しているように見える。そのステーションのまえに、浮いている、ものがある。

　宇宙船。

　それも、カリバーンと同じ、両りよう刃ばの剣つるぎを思わせるようなシルエット。

　ただし、カリバーンとは逆に、剣にたとえるならば握りの部分が船の前方。前後は逆だがカリバーンと似たような場所に操縦席コクピツトがあり、その円蓋キヤノピーに背中を預けるようにして、宇宙空間に溶けていくようなふちがぼろぼろ裂けているマントをまとったマフラーの男が立っている。宇宙であるにも関わらず船の外に出られているのはフォースフィールドに守られているためで、実際、男の髪やマントは空気の流れに揺れている。

　これだけ見事にフォースフィールドを制御できているということは──

　マントをまとい、マフラーを流し、組んでいる腕に日本刀とうを抱いていた男は、伏せていた顔を上げ、カリバーンに顔を見せつつ口を開いた。

　音は聞こえなかったが、ネットの接続を介かいして言葉は聞こえた。

　本当に久しぶりの、知る者がほとんどいないはずの私し通つう回線を通じて、男は、いった。

「……久しぶりだな。ジュード。一年ぶりか」

　ジュードは、笑い、答えた。

「そうだな。……本当に、久しぶりだよ。ケンドー」

　一年振りの、──再会。







　　　　◆







「……まさか、生きているとは思わなかったよ。ケンドー」

「それはおれのセリフだな。ジュード。なんで、おれが死んだことになっている？　どうしておまえがおれを殺したことになっているんだ？　事実は逆だろ？　撃うったのはおれだ」

「……」

「まぁ、らしいといえばらしいか。ジュード。……ところで、本当に死んでいると思ってたのか？　おまえを撃ったこのおれが？　宇宙で消えてしまっただけで？」

「……わからない──」

　そう思いたがっていただけかもしれない。

　心のどこかで、感じていたかもしれない。生きている、ということを。双ふた子ごとしてのつながりを。

《──そいつはなんだ？》

　割り込んでくる、酷こく薄はくな、アルの声。

　ジュードと同じ顔、しかし少しく精せい悍かん、少しく髪を伸ばしている日本刀を持った男は、笑った。

「よう。アル。元気だったか？」

《そいつはなんだと聞いている！》

「わかったわかった。紹介しよう。出て来い、ステラ」

　ケンドーの隣となりに、ホログラム、やはり男と同じ漆しつ黒こくのマントにマフラーをつけた子供が現れる。

　──女の子？

　性別はよくわからないが、薄い桃もも色いろの混じる銀髪を長く伸ばしたその姿は女の子に見える。が──

　ジュード、つぶやく。

「……ま、さか」

　ケンドーが乗っている船は、フォースフィールドを張っている。

　そしてフォースフィールドは、アンドロイドやロボット等の単なる電機頭ず脳のうには扱えない。展開することはできても細かな制御はできない。それは人格と自じ我がを持つ家か電でんだけがその感情で操あやつれるもの。実際、アルが動かしているとはいえもはや家電ではないカリバーン『船』は防御用としてのフォースフィールドを機械的に展開するのが精せい一いつ杯ぱい。

　しかし、ケンドーが乗っている船はフォースフィールドを展開するのみならず、空気を逃がさず循じゆん環かんさえさせている。

　その事実が指すものは──

「紹介しよう、こいつはエステル。Ｓ・Ｔ・Ａ・Ｒ、エステルだ。おまえらなら、ステラと呼んでかまわない。姓せいはない──こら、ステラ。行ぎよう儀ぎよくしろ」

　ステラ、と呼ばれた少女は、ケンドーのマントにしがみつき、隠かくれるようにしながらじっと、カリバーンをにらんでいる。

　いや。

　にらんでいるのは、ジュードのことか。
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「勘かん弁べんしろよ、ジュード。おまえ、ノーリビンのウィルスに感かん染せんしているだろ？　その影えい響きようだ。不ふ思し議ぎだな。いまはおれとリンクしているはずなんだが、憎ぞう悪おはおまえに向かっている。ちなみにおれも、試しに感染してみたんだが、アル──？　って聞くまでもないか」

《──カリバーンなのか！　それ！》

「何を驚く？　アル。ジュードがおまえと共きよう生せいしなおせたんだ。おれがこいつと共生できても不思議じゃないだろ？　もともとおれは、そのための、予備だしな」

　もっとも、と笑う。

「カリバーンは、最後まで抵抗した。おれがジュードを撃うって珪けい素そ脳のうを壊し、リンクを切ったことで、おれを許せなかったらしい。そういう意味でいうなら、こいつはカリバーンじゃない。おれがカリバーンを相手に無理やりつくった子供ってところか」

　そうか、とアルも笑う。

　く、く、く、とおかしそうに。

《なるほど。だからか。だから、おまえはジュードを撃ったのか。カリバーンを奪うために、ジュードの珪素脳を壊し、自分のそれまで壊して、おれとのリンクを切ったのか。おまえ、抜かしていたよな。『依い存ぞん』するのがいやだって。だれかと共生しないと生きていけない生命体なんてまっぴらだって！　偉そうなことをいっていて、結局それかよ、ケンドー！》

「わがままを通して生きていくには、それなりの力がいるんだよ。アル。こいつはただ、それだけのもので、そしてアル、それはおまえじゃダメだ。弱すぎる」

《ケンドー！》

　カリバーンが、震える。アルの感情に呼こ応おうして。

　何かに依存するのがいやだという、ケンドー。

　自分だけの力で、自分だけの生を生きたいと願い、そのために、ジュードを撃ち、アルを切り捨て、カリバーンを奪ったという。そしてそのステラすら、ただそれだけのものといいきる。ジュードと同じつくられた存在、しかしカリバーンの相あい方かたとして生み出されたジュードと違い、ケンドーはあくまでその予備として──

　ジュードは大きく深しん呼吸、心を落ち着かせ、告げる。

「……ああ。ところでケンドー。おまえとは積もる話もいっぱいあるし、酒でも飲んで盛り上がりたいところだが──とくにその子については聞きたいことがたくさんあるが──いまは急いでいるんでな。そこをどいて、くれないか？」

「知っているよ。ここに、ノーリビンのナノ＝ウィルスがあるんだろ？　人と家か電でんの共生関係を狂わせる例のウィルスが」

「──ノーリビンを、知っているんだな」

　うなずくケンドー。

「……あまり驚いていないようだな。ああ。知っている。世せ話わになったからな。一年前、ジュード、おまえがマビの手によって治ち療りようを受け再さい共きよう生せいしなおせたように、おれもあの博士の手を借りた。その道のエキスパートだったからな。死を選んでいたカリバーンをステラとして再共生させられたのはあの博士のおかげだ」

　もしかして、とアル。

《なぜいまごろになって事件を起こしたか不ふ思し議ぎだったが、ノーリビンをそそのかして事件を起こさせたのはおまえか！　ケンドー！》

「バカいうなよ。だれがそんなヒマなことするか。……まぁ、少しは影えい響きようを与えたかもな。アル、おまえとのリンクを切るためだけに自分の頭を撃うちぬいたおれは、あの博士にはさぞかし強い存在に見えただろうとうぬぼれではなく思うよ。おれを崇すう拝はいする、あの目の気持ち悪いことったら」

「……そうか。だからか」

　そうか、とジュードは思う。

　愛やら何やらを信じられなくなったノーリビンにとって、すがるものを失ったリンカーン博士の残ざん骸がいにとって、そういうものに頼らず『依い存ぞん』と切り捨てるケンドーの行動はさぞ絶対的なものに思えただろう。ケンドーとの出会いに感かん銘めいを受け、だからこそ、ああして依存を欺ぎ瞞まんと決め付け、それを世界に見せ付けるために、そしてその先にあるものを見るために、今回の事件を起こしたのだろう。

「……とにかく、おまえが関係ないっていうなら、いまはどいてくれるな？」

　ジュードの言葉に、しかしケンドーは首を振り、逆に質問を返す。

「……おまえは、おれたちが正しい『人間』だと思うか？」

「……なんだと？」

「かつて人類は滅めつ亡ぼうしかけ、それを回かい避ひするために『マザーＢ』は人類と家か電でんを共生させることにしたという。……珪けい素そ脳のう、なんてわけのわからないものを使ってな。だがな、そこまでして滅亡から生き抜いた、おれたちは本当に、正しい『人類』なのか？　家電、なんて存在がなければ生きていけなくなったおれたちは、もとの人類と同じ存在といえるのか？　結局のところ、本当の意味での人類はもう絶ぜつ滅めつしているんじゃないのか？」

「……」

「家電──機械がなければ生きていくことすらできないおれたちは、もはや正しい生命体ですらない。そう思わないか？　ジュード」

「……ようするに、何がいいたい？」

「なに、おれはこう思ったまでさ。このままナノ＝ウィルスをばら撒まくことで、少しでも人間と家電の間に亀き裂れつを入れられるなら、そのほうが生き物として正しいかもな、と。世界崩ほう壊かいとまではいかないだろうが、ちょっとした問題提てい起きにはなるだろう」

　ちょっとした、どころではない。

　共きよう生せい相手が最大の敵となるかもしれない、ひとつの街の壊かい滅めつによってそんな可能性が提示されれば、世界は動どう揺ようせずにはいられないだろう。そしてすべての人間が、エリカとカノンのようにその衝しよう突とつを乗り越えられるとは思えない。エリカにしろ、助けがあったからこそカノンと向き合え殺されずにすんだのであり、通常なら家か電でんに勝てる人間などいない。だからこそ、人間側への影えい響きようは無む視しできないものになるだろう。もちろん、そのような混乱の中でも生き残り育はぐくめるような関係こそ本物であり、それこそノーリビンが見たかったものなのだろうが。

　冗じよう談だんは──といいかけて、ジュードは口をつぐむ。

　時間はどんどん過ぎ去っていく。

　それほどの猶ゆう予よはない。

「……どくんだ、ケンドー」

「無理やりに強制された共生関係などゆがんでいる。本当に正しい関係は、強制されるものではなくお互いが望んでするものだ。ある意味おまえらみたいに──そうだろう？　どうだ？　ジュード。アル。そのことを教えてやろうぜ？　世界に」

「……邪じや魔まを、するのか？　このナノ＝ウィルスをヤチホに降下させる気か？」

「……そうだといったら？」

　ケンドーが、笑う──いいや顔は笑っているが、その下に渦うず巻まいている感情は違う。

　それは笑みとは程ほど遠いもの。

「一年前、あのステーションでも、おれは同じことを聞いた。そして、おまえに選択させようとしたが、……結局おまえは逃げた。おまえはいつもそうだよ、ジュード。……兄あに貴き」

　ケンドーの言葉にジュードは唇くちびるを嚙かむ。

　あのとき。

　ケンドーはステーションを落とそうとした。そして、ジュードはそれを止めなかった。ケンドーの言葉を冗談だと決め付けて。ディザスターフォースが出動していなかったらステーションは地球に落ちて大だい惨さん事じになっていただろうに。

　そして、ケンドーはジュードに銃を向け、戦いを求め──

「あのときはディザスターのやつらがいたが、今日はいない。どうする？　ジュード。またあのときのようにおれを見逃し、ウィルスがばら撒まかれるのを黙って見ているか？　おれに何か考えがあると勝手に信じて、銃を突きつけられても無む抵抗に笑っているだけか？　おれがそんなことをするはずないと決め付けて、選択せずにただ待っているだけか？　今度はだれも、尻しり拭ぬぐいはしてくれないぞ？」

　そうだ、あのとき、おれは選択できなかった。正義の味方としても、兄貴としても。

　その結果、地球に宇宙ステーションを落としかけ、正義の旗を裏切った。

　弟に撃うたれ、信念と誇りを失った。

「いまは、どうだ？　この一年で何か変わったか？　おれに、実の弟に撃うたれ、さらにその汚お名めいをかぶって裏切り者として生きた一年。成長したか？　目が覚めたか？　それとも何も変わらないのか？　甘いのは昔のままか？　やっぱりあのときの、ままか？　さぁどうする？　時間はあまりないんだろ？　さあ、選べ──

　──おれを倒して、ウィルス散さん布ぷを阻そ止しするか、それともまた、選択せずにただ待っているだけか」

　選択。

　あのときは、選べなかった。

　弟を撃ち、ステーション降下を止めるべきだったのか。

　銃を向けてくる弟と、殺し合うべきだったのか──

《──ジュード！》

　ジュードはうなずき、微笑ほほえむ。

「……きっと、おれは何も変わってねぇよ。ケンドー。……いまだって、あのときどうしたらよかったのか、何が正しかったのか、わからないんだ。……ただ……」

「ただ？」

「あのときおれは、真ま面じ目めに考えようとしなかった。本気で向き合おうとしなかった。ああ、おまえのいうとおり、逃げていたんだよ。おまえが本当に、地球にステーションを落とそうとするはずないって。冗じよう談だんだって、……おまえが本気でおれを撃つはずがないって。思い込んで、逃げていた。おまえと真ま正面から向き合うことを避け、事件が終わったあとも、きっと何か事情があったんだって、だからおれは頭撃たれても助かって、おまえが助けてくれて、本当のおまえはそんなことするはずがないって思い込んだ。いつかおまえが帰ってきて、事情を説明してくれるって、まともに考えることを避さけ、むしろおれがおまえを撃った、なんて勘かん違ちがいを世間にさせたりして、おまえをかばうことで自分をだまし、おまえがおれを本気で撃った、なんて事実、なかったことにしようとして、無理をして、無理やりに──でもそんなこと、できるはずがないのにな。事実は変わらないんだから」

　この一年で、知ったこと。

　どんなに大切なものを裏切ろうと、裏切られようと、大事なものを失おうと、地球は回り、世界は続く。

　続く世界に生きていくかは自由だが、それでもやっぱり、世界は続く。

　そして。

　自分の無理な偽いつわりが、追い込んでしまった女の子。

　自分が本気で向き合わず、偽ってしまったせいで、想い人の生死がわからず、だから悲しむことも怒ることも許されず、だれを仇かたきと憎めばいいかすら知らず、無理して抑え込もうとして、ついには爆発してしまった少女。ナノ＝ウィルスはトリガーでしかすぎなくて、だから彼女は本気で、ジュードに向かってきた。だから──

「ようやく気づいたよ。自分の間違いに。だからおれは、もう逃げない」

　ジュード、ケンドーの目を見る。

　あのころから変わっていない、透とおった目を見て、告げる。

「おまえが銃を向けるなら、おれはおまえの目を見てやる。おまえが本気なんだったら、おれも本気で相手してやる。真ま正面から相手してやる。ウィルスを止めるためじゃない。おまえがおれの、たった一人の弟だから」

　あらためて、ジュードは操そう縦じゆう席に座りなおした。

　身体からだを包むトレンチコート──インターフェイスをチェックする。

　ケンドーは、微笑ほほえんだ。

　やさしく。穏おだやかに。

「……ナノ＝ウィルスを阻そ止しするために、おれを倒すか？　ジュード。今度こそ、止められるか……殺せるか？　おれを。……本当に、選べるんだな？　それを。……耐えきれるんだな？　その現実に」

「……」

「正直にいえばな、ジュード。おれはウィルスなんかに興味はないんだ。他ひ人とがだれに依い存ぞんしようがそんなの勝手だ。実際、ノーリビンを見ていて思ったよ。結局あいつは依存がいやだという考えそのものに依存していた。そしておれは、何者にも依存したくない。だからウィルス散さん布ぷなどどうでもいい。このウィルスが撒まかれようが撒かれまいがかまわない。……まぁ、ばら撒いたらおもしろそうとは思うがな」

「じゃあ」

「だがな、おれはずっと、気になっていた。……あのときおれは、おまえの珪けい素そ脳のうを正確に撃うち抜いた。それは、──カリバーンによけいな影えい響きようを与えたくなかったからだが──

　──本当に、そうか？

　あのときおれは、おまえを殺さなかったのか？　それとも、……殺せなかったのか？」

「……」

「アルへの依存は断ち切れた。だから次に、おれはそれを確かめたい。──殺せるのか、殺せないのか。おれはもう、決めたから。おれを依存させようとするもの、おれに依存しようとするもの、おれが依存したくなるもの、それらはすべて、おれが壊すべき敵だと。だからおれは、今日ここにきた。本気でおまえと向き合い、戦うために。殺し合うために──殺せることを証明するために。たとえ兄であろうとも断ち切れることを証明するために。……ウィルスは、そのための人ひと質じちにすぎない」

「……ケンドー」

「──さぁこい、ジュード。確かめようぜ。お互いに」

　少女のホログラムが消える。

　ケンドーの姿がキャノピーの中に沈んでいく──

　らしいな、とジュードは思う。

　おまえはぜんぜん変わっていない。どこまでいっても、おまえらしい──たとえ無理しているのだとしても。無理を通す、その姿勢──

「──なぁ、ケンドー。最後にひとつ」

「なんだ？」

「……おまえの言うとおり、本当の意味での人類は、滅ほろんでいるのかもしれないな。正しい意味では、機械がなければ生きていけないおれたちは生命体でさえないのかもしれない。

　……だがな、それでも世界は続き、おれたちは生きていくんだ。

　どんなにゆがんでしまっても、いびつに見えても、精せい一いつ杯ぱい、がんばって、死に物もの狂ぐるいでなりふり構わず、な。そのためなら共きよう生せいだってなんだってする。家か電でんとだって付き合う。依い存ぞん？　間違い？　それがどうした。おまえがどう思おうとも、それもひとつの生き方だ」

「……」

「……ていうか、いまさらテレビやクーラーのない生活なんかに戻れるかい。なぁ？」

《ポジティブ！》

「ポジティブ！」

　パン、と手を打ち鳴らすような音が響ひびく。

　カリバーンの中から、ケンドーにも聞こえるように。相あい棒ぼうと手を打ち鳴らす音。

　ケンドー、笑う。

「……変わらないな、おまえは。ジュード。……アルもな。

　……わかってるだろうが本気でこいよ？　あのときとは違う。おまえが負ければ、ナノ＝ウィルスはもはやだれにも止められない」

「ああわかってる。くどい」

「ならばいい。おまえの本気を見せてもらおう。──世界のために、おれを倒せるのかどうか。そしておれは、おまえを断ち切れるかどうか……ああ、そうだ。互いの信しん念ねんってやつを賭かけ、兄弟同どう士し戦おう。ハードボイルドに行こうぜ！」

　ハードボイルド。

　中なか折おれ帽ぼうとトレンチコート。兄弟二人であこがれた理想。タフな男の、象しよう徴ちよう。

　失って、資格がないとわかっていながらいまでもそれをまとっている。

　あいにくと、とジュードは笑う。

「……勝手いうなよ。ケンドー。おれのはハードボイルドじゃない。おれのはジャストボイルドさ。ちょっとちょーどジヤストボイルド・いい感じオ’クロツク」

　どんな選択をしても、何を得て何を失っても、明日もあさっても世界は続く。

　だったら肩かた肘ひじ張らずに、無理せずに、ちょうどな感じで、がんばって。

「さてと。いくか相あい棒ぼう。物ぶつ騒そう抜ぬかして悦えつに入ってるあのバカな弟の目を覚まさせに」

《ああ。目覚ましバカにしたやつに目覚ましのすごさを教えてやる。一発きついのかましてな！》

「……実際のところ、時間ないけど勝しよう算さんは？」

《フォースフィールドの性能差さが痛いけど、まぁ、おれの気合とジュードの経験でカバー？　……てか心配するない。目覚ましの役目は、毎まい朝あさを無事に起こしてやることさ！》

「かっこいい！　大だい統とう領りよう！」

　これから弟／相あい方かたと戦うにもかかわらず、いつもどおりのくだらぬ応おう酬しゆう。

　ああそうだ。──つばさは折れてしまったけれど、それでもなんとかやってきた。

　何がどれほど変わっても、これからだって、おれたちはずっと変わらない。

《──ところでいま、なんてったっけ？　ハードボイルドじゃ、なくて？》

　無理はやらない、納なつ得とくできる自分自身。

「──ジャストボイルド・オ[image: アポストロフィ]クロック」

《ＯＫ。それでいこう》

　頭の中で、アルが響ひびかせるベルの音。

　一年前には逃げ出した、あの悪あく夢むから目覚めるための──




「──ジュード！」

「──ケンドー！」







　　　　◆







　二振りの剣が、輝きを増し、

　ウィルスを積んだ宇宙ステーションをまえに、赤と白の軌き跡せきを描く流星が、交差して。

　目覚まし時計のベルの音が、強く激しく鳴り響いた。







[image: エピローグ　ジャストボイルド・オ’クロック]













　　　　◆







　すべての始し末まつを終えてエリカ・ケイティ・ゴールデンがジュード・アカノの見舞いに訪れることができたのは、ジュードとアルがヤチホを危機から救って一週間後の朝だった。

　面会謝しや絶ぜつはすでに解け、

　病室に入るとジュードはベッドの上に身体からだを起こし、リンゴを剝むいている最中だった。

　その傍かたわらには黒くろ猫ねこのハードボディ、アルがだらっとよこたわり、反対側ではアル＆ジュード探たん偵てい事務所の秘書であるという鈴すず蘭らん・ミカル・クタバティという少女が指に絆ばん創そう膏こうを巻いて憮ぶ然ぜんとしている。もっともこの少女はいつも憮然としているようにエリカは思う。

「きゃ？」

　いきなりタコが天てん井じようから落ちてきて、エリカの肩に乗る。

　そのまま自分の足を一本ちぎり、あたかも食え、とでもいっているかのようにエリカの口もとに勧すすめてくる。

「あ、あの」

「ああ。だいじょうぶ。けっこうおいしいぞ？　それ。主成分、水、のアイスみたいなものだから。ちなみにインスマウは製氷機。久しぶり、エリカちゃん」

　ジュード、エリカの後ろをのぞき込む。

「あれ？　カノンはきてないの？」

「……カノは、その、……どんな顔してあなたに会えばいいのかわからないみたいで」

　何しろ、当の本人の前であこがれていたことを告白し、しかも殺そうとしたのだ。タクシーやら殺し屋やらいろいろしでかしてくれたし。そんなこんなでどんな顔してどんな態度をとればいいのかわからず悩んでいるらしい。エリカは、素すのままでいいと思うのだけれども。

　──会う資格がない、なんてことをいっていた。

「ちぇー。来てくれればそれでいいのに。入院ってひまでひまで。もてあましちゃう。……まぁ、真ま面じ目めそうだしね、あの子。お咎とがめはなかったんだろ？　マビがうまくやってくれて」

　ぼそっ、とミカル。

「職しよつ権けん乱用」

　恐きよう々きようとして、エリカ、

「…………その、ヒーローとして、なんといえばいいか」

「別にいいんじゃない？　おれがいいっていっているんだから。示じ談だん金きんももらったし。……もともと、おれが隠かくしていたことが彼女を追い込んだようなもんだし」

　裁判所へのハッキング。ツールの濫らん用よう。一般人への暴行──カノンの罪はしゃれではすまない。そんなヒーローを掲げていた企業への信頼の失しつ墜ついも──ソードフォースに替わるカリスマとしてエリカたちを売り出そうとしていたマビノギオン・コンツエルンは、二度目の醜しゆう聞ぶんはたまらない、と急ぎ大おお盤ばん振ぶる舞まいで事件の示じ談だん化かに走った。時期もよかった。ジュードとアルがリンカーン博士たちの死因の謎なぞを解き、ノーリビン・ホロスコープの正体を暴あばき、ヤチホの危機を救ってしかもケンドー・アカノが生きていて一年前の事件の真相まで顕あらわにしたことで──ジュードとケンドーの対決はやはりカメラに収められていた──世間はそのニュースで持ちきり、マビの株も大上昇してカノンの事件は体ていよく闇やみに収まりお咎とがめなしを得た。

　もっとも、それは周囲の思おも惑わくの話で、カノンは罰ばつを受けている。みずからの心によって。

　職しよつ権けんを濫用し、正義と誇りを汚けがし、家か電でんでありながら人間を殺そうとした自分。『ヒジョウに真面目ハードボイルド』なカノンは余よ計けいに、自分を許せるはずもない。ナノマシン＝ウィルスなんて言い訳にすぎず──だからこそ、カノンはジュードに会えないでいる。

　そういえば、となんでもないふうを装って、エリカ、話を続ける。

「マビから話があったんじゃないですか？　誤ご解かいも解けたんだし、ヒーローに復帰しないかって」

「ああ。来た来た。マビだけじゃなくてヤオヨロズからもきたよ。ヤチホは好きだし、マビにはなんだかんだいって生命助けてもらったり、話黙っていてもらったり、カリバーンのことでも恩があるから、ちょっと迷ったんだけどね」

　会話に割り込もうとしたミカルの口にリンゴでつくったウサギを押し込み、ジュードは首を振った。

「一度正義を裏切ってしまった、って事実は変わらないし、やっぱりおれは、探たん偵ていがいい」

　落としかけたステーション、その事実は、変わらない。たとえだれが責めなくても。

「……そうですか」

　残念だ、とエリカは思う。

　一緒にヒーローやれたら、きっと素す敵てきだと思うのに。

　その一方で、ちょっと納なつ得とくしていたり、ほっとしていたりもする。

　やっぱり先せん輩ぱいは先輩だ、って。

「まぁ、おれがいまさらヒーローに戻ったら、せっかくレギュラーとれたソージがかわいそうだしね。また補欠に戻るのは」

「そういえば、ソージ最近すごいんですよ？　柔じゆう道どうの履り修しゆう増やして。絶対にあなたを投げ飛ばすって」

「……そういえば、約束してたなぁ。相手してやるって。……ああ、面めん倒どうくさいなぁ……」

「約束といえば、……ブラックウィドウさんは？」

「ああ、あいつ！　ひどいんだぜ？　マビとヤオヨロズから出た報ほう奨しよう金きんと示談金、ほとんどあいつに持っていかれた。スマートバレット百三十八発代、ちょいおまけして九百九十万円だと！　ふざけるな、って話だよ！」

「……はは」

「まぁ、殺されるよりはましだけどな。……まだ諦あきらめてはいないらしいけど」

「でも確か、殺人許きよ可かは取り消されたって」

「プライドの問題なんだろ。初めて請うけた仕事──おれの『抹まつ殺さつ』を完了するまで殺し屋業ぎようは休業するから、チャンスがあったら教えてくれっていわれてる。……誇りなのかこだわりか、とにかく、需じゆ要ようもろくにないのに殺し屋なんて目指しているだけあって変わったやつだよ」

「……それは探たん偵ていも同じだと思いますけど？」

「……にゃあ」

　結局、ジュードはエリカたちからは前まえ金きん代しかとらなかった。

　それもけっこう経費に消えたようなので、損はしていないが得もない、という、ほとんどただ働き同然だったらしい。そのせいか、アル＆ジュード探偵事務所の秘ひ書しよであるミカルという少女の態度がエリカとカノンには冷たい。これからのことを考えたら、この少女とはできるだけ仲良くしたいのだけれど。ジュードのスケジュールとか知るために。もっとも、この少女はだれに対しても似たような態度をとるらしいが。

　ふああ、とあくびして、アルが目を開く。スリープモードから復ふつ帰きする。

「あ、おはようエリカ。きてたんだ」

「おはようございます。アルさん。お元気でしたか？」

「いやもう、こいつが入院しているせいで、ひまでひまで。もてあましてる。……カノンは？　きてないの？」

「……まだちょっと、気にしているみたいで」

「へーえ。来てくれればそれでいいと思うけど。……別に、お咎とがめはなかったんでしょ？　これだから真ま面じ目めなやつはいらないことばかり気にしてなぁ、……って、なに？　おもしろそうな顔をして。おれなんかおもしろいこといった？」

「……いえ、同じようなことをいうなと思って」

　──驚いたことに、こんなに気があっているようなのに、ジュードとアルは本来の相あい方かた同士ではないらしい。

　リンクはしているし、パスでつながってはいるが、お互いに、アルは本来の共きよう生せい相手であるケンドー、ジュードはカリバーンの生まれ変わりであるらしきステラという家か電でん、を二人の珪けい素そ脳のうは正しい相手として認にん識しきしているという。

　だから、二人はノーリビン・ホロスコープのウィルスに感かん染せんしてもいがみ合わなかった。

　そしてこんなに、気が合っている。本来の共生相手でなくても。本来の共生相手みたいに。

　本当の共生相手でなくてもこれだけの関係を築ける──この事実はノーリビン・ホロスコープにとって答えにならないのだろうかとエリカは思う。この世の関係はゆがんだ『依い存ぞん』だけではないのだと。もっとも、それをたずねることはできない。ノーリビン・ホロスコープは自じ我がを消去され、そのソフトウェアデータだけが残されて世界議会所しよ有ゆうのウィルスデザインロボットにされてしまったから。八はつ対つい十六体ものヒトを殺してしまったのだから、しかたないといえばしかたがない報むくいなのだろうが。

　そして、報いといえば、ケンドー・アカノと、ステラと名乗る家か電でん。

　自分たちを倒さなければウィルス散さん布ぷは阻そ止しできない、と宣言し、ジュードとアルに戦いを挑いどんだマビの本当の裏切り者──

　──ふと、エリカはジュードとアルが目をきらきらとさせて自分を見ていることに気づく。

「……あ、あの、どうかしましたか？」

　ジュード、にやにやしながらいう。

「いやね、おれ、エリカちゃんに、聞きたいことがあったんだ」

「……な、なんでしょう？」

　エリカちゃん、は子供っぽいからやめてほしいなぁ、と思いつつ、エリカは聞き返す。まぁ、いまは仮かり免めん成人の身だからしかたないかも。でもあと半年で（仮）は取れる。正式に、人ヒ間トとして認めてもらえる。そうなったら住居の変更はもちろん恋をして結婚して子供をつくることだって許される。まぁしばらくは。そしてある程度は、マビのヒーロー規約にしばられるけど。でもとにかく、そうなったら──

「……エリカちゃん？　エリカ？　キャノンボール？」

「……は！　あ、な、なんでしょう？」

「だからぁ、エリカとカノン、おれたちに何か、こう、聞きたいことがあるんじゃないかって」

「え？　あ、あの、え？　ええ？」

　ジュードはにこにこ、エリカを見ている。

　なんのことだかわからずにしばらく考えていると、パスからカノンの声が聞こえてきた。

　どうやらジュードとアルは来る見舞い客全ぜん員いんに、同じことをしているらしい。

　なんだかんだいってピアスのインターフェースからこちらの様よう子すをモニターしているカノンをおもしろく思いながら、エリカはたずねようとする。まぁニュースをリアルタイムで見てたから、結果は知っているんだけれど。

　──ふと思い出したのは、はじめてジュードの事務所をたずねたときのこと。

　あのとき、正直にいえば、エリカはジュードに聞きたかった。本当にケンドーを撃うったのかどうか。殺したのか、聞きたかった。聞くつもりだった。どうしても聞き出そうと思っていた。しかしいざ本人を目の前にするととてもたずねることができず、信じてます、なんていってごまかしてしまった。──気を使ったともいえるけど、ある意味逃げてしまったわけで、さらにいうなら逃げるついでに告白まがいのことをしてしまったような気が──

　ジュード先せん輩ぱいは、あたしと、……カノのいったこと、どう思っているのだろう？

　なんかうやむやになっているけど、今度こそ、うやむやのままにはしないぞ！

「……エリカ？」

「あ、じゃ、じゃあ、聞きますけど」

「おう」

　……一瞬それを言い出しかけて、でもまぁそれはまた今度、カノがいるとき、半年後ご（仮）が取れたとき、と理由をつけて心にしまい、エリカはジュードの求める質問をする。できるだけ、劇げき的てきに。

「……先輩は、ケンドーさんを、う、撃う、……討うったんですか？　ヤチホを守りウィルス散さん布ぷを阻そ止しするために、たった一人の実の弟、ケンドーさんを殺したんですか？」

　質問しながら思う。

　本当ならばあのとき、しようと思っていた質問。

　そして聞けなかった質問。きっと先輩もあのときは、答えられなかった、質問。

　一年前のときだって、先輩は何も答えなかった。黙って誤ご解かいさせていた。

　でも、いまは──

「「ええ？」」

　ジュードとアル、エリカの質問にわざとらしく大げさに、目を丸くする。

　二人で顔を見合わせて、声を合わせていう。

「「まさかぁ！　ハードボイルドじゃないんだから」」




「「大事な弟／相あい方かたに、そんなことするわけないじゃん！」」




　結局、ジュードはケンドーを殺さなかった。

　殺すことなくうまくあしらい、ケンドーの撃げき退たいとナノマシン＝ウィルス散布の阻止を同時にやってのけてみせた。ケンドーの示した二に択たくから無理に選ぶのではなく、第三の答えを示してみせた。

　それは決して逃げではない、選択しなかったのではないとエリカは思う。

　先輩は、むしろ一番大変な答えを選んだのだと。

　先輩は、一番大変な選択肢しから逃げ出さず、真ま正面から向き合って、そして見事にやり遂とげたのだ。ほとんど相あい討うち──ナノマシン医い療りようの進んだ現代ですら一週間以上の入院を余よ儀ぎなくされるような重傷まで負って。だからエリカは思ったのだ。その結果を知ったとき。

　やっぱり、と。

　やっぱり、それでこそ先輩らしいなと。

　正義の味方をやめても『やっぱり』変わらない、それでこそ、エリカとカノンがあこがれ目指したいつかのヒーロー。

「さすがですね！　先せん輩ぱい！」

「「いやまぁ、それほどでも？」」

　でも、と小さな口をもぐもぐさせてようやくリンゴを食べ終えたミカルがいう。口もとをそっと拭ふきながら。

「あの二人はいまだ行方ゆくえ不明です。ケンドー、という方についてはよく知りませんが、相あい方かたがカリバーンさんと同じ航こう宙ちゆう機きの家か電でんである以上、簡単につかまることはないでしょう。……きっとまた、向かってきますよ？　わかってます？　今度は余よ計けいにむきになって」

　ジュードの目が、壁にいく。

　かけられているのは中なか折おれ帽ぼうとトレンチコート。

　自信満まん々まんの声がいう。

「ああ。わかってる。かまわない。何度だって迎え撃うってやるよ。……どんなちょっかい出してこようが、何を考えていようが、おれらのやり方は変わらない。だろ？　アル」

「うん。おれたちは変わらない。おれたちはハードボイルドじゃなくって」

「いつもてきとー・無理はやらない」

「やなことしない・ちょうどぴったり自分自身の」

「「ジャストボイルド・オ[image: アポストロフィ]クロック」」

　いえーい！　やったね！　と、ジュードとアルが手と前足を打ち合わせる。パン、といい音が響ひびき、それになぜだかうれしくなって、エリカも思わず手を伸ばし、ジュードとアルは顔を見合わせ、でもすぐに応えてくれる。

　ハイタッチ。

　これいいなぁ、といい音をその空間に広げながら、でもね先輩、とエリカは心の中でつぶやく。

　──それってけっこう、ハードボイルドじゃないんでしょうか？

　どれだけ世界が変わろうと、ゆがもうと、何があってもいつでも変わらぬ自分自身でいることが、きっと一番大変だろうと思うから──







　　　　◆







　ピンポーン、と病室のインターフォンが鳴り、

「──ジュード、アル？　ようやく時間取れたから、お見舞いにきてあげたわよ？　あら、ミカルも。元気？」

「お？　レイディ？　ソライロも」

「………………ジュー、アル、ミカ、…………久シブリ」

「あたしたちもいるわよ？　勝利の女め神がみ、参さん上じよう！　ちょっとぉ？　人が旅行しているときに何おいしいことしてんのよ」

「幸運の妖よう精せい推すい参さん！　……妖精って何。……お土産みやげあるよ。いくら出す？」

「きさま、だれが死しに神がみだ。きさまとは一度じっくり話を」

「武器をお預けします」

　何やらへそ出しチャイナ服を着た女性を筆ひつ頭とうに、妙みよう齢れいの女性陣じん＋女性型家か電でんと女性型アンドロイドがどやどや個室になだれ込み、かと思ったらまたドアが開き、

「……おやおやリーダー、これはまずいときにきましたかな？」

「げ、グリーン……バット。お久しぶりね。元気そう。むだに。ユキノスケも」

「いえいえ、いまだに『ミス』・ドラゴン。そちらもお久しぶりですな。こんなところでお会いするとは。残念です」

「……ええ本当に。クソムカツク。せっかく病院なんだし、医者を儲もうけさせてみる？」

「だあ？　レイディ？　なんでおれを殴なぐる？　バットも挑ちよう発はつするなって！　それとロコ、別に武器は」

「どうもありがとうございますみなさん。こんな狭い病室にわざわざ大おお勢ぜいで押しかけてきてくださって。……ところでジュード、いま差さし支つかえがなければ、わたしへの百三万五千四百二十二円の借金と九十二時間二十六分にまでたまった奉ほう仕し時間について話したいのですが」

「うわ、ためたわね。あんた子供相あい手てに何やってんの？」

「武器をお預けするのです」

「ちょ、ちょっと待って？　みんな落ち着け？　こらアル！　ひとりだけ逃げるな！　おい、ロコ！　頼むから武器を──うわ？　い、インスマウ？　ごめん許して待ってミカル──」

　インスマウ、なぜか女性型アンドロイドに銃じゆう器きを押しつけられているジュードの背中に乗っかって、八本の足を駆く使ししてオクトパスホールドを決める。きゅうきゅう鳴きつつ、ぎりぎりと。いったいだれがだれやらなにがなにやら、いきなり人口密みつ度どと混こん沌とんが増えた──もっとも家電たちはさすがに遠えん慮りよしたのだろう、実体のないホログラムボディだったが──病室内の喧けん騒そうにエリカはため息、前言撤てつ回かい、こんな桃もも色いろ雰ふん囲い気きハードボイルドには程ほど遠とおい。ため息をついて、控えめに部屋の隅すみへと移りつつ──でも部屋から出ようとはせず──パスをつなげてこちらの状況をモニターしているカノンに告げる。見てる？　カノ。先せん輩ぱいけっこう女性の知り合い多いみたいだよ？　時間はどんどん過ぎ去っていくし、変に躊ちゆう躇ちよしていると、チャンスもなくなるかもしれないよ？　無理してないで、素直になって出てきたら？　挨あい拶さつぐらいはしといたら？　もちろん、そう簡単に割りきれるものでもないだろうけど──

　会って謝りたいんでしょ？　逃げていたってしょうがないでしょ？

　恥はじかいたって怒られたって、結けつ局きよく世界は続くんだから。

　いいたいことを伝えると、エリカはパスで話すのをやめ窓まど際ぎわの壁によりかかる。ベッドのほうではインスマウがいよいよジュードの首を絞め、ジュードはアルを踏みつけて、カリバーン・システム掌しよう握あくの後こう遺い症しようでまだどこか調子の悪いアルはセーフモードに陥っている。そんなベッドの様よう子すにおろおろしているユキノスケさん、泰たい然ぜん自じ若じやくのバットさんとミカルちゃん、そしてはやし立てている、レイディさんとその仲間たち──

　この人たちは、先せん輩ぱいが、怪け我がしているから、お見舞いにきた。

　理由なんて、それだけでいい。難しく考える必要なんてない。

　エリカは待つ。窓から外をながめつつ、耳につけているピアス型インターフェースに火がともるのを。だいじょうぶ、きっとカノなら向き合える。難しく考えなくていい。ひどいことをしてしまったから会えない？　資格がない？　恥ずかしい？　怪我しているからお見舞いにきた──それ以上の理由がいる？　いい悪いじゃない、内ない罰ばつはいらない、自分が本当にやりたいことを、自分らしいと思えることを、ちょっと考えてみればいい。どんな顔を見せればいいのかわからないなら、素すのままの自分でかまわないから。

　がちがちに固くならなくたって、ついでな感じジヤストボイルドでもじゅうぶん。

　エリカは待つ。明るい日差しをながめつつ、インターフェースの投とう影えい装置が動き出すのを。

　だいじょうぶ。カノン。あなたなら、きっと──







　　　　◆







　狭い病室の窓から、目の覚めるような。

　ハイタッチの音が響ひびいて広がった。
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（ジャストボイルド・オ[image: アポストロフィ]クロック　了）















あとがき／ＹＯＵ　ＮＥＥＤ　Ａ　ＨＥＲＯ







　簡単な梗こう概がい──




「……時は現代、所は日本、平和に見える日常が終わる。それまで従じゆう順じゆんに人間に仕えていた家庭用電でん気き製品たちが突然反はん旗きを翻ひるがえし、人間を襲おそいはじめたのだ！　現れる電化製せい人じんたちに、なすすべもない人類──しかし！　すべての家か電でんが人類を敵対視ししているわけではなかった。人間との共存を願う家電たちの力を借りて、いま、新たなヒーローが混乱の世界に降こう臨りんする！

　変身せよ！ウエイクアツプ　赤あか乃の柔じゆう道どう！　人間と家電が歩む平和な世界を築くため！

『家電ライダー・オ[image: アポストロフィ]クロック』、近きん日じつ登場、乞こうご期待！」




　以上が、最初に考えていたプロット（設計図）でした。

　まぁ、題名を口にしただけで「ダメです」といわれてしまいましたが。

　ていうか題名しか伝えなかったわけですが。

　何がダメだったのでしょう。

　こうしてみるとちょっと惜おしい？

　これはこれでおもしろいのではなかろうか、と。

　……それはともかく、前ぜん述じゆつのプロットが巡り巡って今作が生まれました。いったいどんな思し考こう過程を経たのか、どんなドラマチックなことが起こったか、今作はもはや別べつ物ものです。もっとも、ところどころに名残なごりはあります。本ほん編ぺんを読まれた方はははぁと思われるかもしれませんし、本編より先にこのあとがきを読んでいる方は、前述のプロットを念ねん頭とうにおいて読めばちょっとおもしろいかも──それはないか。それはともかく、ようするに何をいいたいのかというと、このプロットがあったからこそ今作ができあがったわけで、これまでボツになったプロットも、プロットにまでたどり着けずに消えていった断だん片ぺんたちも、確かに血けつ肉にくとなっています。だからボツなど怖くない！　見たもの聞いたもの、経験したものすべてに感謝。おかげでいま、こうして本を出せています。うえお久ひさ光みつ、でした。




『ジャストボイルド・オ[image: アポストロフィ]クロック』

　どうぞよろしくお願いします。




　またも編集さん以下関係者の方々を苦しめてしまいました。本当に申し訳ない。ありがとうございました。それだけの価か値ちがあったと信じたい。

　楽しんでいただけることを願っています。




　もう少し詳しくプロットの変へん遷せんなどを。

　前述のプロットを見てのとおり、「ヒーロー物を書きたい」という思いが先にありました。ダークヒーローやアンチヒーローの類たぐいではなく正統派はのヒーロー、そして王おう道どうの物語。あるいは典てん型けい的な少年漫まん画が物もの。過去親したしんできたそういうものを、いつか自分も書いてみたい、そういう思いがありました。何しろそれがあったからこそ、いまの自分があるわけで。そして、ＳＦ──は無理でもせめてＳＦっぽいものを書いてみたいなぁ、とも思っていました。ちなみに僕は文ぶん系けいですが。でも文系だからこそ。僕の知る限り、文系の人間というものは往おう々おうにして理り系けいにコンプレックスを持っているようです。実じつ際さい考えてしまいます。理系、あるいは『現場』の人間は、やろうと思えばかなりおもしろい作品を書けるだろうなぁ、と。惜しい。本当に惜しい。むしろ欲しい──それはともかくコンプレックスというのは結局のところ理想でありあこがれであって、だからずっと思っていたわけです。理系のジャンルであるＳＦといふものをしてみむとしてみたいなぁ、と。

　ヒーローと、ＳＦを、書いてみたいなぁ、と。

　そして気づいたわけです。この二つの要素は極めて相あい性しようがいいことに。テレビでよくあるヒーローものはどれもけっこうＳＦっぽい？　ならばこの二つはかなり食い合わせがいいということにならないか？　そこの人、何をいまさらとかいうな。気づいたときにはすごい発見だと思ったわけです。だから今作ヒロインの名前を『これだエウレカ！（＝エリカ）』にしたわけですがそこはそれ閑かん話わ休きゆう題だい、──もう止まりません。その方向へと突っ走ります。それまでに見たもの聞いたもの、乏とぼしい知識をインデックスに調べ物などしたりして──まぁえてしてこういうものはその場では役に立たないわけなのですが──ＳＦっぽい味付けをして、気がつくと、『家か電でんライダー・オ[image: アポストロフィ]クロック』は『ジャストボイルド・オ[image: アポストロフィ]クロック』へと変わっていました。この過程である種のシンプルさが失われたことは間違いなく、それを惜おしむ気持ちは確かにありますが、──とはいえ満足しています。またひとつ、やりたいことをやれたのですから。

　というわけで今作は、ＳＦっぽさを意識しています。

　本当に楽しかったです。

　ヒーローと、ＳＦな世界を書くことは。

　楽しみつくった家電世界、この楽しさが少しでも、伝わっていればうれしいです。




　実際今こん作さくは、途と中ちゆうで大幅な内容変へん更こうがありました。勉強そして経験不ぶ足そくという作者のぽかが原因でしたが、おかげでよりいい作品になったと思います。確実にこちらのほうがいい。これはうれしい誤ご算さんでした。おかげで前述のとおり編集さんには本当に大変な目に遭あわせてしまいましたが。本当にご苦労さまでした。お疲れさまでした。どうも。




　……ちなみに、この一冊できちんと終わっていますのでご安心ください（何が？）。

　いまのところ、続きの予定は未定です。

　いやまぁ「続ぞく編へん書けたらなぁ」というのが正直なところでありますが。ダメ？

　毎まい度ど毎度のことですが、本が出るたび「読んでもらえるのかどうか」というこの不安には慣れません。新しん規きの作品は、とくに。性格上、慣れることなどないのだろうとは思いますけど。

　開き直ってポジティブに。なんとかかんとかがんばって。




　というわけで、

　お初のかたははじめまして。

　馴な染じみのかた。お久しぶりです。そしてお待たせしました。

　どうもありがとうございます。

　楽しんでいただけますように。





以上。

うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

書きたいことを羅列する。お久しぶりです。はじめまして。楽しんで！　編集さんご苦労さまでした。ＳＦ！　胸の内なるヒーローはいつだってハードボイルドだったと再確認。続編書きたい！　でも次は正義ではなく悪魔の、アレ？　まぁボツにならなけ（以下略……）
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

こんにちは～お久しぶりの藤田でございます（ぺこり）

『家電』……と言～えば思い出す～♪　会社退職のおりパソコン購入の事を同僚に言ったら『Ｍａｃは「家電」だから藤田さん向きだね』って言われちゃいました（笑）
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